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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 
 

北海道千歳リハビリテーション大学は、平成 29（2017）年 4 月に開学した理学療法士

（physical therapist）、作業療法士（occupational therapist）を養成する大学である。 
学校法人淳心学園は、大学化の意義として高い専門的知識と技術を身につけた理学療

法士、作業療法士を養成するだけではなく、保健衛生分野の学術の中心として、大学に

おける 4 年間の教育を通じて、『「生命の尊厳」を基調とする医療専門職としての使命感

を自覚し、社会に奉仕し得る人間、並びに専門的研究の成果を人類の福祉に活かしてい

くことのできる人材を養成し、我が国の保健医療の発展と国民の健康増進に貢献する』

ことを目的とし、北海道千歳リハビリテーション大学学則第 1 条に規定した。  
 

北海道千歳リハビリテーション大学の建学の精神・大学の基本理念等は、以下のとお

りであり、本学ホームページ及び大学案内等の印刷物に作成目的や主な配布対象者に応

じ、使命・目的・目標等の記載を行っている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

建学の精神：「医療専門職教育を通じて、真の人間を育成する。」 

 
学則第 1 条（目的）：（建学の精神の意味内容の具体性と明確化） 

教育基本法並びに学校教育法の精神や定めるところに従い、「生命の尊厳」を

基調とする医療専門職としての使命感を自覚し、社会に奉仕し得る人間の育

成、並びに専門的研究の成果を人類の福祉に活かしていくことのできる人材の

養成を通じて、我が国の保健医療の発展と国民の健康に貢献する。 
教育の理念（学部及び学科における教育研究上の目的）： 

『学問的探求心を備え、豊かな人間性と幅広い教養と視野を持つ医療専門職

（理学療法士、作業療法士）を育成する。』 
教育目的： 
   ① 保健、医療、福祉、介護の連携に対応できる人材の育成 
   ② リハビリテーション医療従事者の養成ニーズへの対応 
   ③ 地域振興・活性化への貢献 
教育目標： 

① 科学的な観察力、思考力並びに表現力を身につける。 
② 他者の痛みの分かる心をもち、他者の立場になって行動する態度を身につ 

ける。 
③ 地域の課題に積極的に関わり、その課題解決に貢献する姿勢を養う。 
④ 自ら問題を解決する能力と生涯にわたって学習を継続する姿勢とを養う。 

 
※ 上記は、本学設置認可申請書の大学の理念と教育研究上の目的の中で記載、本学ホームページ及

び大学作成の印刷物で公表 
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大学の目的にある「我が国の保健医療の発展と国民の健康に貢献する」ことを実質化

するため、本学卒業生にプラスワンの能力を教授するため「障がい予防リハビリテーシ

ョン※」という国民の健康増進に寄与する知識と技能を 4 年間通じて学べる教育課程を

編成すると共に、全国有数の障がい予防関連研究者を教員組織に配置した。  
これは、同系他大学との差別化を図るだけでなく、本学の特色として、学校教育法第

83 条第 2 項に規定する「大学の成果を広く社会に提供することにより社会の発展に寄与

する」ことに繋がる。 
北海道千歳リハビリテーション大学は、社会に出てからも常に新しい技術や知識が必

要となる理学療法士、作業療法士にとって、何時でも頼りになる真の意味の母校となり、

地域住民にとっては健康を支える存在として、尊敬される大学となるよう開学からこれ

まで努力を傾注してきた。 
特色としている「地域住民、特に高齢者の障がい予防健康増進に関する教育研究」は、

大学設置認可申請書にも書き込み開学許可後、年間 42 兆円強（その 70%が 60 歳以上）

という我が国の医療費を削減する一助としてリハビリテーションの分野から貢献するこ

とを念頭に活動を行っている。 
 
※ 本学が提唱する「障がい予防リハビリテーション」とは、ヘルスプロモーションやエンパワーメント

の概念に基づき、地域住民が自らの力で健康を手に入れることを支援する取り組みの一つである。具

体的には、高齢者に多い生活不活発病や座業労働従事者に多い腰痛や肩こり等の職業病、青少年のス

ポーツ外傷に対し、健康づくりの為の協働、外傷等予防のための取組み、健康を手に入れるための個人

能力を引き出すための支援等、地域住民の疾病や障がいの発生予防の観点から積極的に健康増進を図

るものであり、高齢者のみならず中高年、青少年にも焦点を当てている。 

 

（参考） 
本学が地域住民を対象に実施している主な「障がい予防・健康増進活動」 

① 健康増進教室の開催 
② こどもカフェの開催 
③ 高齢者自動車運転支援事業の開催 

      ④ ふまねっと運動の開催 
⑤ スポーツ障がい予防教室の開催 
⑥ 高齢者を対象とした機能低下予防活動の開催 

     ※ 詳細は、「Ⅳ大学が独自に設定した基準による自己評価規準 A」を参照してください。 
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Ⅱ．沿革と現況 
1．本学の沿革 

本学は、平成 7（1995）年 4 月に開学した 3 年制の専門学校「北海道千歳リハビリテ

ーション学院」を前身として、平成 29（2017）年 4 月に開学した。 
 

社会の少子高齢化が進行する中、病者・障がい者のリハビリテーション医療と地域包

括ケアシステムとして、彼らの自立支援体制を整備して円滑に運用し、それによって健

康寿命を延伸させることは、日本社会の安定的発展にとってきわめて重要な課題であり、

そのためには優れた人材の確保が必要となる。 
しかし、少子化に伴って若い活力が減少することにより、産業、学術、医療福祉、行政等、

あらゆる領域において優秀な人材が求められることになり、リハビリテーション医療従事者

の確保が難しくなると予想される。 
高齢化の進行による社会保障費の急増等が懸念される 2025 年問題や 2040 年問題が叫ばれ

るなかで、複雑化する健康課題を抱える多くの高齢者に対処していくためには、医療体制の

確保はもちろんのこと、思いやりに満ちた社会作りや人間関係の構築と保持などを総合的に

推進していく必要があり、保健医療サービスに従事するマンパワーの一層の充実・確保、と

りわけ、より人間性を尊重し、多様なニーズに応えられる資質の高いリハビリテーション医

療を担う専門職（理学療法士、作業療法士）の養成が求められている。 
 

具体的には、近年の医学・医療の進歩は急速で、新たな知見・知識の増加、新技術の

開発が続いている。新たな知見や医療技術は、従来の常識や治療手法の見直しを迫り、

医療専門職には生涯にわたり学習を継続し、専門技能をアップデートしていくことが求

められる。 
 

また、Evidence-Based Medicine(EBM:根拠に基づく医療)の実践が普遍化し、医療専門職

は、自ら実践する医療の成果を評価することが求められる時代を迎えている。 
更に、今日の保健、医療、福祉、介護サービスは、医師、看護師、薬剤師、理学療法

士、作業療法士、臨床検査技師、医療ケースワーカー等、多くの専門職からなるチーム

により提供されており、専門職にはこれまで以上に他職種の専門性を理解し、協働でき

る能力が求められている。 
加えて、保健、医療、介護、福祉の現場では、サービス提供のあり方が見直され、患

者や利用者によるサービス提供者の選択、サービス受給意思が最大限に尊重される時代

となり、専門職には患者や利用者の立場を理解し、尊重できる人間性と多様なニーズに

応えることのできる専門性が求められている。 
これらの地域社会の要請に対応するためには、幅広い教養と視野を身につけ、また、

医療専門職として必要な基本的知識、多様な人間と状況に対応できる理解力・判断力・

表現力を養う教養教育の充実の他、リハビリテーションによる健康に焦点をあてた教育

研究機能のさらなる充実が必要である。 
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学校法人淳心学園は 24 年間にわたり、1,950 余名のリハビリテーション医療を担う専

門学校の卒業生を、道内を中心に送り出してきた。しかしながら、多様な医療ニーズや

健康を支える医療人の要請等、こうした時代の変化、社会の要請に応え、次代を担う有

能な医療専門職を育成するため、幅広い教養と視野を身につける教養教育を充実させる

他、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な能力を養う充実した教

育・研究・社会貢献機能を備えた 4 年制大学「北海道千歳リハビリテーション大学（以

下「本学」という。）」を平成 29（2017）年度に開学した。 
 

本学における 4 年間の教育を通じて、「生命の尊厳」を基調とする医療専門職としての

使命感を自覚し、社会に奉仕し得る人間の育成、並びに専門的研究の成果を人類の福祉

に活かしていくことのできる人材を養成することで、我が国の保健医療の発展と国民の

健康増進に貢献する。  
 

そして、大学教育化の意義として、高い専門的知識と技術を身につけた理学療法士、

作業療法士の育成だけでなく、大学院教育（修士・博士）につながりうるキャリア形成

の拡充が挙げられ、将来、教育職や研究職に就くための素養を修得させる。 
なお、本学では、卒後教育・研修のさらなる充実を図るとともに、地域の高齢者・中

高年を対象とする健康増進教室のみならず、地域の青少年を対象とするスポーツ障がい

予防教室など、障がい予防リハビリテーションに関する研究活動を行い、その成果を地

域社会に還元していく。また、これらの成果を活かし「障がい予防リハビリテーション

を確立していくための創造的研究」を推進する活動を継続している。 
 
  【本学の主な沿革】 
 昭和 41（1966）年 11 月 学校法人 光華学園を設立 
昭和 58（1983）年 3 月 法人名変更 学校法人 中根学園に改称 
昭和 60（1985）年 12 月 法人名変更 学校法人 淳心学園に改称 
平成 7（1995）年  4 月  千歳市に北海道リハビリテーション学院開学 

（理学療法学科設置 定員 40 名） 
平成 10（1998）年 3 月 学院校舎（作業療法学科）増設 
平成 10（1998）年 4 月 作業療法学科設置（定員 20 名） 
平成 12（2000）年 4 月  理学療法学科・作業療法学科に夜間部を増設（定員各 30 名） 

※平成 20（2008）年 3 月末で廃止 
平成 14（2002）年 4 月  作業療法学科（昼間）の定員を 30 名に変更 
平成 17（2005）年 4 月  理学療法学科・作業療法学科の定員を各 60 名に変更 
平成 20（2008）年 4 月  理学療法学科の定員を 80 名に増員 
平成 20（2008）年 4 月  作業療法学科の定員を 40 名に減員 
平成 28（2016）年 8 月  北海道千歳リハビリテーション大学の設置が認可となる 

学部・学科等名 健康科学部 リハビリテーション学科 
・理学療法学専攻 入学定員 80 名 収容定員 320 名 
・作業療法学専攻 入学定員 30 名 収容定員 120 名 
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平成 29（2017）年  4 月  北海道千歳リハビリテーション大学開学 
平成 31（2019）年 3 月  北海道千歳リハビリテーション学院閉校 

 令和 3（2021）年   3 月 北海道千歳リハビリテーション大学第一期生 104 名卒業 
 令和 4（2022）年  3 月 北海道千歳リハビリテーション大学第二期生 85 名卒業 
 令和 5（2023）年  3 月 北海道千歳リハビリテーション大学第三期生 109 名卒業 
 
2．本学の現況 
・大学名 北海道千歳リハビリテーション大学 
・所在地 〒066-0055 
     北海道千歳市里美二丁目十番 
 
・学部構成 健康科学部 リハビリテーション学科（理学療法学専攻、作業療法学専攻） 
・学生数、教員数、職員数 
 

①  学生数の状況 
                        （令和 5（2023）年 5 月 1 日現在） 

                                   単位 人 
学部・学科名 入学定員 収容定員 在籍人員 備考 

健康科学部 110 440 426（男子 275、女子 151）  

 リハビリテーション学科 110 440 426（男子 275、女子 151）  

   <理学療法学専攻> <80> <320> 333（男子 243、女子 90）  

   <作業療法学専攻> <30> <120> 93（男子 32、女子 61）  

  
②  教員数 
                         (令和 5（2023）年 5 月 1 日現在) 
                                 単位  人 

学
長 

副
学
長 

学
部
長 

学
科
長 

共
通
教
育
教
員 

理
学
療
法
学
専
攻
教
員 

作
業
療
法
学
専
攻
教
員 

専
任
教
員
合
計 

特
任
教
員 

非
常
勤
講
師 

1 1 （1） 1 4 10 8 25 
 

2 32 

※ 副学長は学部長を兼ねている。 
 
 
 



北海道千歳リハビリテーション大学 
 

6 

② 職員数 
 

事
務
局
長 

事
務
局
課
長
（
室
長
） 

事
務
職
員 

技
術
職
員 

非
常
勤
職
員 

合
計 

1 4 10 1 3 19 

※ 職員数には、法人本部事務職員 4 名（札幌勤務）を除く。 
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Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 
 
基準 1．使命・目的等 
1－1．使命・目的及び教育目的の設定 
1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 
1-1-② 簡潔な文章化 
1-1-③ 個性・特色の明記 
1-1-④ 変化への対応 
 

 
（1）1－1 の自己判定 

基準項目 1－1 を満たしている。 
 
（2）1－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
 1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 
  本学は、『医療専門職教育を通じて、真の人間を育成する。』との建学の精神に基づき、

教育基本法および学校教育法の下に、「生命の尊厳を基調とする医療専門職としての使

命感を自覚し、社会に奉仕し得る人間の育成、並びに専門的研究の成果を人類の福祉に

活かしていくことのできる人材の養成を通じて、我が国の保健医療の発展と国民の健康

に貢献する」ことを目的とすることを、学則第 1 条に明記している。 
  さらに、北海道千歳リハビリテーション大学学則第 3 条では、健康科学部を置き、そ

の中に、リハビリテーション学科（理学療法学専攻、作業療法学専攻）を置くことを明

記しているほか、学則第 4 条には、健康科学部リハビリテーション学科における人材育

成・教育目的を明確に示している。 
 

健康科学部リハビリテーション学科の教育目的 
 
① 保健、医療、福祉、介護の連携に対応できる人材の育成 
② リハビリテーション医療従事者の養成ニーズへの対応 
③ 地域振興・活性化への貢献 

 
健康科学部リハビリテーション学科の教育目標 

 
① 科学的な観察力、思考力並びに表現力を身につける。 
② 他者の痛みの分かる心をもち、他者の立場になって行動する態度を身につける。 

③ 地域の課題に積極的に関わり、その課題解決に貢献する姿勢を養う。 
④ 自ら問題を解決する能力と生涯にわたって学習を継続する姿勢とを養う。 
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◇エビデンス集  
【資料 1-1-1】北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 1 条、第 3 条、第 4 条） 

 
 

1-1-② 簡潔な文章化 
本学は、教育目的を具体的に示した教育目標を大学案内、学生便覧に明記し、学生や

教職員に配布・周知している。また、教育研究上の目的は、三つの方針（アドミッショ

ン・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー）と各専攻の教育課程

の概要を明記することで、学生生活を送る中で、平易に理解できるよう配慮している。 
受験生やその家族、高校教員、社会や医療機関の人々に対しては、大学案内や学生募

集要項、大学ホームページ等、各種媒体により簡潔に表現され、教育目標、本学の特色

である「障がい予防リハビリテーション」や「本学で身に付く力」、「各専攻の教育の特

色」などについて、大学ホームページや大学案内に具体的に明記している。 
 
 
◇エビデンス集  

【資料 1-1-2】学生便覧（3 頁～5 頁） 【資料 F-5 と同じ】 
【資料 1-1-3】大学案内（1 頁～47 頁） 【資料 F-2 と同じ】 
【資料 1-1-4】令和 5 年度学生募集要項（1 頁） 
【資料 1-1-5】大学ホームページ(大学紹介→教育理念、大学ポリシー)  

 
 

1-1-③ 個性・特色の明記 
  本学は、「学問的探求心を備え、豊かな人間性と幅広い教養と視野を持つ医療専門職を

育成する」ことを教育理念としている。 
この理念を具現化するため、卒業時に学生が修得しているべき知識・能力等として、

①医療専門職としての高い専門的な知識と技術、②豊かな人間性、③保健、医療、福祉、

介護の発展に寄与できる能力、④地域特性に対応し地域社会に貢献できる知識と能力を

身につけさせることを個性・特色としていることを、大学設置認可申請書で記載してい

る。 
（※ 大学設置認可申請書：「設置の趣等を記載した書類」の 13P 大学の特色に記載） 

 

このため、本学健康科学部リハビリテーション学科は、①理学療法士、作業療法士の

資格取得条件を満たすように編成された教育課程と共に、②リハビリテーションの知識

と技術が現代社会で果す意味を学生が自覚し、使命感とやり甲斐を明確に持てるような

教養教育の実施、③気候、風土、生活習慣等、地域の特性も考慮しながら、リハビリテ

ーションを通じて、住民の健康寿命延伸に向けた具体的なアプローチができる人材の育

成、④主に青少年、座業労働従事者、高齢者等を対象とする障がい発生予防支援の取組

みの中核的役割を果たすことのできる人材の育成を特色としている。また、学生には、

理論と実践の関連を基盤とした専門基礎科目、専門科目の学修を通じて、理学療法士、
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作業療法士が身につけるリハビリテーションの知識と技術を修得させ、自ら積極的に思

考し、能動的に課題の解決を図ろうとする幅広い視野と豊かな人間性を備え、将来にわ

たり理学療法士、作業療法士の専門性を探究していくとともに、保健医療福祉チームの

メンバーとして、協働を図りながらリハビリテーション医学の質の向上に貢献する能力

を養わせる。 
 
  これらは、「教育倫理綱領」や「大学案内」、「学生便覧」、大学ホームページに明記し、

教職員、在学生はもとより、受験生や社会一般に示している。 
特に、健康増進、障がい予防リハビリテーションについては、学生の正課とする授業

科目（健康増進障害予防概論、健康増進障害予防演習Ⅰ(検査測定)、健康増進障害予防演

習Ⅱ(実践指導)）を設定する他、住民の健康づくりのため公開講座、実技指導の開催、大

学施設の開放などにより、地域に貢献しており、本学の特色となっている。 
 

 
◇エビデンス集  

【資料 1-1-6】大学設置認可申請書類「設置の趣旨を記載した書類」(12 頁大学の特

色に記載) 
【資料 1-1-7】北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 4 条） 【資料 F-3】と

同じ 
【資料 1-1-8】教育倫理綱領 
【資料 1-1-9】大学案内（5 頁） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 1-1-10】学生便覧（17 頁・27 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 1-1-11】大学ホームページ（大学紹介→学びの特色） 
【資料 1-1-12】健康科学部で養成される能力(大学案内 5 頁も参照) 

【資料 1-1-13】学部の教育課程（カリキュラム） 
【資料 1-1-14】健康増進教室の概要（概要図、参加者数、写真） 

 
 

1-1-④ 変化への対応 
  医療、介護、福祉の現場で活躍する人材の社会的要請は大きく、高度な技術と豊かな

人間性を備えた、理学療法士、作業療法士を育成するための、本学の使命及び教育目的

は、高齢化が進行している社会の要請に応えるものである。  
大学の使命及び教育目的は社会情勢等に対応し、必要に応じて見直しを行っていくべ

きものと認識しているが、我が国の少子高齢化が進行する中、病者・障がい者のリハビ

リテーション医療と、それによって健康寿命を延伸させることは、日本社会の安定的発

展にとってきわめて重要な課題であり、そのためには優れた人材の確保が必要となると

いう、社会の要請に大きな変化はなく、これまで大学の使命・目的、教育目的そのもの

の変更はない。 
本学は大学教育化の意義として、高い専門的知識と技能を身につけた理学療法士、作

業療法士の育成だけでなく、学生にプラスワンの知識・能力として、開学当初から重点
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を置いている「健康増進、障がい予防リハビリテーションによる住民の健康増進での地

域貢献」に一層の意識を高めているところである。  
 
 

◇エビデンス集  
【資料 1-1-15】北海道健康増進計画「すこやか北海道 21」 
【資料 1-1-16】大学案内（健康増進教室等、地域貢献事業）8 頁～15 頁 【資料 F-

2】と同じ 
【資料 1-1-17】大学ホームページ（大学紹介→教育理念） 

 
 

（3）1－1 の改善・向上方策（将来計画） 
  今のところ、建学の精神、学則及び教育の理念に示されている教育の使命・目的は変

わらない。しかし、本学の教育内容については、医療介護の現場や卒業生等の意見を聴

くなど、客観的な視点を取り入れた確認を行い、社会情勢の変化を踏まえた点検を継続

し改善につなげていく。 
    

 
1－2．使命・目的及び教育目的の反映 
1-2-① 役員、教職員の理解と支持 
1-2-② 学内外への周知 
1-2-③ 中長期的な計画への反映 
1-2-④ 三つのポリシーへの反映 
1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 
 
 
（1）1－2 の自己判定 

基準項目 1－2 を満たしている。 
 
（2）1－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
 1-2-① 役員、教職員の理解と支持 
  大学の使命・目的及び教育目的は、学則第 1 条で規定し、開学年度に定めた「教育倫

理綱領」においても、教職員が遵守する事柄の中で明らかにし、その重要性について役

員・ 教職員に理解されている。  
今後、大学の使命・目的及び教育目的を改定する必要が生じた場合は、教職員が参加

する学内の関係会議、教授会の審議を経て、学長が決定した後、理事会において審議、

承認されることになる。 
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◇エビデンス集  
【資料 1-2-1】北海道千歳リハビリテーション大学学則第 1 条 【資料 F-3】と同じ 
【資料 1-2-2】教育倫理綱領 【資料 1-1-8】と同じ 
 
 

1-2-② 学内外への周知 
大学の使命・目的及び教育目標は、簡潔に文章化し、学生便覧に明記することで、学

内の学生や教職員に配布・周知している。また、教育研究上の目的は、三つの方針（ア

ドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー）と各専攻

の教育課程の概要を明記することで、学生生活を送る中で平易に理解できるよう履修の

手引きにも記載し、学外に対しては、大学案内、大学ホームページに掲載し、広く周知

に努めている。 
 また、受験生に対しては、アドミッション・ポリシーについて、オープンキャンパス、

進学相談会等の機会をもって、入学前からその周知に努めている。  
 
 
◇エビデンス集 

【資料 1-2-3】学生便覧 （教育目標：表紙裏、三つの方針等：3 頁～5 頁） 
【資料 F-5】と同じ 

【資料 1-2-4】履修の手引き（1 頁～4 頁） 
【資料 1-2-5】大学案内（24 頁） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 1-2-6】大学ホームページ(大学紹介→大学ポリシー) 
【資料 1-2-7】オープンキャンパス説明資料  
【資料 1-2-8】進学相談会配布資料（大学案内） 【資料 F-2】と同じ 

 
 
1-2-③ 中長期的な計画への反映 
本学の教育研究に係る中期目標・中期計画は、建学の精神と大学の使命・目的及び教

育目的を踏まえて策定しており、令和 7（2025）年 3 月までの 5 年間の中期目標・計画

では、先ず、「Ⅰ 中期目標策定にあたって」として、①北海道千歳リハビリテーション大

学の現状、②中期目標を策定する意義、③中期目標の目指すもの、④中期目標の期間を

明記し、「Ⅱ 北海道千歳リハビリテーション大学を取り巻く現状」として、①少子高齢

化、②医療保険制度、③介護保険制度、④他大学の状況を記載、「Ⅲ リハビリテーショ

ン医療の現状」として、①リハビリテーション医療の重要性、②理学療法士、作業療法

士の必要性と今後の在り方を示し、「Ⅳ 北海道千歳リハビリテーション大学の実績」と

して、①基本理念、②組織運営、③セラピスト養成の実績、④生涯教育の支援と卒後教

育の充実、⑤社会への還元・地域連携の充実を記載し、その上で、本学の基本的な目標

を記載した中期目標及び、目標達成するための措置として、中期計画を明記した。 
そして、具体的な中期目標・中期計画として７つの基本領域を設定した。  

１．教育に関する目標・目標を達成するための措置 



北海道千歳リハビリテーション大学 
 

12 

２．研究に関する目標・目標を達成するための措置 
３．社会貢献及び地域を指向した教育・研究に関する目標・目標を達成するための措置 
４．業務運営の改善に関する目標・目標を達成するための措置 
５．自己点検・評価に関する目標・目標を達成するための措置 
６．その他業務運営に関する目標・目標を達成するための措置 
７．他大学等との連携に関する目標・目標を達成するための措置 

 
 

◇エビデンス集 
【資料 1-2-9】北海道千歳リハビリテーション大学中期目標・計画  

 
 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 
本学では、大学の使命・目的及び教育目的を踏まえて、三つのポリシーを策定してい

る。したがって三つのポリシーは、大学の使命・目的及び教育目的を反映している。  
 
 
◇エビデンス集 

【資料 1-2-10】学生便覧（3 頁～5 頁）（資料 F-5 と同じ） 
【資料 1-2-11】令和 5 年度学生募集要項（1 頁、アドミッション・ポリシー） 
       【資料 F-4】と同じ 
【資料 1-2-12】大学ホームページ（大学紹介→大学ポリシー） 【資料 2-6】と同じ 
 
 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 
本学では、教育研究組織として、健康科学部に 1 学科（リハビリテーション学科）、2

専攻（理学療法学専攻、作業療法学専攻）を設置している。 
高度な技術と豊かな人間性を備えた、理学療法士、作業療法士を育成するため、また、

教育研究を実施するにあたり、組織的な連携と責任の所在が明らかになるよう、「北海道

千歳リハビリテーション大学における講座等に関する規程」を制定し、理学療法学担当、

作業療法学担当の他、主に教養教育を担当する共通教育担当を設置している。  

本学の使命・目的及び教育目標をより効果的に達成するために、図書館、学生支援セ

ンター、情報センター、産学連携研究センター及び保健管理センターを設置している他、

平成 30（2018）年度から入学者の安定的確保と教育支援を通じて学生の能力向上を担う

実働組織として、入学試験委員会に入試・広報センター、教務委員会に教育支援センタ

ーを設置した。 
  なお、令和 4 年（2022）度からは、入試・広報センター及び教育支援センターの活性

化を図るため、委員会下部組織から学長直轄のセンターとして昇格させている。 
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◇エビデンス集 
【資料 1-2-13】令和 5 年度北海道千歳リハビリテーション大学教育研究組織図  
【資料 1-2-14】北海道千歳リハビリテーシ大学における講座等に関する規程 
【資料 1-2-15】北海道千歳リハビリテーション大学図書館規程  
【資料 1-2-16】北海道千歳リハビリテーション大学学生支援センター規程  
【資料 1-2-17】北海道千歳リハビリテーション大学情報センター規程  
【資料 1-2-18】北海道千歳リハビリテーション大学産学連携研究センター規程  
【資料 1-2-19】北海道千歳リハビリテーション大学入試・広報センター内規  
【資料 1-2-20】北海道千歳リハビリテーション大学教育支援センター内規 
 
 

（3）1－2 の改善・向上方策（将来計画） 
  本学では、建学の精神、本学の使命を再認識すると同時に、「学校法人淳心学園寄附行

為」第 15 条の規定に基づき、学長が理事長を補佐し、教育研究に係る業務を分掌するに

当たり、本学の将来像を示す「北海道千歳リハビリテーション大学グランドデザイン」

を学長の方針として定め、学長懇談会メンバーで共有するとともに、それに基づき、5 年
間の中期目標・中期計画、単年度の事業計画を作成し、毎年見直しを行っている。中期

目標・中期計画、三つのポリシー及び教育研究組織は環境に応じて改善していくが、そ

の際には、使命・目的及び教育目的を確実に反映させていく。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 1-2-21】北海道千歳リハビリテーション大学グランドデザイン 
【資料 1-2-22】北海道千歳リハビリテーション大学中期目標・中期計画 【資料 1-

2-9】と同じ 
 
 

［基準 1 の自己評価］ 
  本学の目的・教育目標は簡潔に明文化されている。これを反映した三つのポリシーと

ともに、その内容については大学ホームページ、大学案内、学生便覧などを通じて、大

学全体及び社会に広く公開している。  
また、目的を達成するために、令和 2（2020）年度には、中期的な計画の作成が新たに

規定化された私立学校法の改正（第 45 条の 2）に合わせ、学長の方針としての「北海道

千歳リハビリテーション大学グランドデザイン」を作成し、それに基づき、役員・教職

員の理解と支持に基づいた中期目標・中期計画のもと教育研究組織を整備している。 
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基準 2．学生 
2－1．学生の受入れ 
2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 
2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 
2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 
 
 
（1）2－1 の自己判定 

基準項目 2－1 を満たしている。 
 

（2）2－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
  2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

 １）アドミッション・ポリシーの策定  
本学は、大学新設に当たって、建学の精神を踏まえた大学の使命・目的及び教育

目標を達成するために、アドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、カリ

キュラム・ポリシーの「三つのポリシー」を定めた。 
２）アドミッション・ポリシーの周知  

大学ホームページ、大学案内、学生募集要項、学生便覧、履修の手引きにアドミ

ッション・ポリシーを明記し、入学者受入方針の周知に努めている。 また、オープ

ンキャンパス・進学相談会等での大学説明においても、本学のアドミッショ ン・ポ

リシーを周知している。 
 
 
◇エビデンス集 
【資料 2-1-1】大学ホームページ (大学紹介→大学ポリシー) 【資料 1-2-6】と同じ 
【資料 2-1-2】学生便覧（3 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 2-1-3】令和 5 年度学生募集要項（1 頁） 【資料 F-4】と同じ 
【資料 2-1-4】大学案内（24 頁） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 2-1-5】履修の手引き（4 頁） 【資料 1-2-4】と同じ 
【資料 2-1-6】オープンキャンパス説明資料（入試顧問から画像で説明） 
       【資料 1-2-7】と同じ 
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2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証  
＜健康科学部リハビリテーション学科＞  

 
１） 本学における入学試験（以下「入試」と記載」）は、次の試験区分を設けている。 

 
入試区分 試験科目 

総合型選抜 

講義受講方式 ・学習能力試験（受験当日に受講した講義内容に

ついての筆記試験）、面接試験、レポート課題 

オープンキャンパス

参加方式 

・レポート課題（エントリー時に提出）、面接試験

（レポート課題についての口頭試問を含む。） 

 

推薦型選抜 

学校推薦型選抜Ⅰ期 小論文、面接試験 

指定校推薦型選抜 小論文、面接試験 

学校推薦型選抜Ⅱ期 小論文、面接試験 

一般選抜 

A 日程 

B 日程 

 

[筆記試験] 

必修科目：国語総合（現代文） 

選択科目：数学Ⅰ・A、コミュニケーション英語Ⅰ・

Ⅱ・英語表現Ⅰ、生物基礎、化学基礎から 1 科目を

出願時に選択 

[面接試験] 

大学入学共通テスト利

用選抜 

前期 

後期 

必修：国語（国語（近代以降の文章） 

選択：以下の 3 教科から 2 教科を選択 

   ・数学『数学Ⅰ・数学 A』『数学Ⅱ・数学 B』

から 1 科目を選択 

   ・理科「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」

から 2 科目を選択、又は、「物理」「化学」

「生物」から 1 科目を選択 

   ・外国語『英語（リスニングを含む。）』 

社会人特別選抜  小論文、面接試験 

 

入試区分ごとの選考方法については、「入試・広報センター」で検討し、入学試験委

員会に附議、その後、教授会の意見を聴いて、学長が決定し、「学生募集要項」の各試

験区分のページごとに記載している。  
 

２）入学者受入体制  
本学の入学者受け入れ体制は、学長が議長の入学試験委員会に出題採点部会、試験

実施部会、教授会に合否判定会議を配置し、学生募集活動は、入試・広報センターを

中心に行うことで、その体制を整えている。 
特に、学生募集については、開学年度の平成 29（2017）年度に受入れる学生の入学

試験に関する準備行為のため、大学新設に係る文部科学大臣の認可後、北海道千歳リ
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ハビリテーション大学事務組織規程第 18 条に、事務局入学広報室の事務分掌を定め、

入試広報室に学生募集に特化した職員を入試アドバイザーとして 2 名採用し、入学者

の受入れを実施してきた。  
平成 30（2018）年 11 月から、これまでの高校の校長経験者の入試アドバイザー及

び大学事務局職員を中心とした「学生確保」の体制を強化し、大学の重要課題である

学生確保を行うため、教職協働の位置づけを明確にした「入試・広報センター」を新

設し、情報収集や各種データ分析を行うなど、学生確保のための企画（案）を担う「戦

略企画室」、高校の進路指導教員との連携等による主に学生確保を担当する「リクルー

ト推進室」の 2 室を設け、入試・広報センター長の下、全学的な学生確保の体制を構

築した。 
 
 

 
【資料 2-1-10】 

 
令和 4（2022）年度には、学生確保の強化のため、入試・広報センターを入学試験委

員会から独立させ、学長直轄の組織に昇格させた。 
また、高校進路指導部教諭と接する「リクルート推進室」には、道内の高校校長経

験者 3 名を配置し、事務局入試広報室と連携して、高校出前授業や進学相談会など、

次の活動を展開している。 
 
① 入試・広報センター「リクルート推進室」が、道内 226 校の高校進路指導部

等を訪問し、本学の特色やアドミッション・ポリシー、訪問先の高校出身者（在

学生）の状況等を丁寧に説明している。 
② オープンキャンパスの実施：令和 4（2022）年度は、5 月から 3 月にかけて、

計 7 回、来学型・対面型で開催している。 

入試委員会

入試・広報センター
（センター長）

入試戦略連携会議
アドバイザー：共通教育長，専攻長

室間連携強化

戦略企画室
（室長:）

センター長，助教，入試アドバイザー，事務職員2名

リクルート推進室
（室長）

入試アドバイザー2名，入試室補佐，入試室事務員

出題採
点部会

試験実
施部会

事務局入試広報担当

・入試に関する情報収集・各種データ分析からの戦略（案）の作成
・学生確保のための企画（案）の作成
・入試日程・選抜方法改善等の戦略（案）の作成
・入学試験実施（案）の作成
・合否判定（案）の作成
・オープンキャンパスの企画・実施 など

・高校訪問による大学広報活動
・高校指導教員との連携等による入学者確保
・指定校，特別推薦校（案）の作成
・大学案内・募集要項（案）の作成
・高校出前授業，進学相談会対応 など

教授会

合否判
定会議

入試・広報センター概念図 11／23理事会・評議員会説明資料 1
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  参加人数は、延べ 194 人、保護者延べ 109 人、他大学や高校教諭の見学もあ

り、他大学のオープンキャンパスとの比較・評価も聞いている。 
  本学のオープンキャンパスの実施主体を、教職員から学生に変更したことも

評価され、参加者も親しみを持って接している。 
③ 高校からの大学訪問を令和 4（2022）年度は、計 2 回受け入れ、参加人数は、

18 名であり、模擬講義や施設見学を実施している他、個別訪問にも入試・広報

センターのリクルート推進室が丁寧に対応している。 
    ④ 本学教員による高校出前授業も積極的に対応しており、令和 4（2022）年度

は、9 校 167 名の受講生に対し、職業説明や大学での学び等について説明を行

った。 
    ⑤ 高校独自に行っている進路相談会について、令和 4（2022）年度は、10 校に

参加し、面談者は 100 名であった。また、入試業者主催の進学相談会は、道内

47 会場に参加し、398 名と面談した。 
３）入学試験問題の作成は、入学試験委員会の「出題採点部会」が行っている。出

題採点部会は、共通教育長が責任者となり、作問に係る指示、サポート及び調整、

会議開催を総括し、学部長他 1 名が作問担当者のサポートを行っている。 
４）入学試験の実施に関しては、試験区分ごとに実施要領及び監督要領を作成して

いる。  
５）合否判定に関しては、入試・広報センターで合否原案を作成し、その後、入学

試験委員会、教授会で審議し決定している。  
６）入学前教育に関しては、教育支援センターが全ての入試区分の合格者を対象に

実施している。 
令和 5（2023）年度入試の合格者に対しては、大学での生活や学びに向けた意

識づけを目的とした動画配信のほか、人体の構造（解剖）、機能（生理）、高校生

物基礎に関する内容など全 6 回の課題を課し、提出させ、評価を行う方法で実施

した。 
   ７）本学は、大学入学共通テスト利用選抜以外の全ての入試区分で「面接試験」を

実施しており、面接官は、本学のアドミッション・ポリシーを踏まえ、面接を実

施している。 
８）入学者受入れの検証：入学者に対して、出願傾向や志望動機などを把握し、学

生確保の施策に活かすため「新入生アンケート」を毎年実施し、検証している。  
 
 

◇エビデンス集 
【資料 2-1-7】北海道千歳リハビリテーション大学事務組織規程（第 18 条） 
【資料 2-1-8】北海道千歳リハビリテーション大学入学試験委員会規程 
【資料 2-1-9】北海道千歳リハビリテーション大学入試・広報センター内規 

【1-2-19】と同じ 
【資料 2-1-10】入試・広報センター概念図 
【資料 2-1-11】令和 4 年度大学オープンキャンパス参加状況  
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【資料 2-1-12】オープンキャンパス参加者アンケート結果（令和 4 年度） 
【資料 2-1-13】令和 5 年度入試結果【試験区分別】  
【資料 2-1-14】新入生アンケートの結果 

 
 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 
  本学は、開学以来、6 年度間、入学定員 110 名を確保してきている。令和 5（2023）年

度入試においては、入学定員の確保を目安としていたが、高校生数の減少や道内に学費

の軽減等が魅力の公立大学が 2 校新設、本学の位置的不利も影響し、入学者数は、101 名

であった。厳しい環境下ではあるが、入学定員の確保に向けて、対策を検討中である。 
 
 
（3）2－1 の改善・向上方策（将来計画） 

本学は、北海道の政治・経済・文化の中心地である札幌市から約 30 キロ南に位置

し、人口 98,000 人の千歳市にある。 
令和 5（2023）年度の道内高校 3 年生は、36,923 名と予想されており、札幌市及び

札幌市近郊都市の高校 3 年生は、14,990 名と道内高校生の 4 割強をしめている。 
立地条件では、道内の同系他大学（6 校）と比べて不利なところではあるが、学生

確保のため、次の活動を実施している。 
 
①  学生募集に特化した組織として、平成 30（2018）年 11 月に入試・広報センタ

ーを設置し、センター内に学生確保のための企画、入試情報収集及び各種データ

分析からの戦略(案)の作成を任務とする「戦略企画室」、高校訪問、高校出前授

業等の広報活動を任務とする「リクルート推進室」を設け、室間の連携を強化す

ると共に、リクルート推進室には、道内高校の校長経験者 3 名を配置し、高校進

路指導部と連携に力を入れている。 
② オープンキャンパスでの工夫 

在学生にオープンキャンパスの運営を主体的に行わせ、教職員は支える側に回

っている。 
このため、参加者からは、年齢の近い学生との会話や説明が分りやすく、参加

者自身入学後の臨場感もあって、評判がよい。 
エビデンスはお示しできないが、道内各大学のオープンキャンパスを視察して

いる高校教諭からは、「施設を見せることが多い他大学と比べて、参加するたびに

新しい企画があり、新鮮で楽しく思っている。」との感想を頂いている。 
③ 教育重視型大学であることを学長等が機会を見て発信している。 

     大学の環境整備面での派手さはないが、高校の進路指導部が重視する①教育の

質の高さ、②丁寧な学生指導、③教育研究成果の発信力、④学生目線に即応した

厚生面での充実などが、受験大学選定の重要な要素であることを認識し、①面倒

見の良さ、②特色ある教育と意欲ある研究者、③高校指導部との太いパイプなど、

本学のストロングポイントを活かし、「リハビリテーションを学ぶなら、やっぱり
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千歳リハ大」と言わるよう、高校訪問時に入試・広報センターの入試アドバイザ

ーが、本学の特色などを説明している。 
本学の課題として挙げられるのは、①国家試験対策、②テレビ媒体を利用した

情報発信（教員の魅力的な研究成果を含む。）の不足、③道内高校生の 4 割強が居

住する札幌市及び札幌市近郊都市からのアクセス、④厚生施設の充実等、教育環

境の整備である。 
     このため、学生本位の教育を実施するため、建物狭隘の解消を含めた学生目線

での検討を行い、令和 3（2021）年度から大学発着の自家用大型バスを 2 台導入

し、今後、校舎の増改築、キャンパスの移転、教養課程と専門課程のキャンパス

分離等の検討を行い、可能な限り早期に教育研究体制の再構築を目指すことを、

大学のグランドデザインに盛り込んだ。 
 

                         
◇エビデンス集 

【資料 2-1-15】北海道千歳リハビリテーション大学入試・広報センター内規 
【資料 1-2-9】 と同じ 

【資料 2-1-16】入試・広報センター概念図【資料 2-1-10】と同じ 
【資料 2-1-17】令和４年度大学オープンキャンパス参加状況【資料 2-1-11】と同じ 
【資料 2-1-18】オープンキャンパス参加者アンケート結果（令和 4 年度） 

 【資料 2-1-12】と同じ 
【資料 2-1-19】北海道千歳リハビリテーション大学グランドデザイン 【資料 1-2-

21】と同じ 
【資料 2-1-20】教育倫理綱領 【資料 1-1-8】と同じ 

   【資料 2-1-21】入学者数一覧（平成 29 年度から令和 5 年度） 
   【資料 2-1-22】新聞記事（道内大学再編の動き加速：北海道新聞）（参考） 
 
 
2－2．学修支援 
2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 
2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 
 
 
（1）2－2 の自己判定 

基準項目 2－2 を満たしている。 
 
（2）2－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 
教員と職員の協働をはじめとする学修支援体制の整備については、下図「北海道千歳

リハビリテーション大学学修支援体制図」に示す全学体制で対応している。 
平成 30（2018）年 11 月には、教務委員会の下に教育支援センターを設置し、センタ
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ーに「教育戦略室」、「教育支援室」を設け、教員と学務課職員が合同で学生の修学支援

に当たっている他、学生の万相談に応じる「ほっとルーム」を設置し、学生からの生の

声を学修支援に活かしている。 
 
令和 4（2022）年度には、学修支援をより充実させるため、教育支援センターを教務

委員会から独立させ、学長直轄の組織とした。 
オフィスアワーの設置は、授業を開講する全ての教員がシラバスに明記し、学生から

の質問・相談に応じている。 
学生の成績と出席状況は、学内システム上で把握できるようになっており、学生の学

修の状況に応じて、指導援助を行っている。また、学生及び保護者には、年に 2 回「学

業成績記録」を通知し、共通理解が得られる体制が整っている。 
  
令和 4（2022）年度から、保護者と学生生活の状況について相互理解を一層深めるこ

とを目的として、「保護者懇談会」を道内 8 会場で開催しており、さらに、成績及び出席

状況が良いとは言えない学生を修学指導対象とし、保護者と状況の共有を図っている。 
退学や休学を希望する学生に対しては、担任教員が必ず学生と面談をし、事情を詳し

く聴き取り、必要に応じて保護者に連絡を入れている。また、中途退学、休学等の申出

があり学長が許可した場合は、教授会に報告するとともに、IR 室では、各科目の成績及

び高校の成績を、留年・退学、国家試験不合格のいずれかで紐づけをすることで、学修

状況を分析し、各担任の学生指導の資料として役立てる。 
 

 

 
北海道千歳リハビリテーション大学学修支援体制図 
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                                 【資料 2-2-2】 

◇エビデンス集 
【資料 2-2-1】北海道千歳リハビリテーション大学教育支援センター内規 【資料

1-2-20】と同じ 
【資料 2-2-2】教育支援センター概念図 
【資料 2-2-3】シラバス 【資料 F-12】と同じ（電子データ） 
【資料 2-2-4】退学者・休学者・留年者一覧 
【資料 2-2-5】北海道千歳リハビリテーション大学学生相談室規程 
【資料 2-2-6】相談室「ほっとルーム」利用報告書（令和 2 年度、令和 3 年度、令和

4 年度） 
【資料 2-2-7】保護者懇談会開催資料（令和 4 年度は、二者懇談会として実施） 
【資料 2-2-8】IR による留年・退学・国家試験不合格者に関する分析結果資料 
 
 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 
  本学は、大学院を設置していないため、TA 制度は設けていないが、学生支援を目的に

制定した「短期支援員制度」を規程化しており、これを活用し、授業・研究の補助や大

学行事の補助業務を行わせるなどで、修学面、経済面での学修支援を行っている。また、

新入生、在学生オリエンテーション、障がいのある学生への学修配慮などの学修支援体

制を整えている。 
１） 短期支援員制度の具体的な活用方法は、①オープンキャンパスのスタッフ、②研究

データの分析、③大学案内等の発送業務、④一般市民を対象とした健康増進教室の

補助スタッフなどの補助業務を行わせている。 
 

教務委員会

教育支援センター
（センター長:）

教育戦略連携会議
アドバイザー：副学長，専攻長

教育戦略室
（室長:）

センター長，教員2名，学務課係長

事務局学務課

(1)入学前教育・入学後教育充実のための企画（案）の作成
(2)他大学との教育連携事業（案）の作成
(3)高大連携教育活動（案）の作成
(4)その他、学生の能力向上に向けた教育戦略に関すること
等

教育支援室
（室長:）

教員2名，学務課長，学務課係長室間連携強化

教育支援センター概念図

(1)大学主催の以下の公式行事の企画・運営
(2)時間割(案)の作成及び実施調整
(3)シラバス(授業計画)の確認
(4)非常勤講師対応業務
(5)教育環境の整備に関する企画（案）の作成及び
教育備品の点検
(6)卒後支援講習会企画および実施 など
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 ２）新入生、在学生オリエンテーションは、学期の始めに 3 日程度の日程で行っている。

また、各学年の留年生に対しては、直接修学面や生活面での指導を行い、中退の予防

に繋げている。 
 
 ３）障がいのある学生への学修配慮については、担任教員及び事務局学務課で学生と面

談し、状況を把握すると共に、本人の学修上の希望を聴き取り、希望に沿って掲示物

の文字の拡大、授業時の配布資料を拡大して配布するなど、学生のプライベートに配

慮しながら支援している。 
   また、試験では、障がいのある学生の申し出を踏まえ、弾力的運用を行うこととし

ている。 
 
 
◇エビデンス集 

【資料 2-2-9】北海道千歳リハビリテーション大学短期支援員の雇用に関する要項 
【資料 2-2-10】クラス担任一覧（令和 5 年度） 
【資料 2-2-11】アドバイザー日程等一覧･･令和 4 年度 
【資料 2-2-12】令和 5 年度オリエンテーション日程 

 
 
（3）2－2 の改善・向上方策（将来計画） 

   本学の学修支援は充実していると認識しているが、退学者、休学者、留年生を合わ

せた数が平成 29（2017）年度の開学時から増加に転じている。 
コロナ禍で、対面授業の減少による弊害もあり、学生のモチベーションの低下も一

因と思われる。本学は、収容定員 440 名という小規模大学であることから、クラス担

任制やアドバイザー制度を導入し、学生生活の悩み、学業、進路など、何でも気軽に

相談できる体制を設けているが、さらに新入生向けの入学後教育の充実を図り、入学

後の学修習慣定着に向けて改善に努める。 
 

2－3．キャリア支援 
2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 
 
 
（1）2－3 の自己判定 

基準項目 2－3 を満たしている。 
 
（2）2－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
  本学健康科学部リハビリテーション学科は、理学療法士、作業療法士の養成施設とし

ての性格も兼ね備えている 2 専攻で構成されており、学生は、卒業時にこれらの国家試

験の受験資格を取得することができる。 
本学では、教育理念「学問的探求心を備え、豊かな人間性と幅広い教養と視野を持つ
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医療専門職（理学療法学、作業療法士）を育成する。」に沿ったカリキュラム・ポリシー

に基づき、1 年次より実際の臨床場面を見学し、そこで働く理学療法士及び作業療法士

から臨床での話を聞くなどの見学実習に始まり、4 年間を通して、リハビリテーション

医療の専門職になるための目標指向的な学修を行っている。 
4 年次においては国家資格取得に向けて国家試験の模擬試験を行うなど国家試験対策

を行っている。 
また、進路・就職支援を下記の通り行っている。 

＜進路支援＞  
① 臨床治療学実習Ⅱ終了後（9 月頃）より進路希望調査を行い、全教職員が 

進路希望、求人情報、就職先情報を共有できるようにしている。 
② 就職活動用の Google クラスルームや面談を利用し、就職活動の心構え、受験

先・求職先への手続き、アポイントメント（訪問や面接の予約）のとり方、履

歴書の書き方などの指導を行っている。また、本学が作成した就職活動に使用

する履歴書と封筒を無料配布している。 
③ 道内外の施設等から到着した求人票は、求人票専用の Google クラスルーム

を利用し、学生に情報を伝えている。また、各市町村や団体からの合同説明会

等の案内は掲示で学生に周知している。 
④ 主にクラス担任が学生との面談を行い、個別相談等を実施している。 

推薦書が必要であれば、その都度発行している。 
⑤ 面接練習は、学生の就職活動が本格的に開始する 9 月後半から、週に 2 回程

度、希望する学生に対し事務管理職が行っている。また、就職面接後の学生に

アンケートを行い、今後の面接練習の参考として面接時の質問を記録し保管す

るとともに、学生が自由に閲覧できる環境を整え、採用試験当日のイメージが

しやすくなるよう支援している。 
⑥ 9 月上旬にハイブリッド方式（対面およびオンデマンド開催を併用）での就

職説明会を、市内のホテル会場を借り上げて実施している。令和４（2022）年

度は 93 施設が参加し、就職希望の 4 年生が説明を受けた。 
⑦ 就職試験後の支援については、就職内定先への書類提出や対応（内定先や不

採用施設への挨拶、内定辞退等）についての支援を行っている。 
⑧ 卒業後の就職先が決まらず、支援を希望する者に対しては、引き続き求人票

専用の Google クラスルームにて必要な情報を公開し、積極的に活用するよう案

内している。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 2-3-1】北海道千歳リハビリテーション大学就職支援室要項 
【資料 2-3-2】進路調査 
【資料 2-3-3】採用試験前の支援 
【資料 2-3-4】令和 4 年度求人票 
【資料 2-3-5】面談記録、推薦書 
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【資料 2-3-6】面接指導、面接アンケート 
【資料 2-3-7】令和 4 年度就職説明会 
【資料 2-3-8】採用試験後の支援 
【資料 2-3-9】既卒生への支援 
 

（3）2－3 の改善・向上方策（将来計画） 
   学生のキャリア形成を支援するために教職員が連携しながら取り組んでいるが、特

に国家試験合格率が課題となっている。 
   このため、入学後の学修習慣定着を図り、成績不振者を引き上げることを目的とし

たフロンティアプログラムを強化などし、既卒生を招いた動画配信で、セラピストに

なった喜びや苦労を講演してもらい意識向上を行っている。 
   その結果、令和 5（2023）年 2 月に行われた第 58 回の国家試験では、理学療法学専

攻、作業療法学専攻とも、大幅な改善がみられたところである。 
今後とも、実学重視の大学として、国家試験対策と就職支援について、充実を重ね

ていく。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 2-3-10】令和 4 年度フロンティアプログラム資料 

 
 
2－4．学生サービス 
2-4-① 学生生活の安定のための支援 
 
 
（1）2－4 の自己判定 

基準項目 2－4 を満たしている。 
 
（2）2－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
  2-4-① 学生生活の安定のための支援 

本学は、学生生活の安定のための支援組織として、学生委員会、学生支援センター

が設置され、①各種奨学金、②学生の課外活動への支援、③学生の心身に関する健康

相談体制の充実が図られている。 
 

  ① 修学支援 経済的支援：奨学金制度（大学独自の奨学金、企業等からの奨学金等） 
 
（大学独自の奨学金等） 

名称 概要 支援額 備考 
新型コロナウイルス感染症 新型コロナウイルス 学生 1 人に対して  
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拡大にかかる千歳リハ大・学

生支援金について 
（令和 2（2022）年度・2022 年 5

月 28 日） 

感染症拡大に伴い在

学生が安心して学習

に臨めるよう、学習

環境を整備させた。 

一律 50,000 円 

新型コロナウイルス感染症

対策助成金（令和 2（2020）
年度） 

新型コロナウイルス

感染症拡大による影

響により、経済的に

困窮し修学の継続が

困難となっている学

生の支援として、有

志の企業等からの寄

付をもとに学生への

助成金で、学生への

支援。 

大学への助成金総

額：60 万円（430 人

×2,000 円） 
 

不足分は、大

学が負担と

する 

【大学独自】特別奨励学生

制度 
一般選抜において優

秀な成績で入学し、

その後の学業成績に

おいても他の学生の

模範となる者を対象

に、授業料を減免す

る制度。 

年間授業料の半額

(650,000 円)又は 4
分の 1(325,000 円)
を減免 

1 年間 ※2

年次以降は、

「優秀学生奨

学金（授業料

減免型）とし

て改めて選考

する。 

【大学独自】特別待遇学生

制度 
学業人物ともに優秀

であり、出身高等学

校長（又は中等教育

学校長）より推薦さ

れた者。令和 5 年度

大学共通テストを受

験し、医療リハに対

する高い志を持つ者

を対象とする制度 

4 年間にわたり授

業料の 2 分の 1 を

減免 

2年次以降は、

「年度 GPA」を

基 に 選 考 す

る。※選考は

毎年度実施す

る。 

【大学独自】優秀学生奨学

金 
本学学生の模範とな

る者を対象に授業料

を減免し、今後の更

なる学業を奨励する

制度。 

年間授業料の半額

(650,000 円)又は 4
分の 1(325,000 円)
を減免 

2 年次以降の

学生で向上心

が高く、学業・

人物ともに優

秀である者。  

1 年間 ※選

考は、毎年度

実施する。 

【大学独自】兄弟姉妹等入 本学の在学生及び卒 入学金30万円全額  
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学金免除制度 業生の兄弟姉妹等が

入学する場合に、入

学金の全額を免除す

ることで、学費負担

者の経済的負担の軽

減を図る制度。 

を免除 

【大学独自】千歳リハ大奨

学金(無利息貸与型) 
経済的理由により修

学が困難な学生に対

し、教育を受ける機

会を保持するために

支援するもの。 

毎月 3 万円を限度

に学長が決定した

額(年間 36 万円以

内) 

 

【大学独自】災害時等緊急

支援奨学金 
自然災害（地震、台

風、豪雨等）により

被災された方に対

し、進学機会の確保

を図るため支援する

制度。 

毎月 3 万円を限度

に学長が決定した

額(年間 36 万円以

内) 

 

【文科省・日本学生支援機

構】学生支援緊急給付金事

業（令和 2（2020）年度・

2020 年 5 月）「学びの継続」

第 1 次配分 

特に自宅外通学の

学生で、新型コロ

ナウイルス感染拡

大による影響でア

ルバイト収入が大

幅に減少し、修学

の継続が困難にな

っている学生等に

対して現金を支給

することで支援を

行うもの。 
 

・住民税非課税

世帯の学生等：

20 万円 
・上記以外の学

生等：10 万円 

＜第 1次配分

＞学内の上

限額 370万円 

【文科省・日本学生支援機

構】学生支援緊急給付金事

業（令和 2（2020）年度・

2020 年 7 月）「学びの継続」

第 2 次配分 

特に自宅外通学の

学生で、新型コロ

ナウイルス感染拡

大による影響でア

ルバイト収入が大

幅に減少し、修学

の継続が困難にな

っている学生等に

対して現金を支給

することで支援を

・住民税非課税

世帯の学生等：

20 万円 
・上記以外の学生

等：10 万円 

＜第 2次配分

＞学内の上

限額 290万円 
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行うもの。 
【文科省・日本学生支援機

構】学生支援緊急給付金事

業（令和 2（2020）年・2020
年 8 月）「学びの継続」追加

配分 

特に自宅外通学の

学生で、新型コロナ

ウイルス感染拡大

による影響でアル

バイト収入が大幅

に減少し、修学の継

続が困難になって

いる学生等に対し

て現金を支給する

ことで支援を行う

もの。 

・住民税非課税

世帯の学生等：

20 万円 
・上記以外の学生

等：10 万円 

＜追加配分

＞学内の上

限額 80万円 

【文科省・日本学生支援機

構】学生等の学びを継続す

るための緊急給付金（令和

3（2021）年・2021.12 付け

文部科学省による文書） 

対象：給付奨学金受

給者（12 月 10 日時

点で受給している

者に事前意思確認

を行う。 
 

対象学生への支

援額：1 人に対し

て 10 万円 

該 当 者 の 

報告人数：64

人 

【文科省・日本学生支援機

構】学生等の学びを継続す

るための緊急給付金（令和

3（2021）年・2021.12 付け

文部科学省による文書）1
次推薦 

 

ひとり親世帯・多子世

帯学生が優先であり、

自宅外で生活をし、家

庭からの多額仕送り

がなく、アルバイト収

入減、家庭からの追加

支援が見込めない学

生を対象とする。な

お、日本学生支援機構

の奨学金を貸与して

いない学生で必要性

がある者も対象とな

る場合がある 

推薦学生への支

援額：1 人に対し

て 10 万円 
 

推薦枠：生数

数（実数）×

8.0％＝推薦

枠（推薦上限

数） 

 

20 名推薦済

み 

【文科省・日本学生支援機

構】学生等の学びを継続す

るための緊急給付金（令和

3（2021）年・2022.2）2 次

推薦-1 
 

ひとり親世帯・多子世

帯学生が優先であり、

自宅外で生活をし、家

庭からの多額仕送り

がなく、アルバイト収

入減、家庭からの追加

支援が見込めない学

生を対象とする。な

推薦学生への支

援額：1 人に対し

て 10 万円 
 

推薦枠：生数

数（実数）×

5.0％＝推薦

枠（推薦上限

数） 

 

4名推薦済み 
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お、日本学生支援機構

の奨学金を貸与して

いない学生で必要性

がある者も対象とな

る場合がある 
【文科省・日本学生支援機

構】学生等の学びを継続す

るための緊急給付金（令和

3（2021）年・2022.2）2 次

推薦-2 
 

ひとり親世帯・多子世

帯学生が優先であり、

自宅外で生活をし、家

庭からの多額仕送り

がなく、アルバイト収

入減、家庭からの追加

支援が見込めない学

生を対象とする。な

お、日本学生支援機構

の奨学金を貸与して

いない学生で必要性

がある者も対象とな

る場合がある 

推薦学生への支

援額：1 人に対し

て 10 万円 
 

推薦枠：生数

数（実数）×

5.0％＝推薦

枠（推薦上限

数） 

 

4名推薦済み 

【文科省・日本学生支援機

構】学生等の学びを継続す

るための緊急給付金（令和

3（2021）年・2022.2）3 次

推薦 
 

ひとり親世帯・多子世

帯学生が優先であり、

自宅外で生活をし、家

庭からの多額仕送り

がなく、アルバイト収

入減、家庭からの追加

支援が見込めない学

生を対象とする。な

お、日本学生支援機構

の奨学金を貸与して

いない学生で必要性

がある者も対象とな

る場合がある 

推薦学生への支

援額：1 人に対し

て 10 万円 
 

推薦枠：2 次

推薦までに

要件を満た

していると

判断したが

推薦できな

かった学生

と事前に調

査回答した

者 

3名推薦済み 

 

ほっかいどう若者応援プロ

ジェクト（1 回目） 
食の支援を行います。 

コロナ禍で困窮す

る若者・学生を応

援。先着 200 名に限

り Google フォーム

にて申請 

物資の支援：お

米、缶詰類、即席

食材、洗剤や調味

料など 

2021.7/7 、

7/8、9/1 実

施済み 

ほっかいどう若者応援プロ

ジェクト（２回目）食の支

援を行います。 

コロナ禍で困窮す

る若者・学生を応

援。先着 100 名に限

物資の支援：お

米、缶詰類、即席

食材、洗剤や調味

2022.3/8 

実施済み 
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り Google フォーム

にて申請 
料など 

 
② 学生の課外活動への支援  
 

(ｱ) 本学では、学生が主体となって運営している学友会が組織されており、大学は、

経費面で学友会活動の支援を行っている。 
 

（具体的支援内容）                令和 4（2022）年度 
活動名称 概要 支援予算額 備考 

学友会活動費 学生 1 人当たり 1,500 円補助 690,000 円  
 

   (ｲ) 学生クラブについては、学友会が統括し、活動が行われている。学生は興味や

関心に合わせて自由に入会することができる。各クラブには専任教職員が顧問と

して就き、クラブ活動に助言をしている。なお、クラブ活動にかかる経費は大学

からも年額 800,000 円支援している。 
 

令和 4（2022）年度学生クラブ及び大学支援額（800,000 円） 
クラブ等名 活動内容 支援予算額 備考 

バスケットボール 練習、大会参加 0 円  
バレーボール 練習、大会参加 310,000 円  
サッカー 練習、大会参加 180,000 円  
ボランティア 通園、ゴミ拾い 0 円  
予防運動クラブ 地域イベントへの

参加 
0 円  

軟式野球 練習、大会参加 280,000 円  
剣道 練習、大会参加 0 円  
スポーツ理学療法

クラブ（SPTC） 
スポーツ理学療法

を学ぶ 
0 円 サークル 

陸上競技サークル 練習 0 円 サークル 
バドミントンサー

クル 
練習 0 円 サークル 

音楽研究サークル 練習 0 円 サークル 
柔道部 練習 0 円 サークル 
全国大会積立金  30,000 円  

    ※各クラブ等への配分額は、当該年度の活動計画やクラブ等毎の繰越金を勘案

し、学友会が決定している。 
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③ 学生の心身に関する健康相談 
心的支援、生活相談については、以下のとおりである。 
(ｱ) 健康管理：安全衛生に配慮し、健康的で安定した学生生活を送れるよう、新型

コロナウイルス感染症の感染者や濃厚接触者など学生の感染状況を学内で把握し

ている。状況によっては、抗原検査を実施し濃厚接触者との感染不安等を緩和さ

せるとともに、学内の衛生面での管理を行っている。 
a 医務室の設置：怪我や体調不良学生の応急処置に備えている。 
b 健康診断：毎年 4 月に全学生を対象とした健康診断を実施している。健康診

断の結果、必要がある場合には実施医療機関と連携を取り、個別に連絡・指

導を行っている。本学は病院等での臨床実習を必修としているため、入学前

に「麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、HBs 抗体(B 型肝炎)」 5 項目の感

染症抗体価検査を依頼し、入学後、抗体価の低い学生にはワクチン接種等を

指導している。  
(ｲ) 学生の万相談に応じる「ほっとルーム」に臨床心理士を配置し、学業、健康、

進路、人間関係、各種のハラスメント、担任や事務職員とでは話しにくいことな

ど学生生活を送るうえで生じた困ったことや悩みごとを相談できる窓口を設けて

いる。 
(ｳ) ハラスメント防止の観点からは、ハラスメント防止規程を制定し、「ハラスメ

ント相談室」を設け、相談の受け付け、個人の秘密を厳守した上で、事情を聴き

対処する体制を整えている他、「ハラスメントガイドライン」を作成し、啓発に努

めている。 
(ｴ) 売店の設置：学生から要望の多かった売店を設置した。 

 
 
◇エビデンス集 

【資料 2-4-1】大学独自の奨学金等 
【資料 2-4-2】新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン 
【資料 2-4-3】体育館利用及び課外活動ガイドライン 
【資料 2-4-4】医務室の写真 
【資料 2-4-5】相談室「ほっとルーム」利用報告書 【資料 2-2-6】と同じ 
【資料 2-4-6】北海道千歳リハビリテーション大学ハラスメント防止規程 
【資料 2-4-7】売店の写真 

 
 

  （3）2－4 の改善・向上方策（将来計画） 
学生が安心かつ充実した学生生活を送るためには、心身の健康と経済面での支援

が重要である。 
学生の健康に関する支援は、「ほっとルーム」が主体になるが、クラス担任・アド

バイザー・学務課・総務課が個別的、組織的に学生の相談内容に応じて支援を行う。 
特に経済面での支援は国の高等教育修学新支援制度が令和 2（2020）年 4 月から
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開始され、公的支援が充実されたため、本制度の周知を入学前から大学説明会など

の機会を利用し図っていく。 
在学中の支援は現在の制度を活用しながらも、これらの申請状況を注視しながら

更に制度の充実や改善を図る。 
 
 

2－5．学修環境の整備 
2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 
2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 
2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 
2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 
 
 
（1）2－5 の自己判定 

基準項目 2－5 を満たしている。 
 

（2）2－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 
校舎は、1 期建物（平成 6（1994）年竣工）、2 期建物（平成 10（1998）年竣工）、3 期

建物（平成 17（2005）年竣工）及び 4 期建物（平成 28（2016）年竣工）からなり、現在

の耐震基準を満たし、安全性を確保している。 
  教室は、講義室、演習室、自習室、コンピュータ室、実習室を整備し、各教室には、

講義等に必要な設備を整え、講義室には、プロジェクターとスクリーンを備えている。

大中講義室には、ワイヤレスマイクやブルーレイディスクプレイヤーを設置している。

また、演習室には可動式で軽量な机と椅子を配置し、取り外し可能なホワイトボードも

設置して、グループワークにも適した環境となっている。 
  教室は、事務局学務課が管理・運営を行っており、授業の割当は、担当教員の意見を

反映させながら適切に行っている。 
  校舎における各種保守点検作業は、専門性を有する業者に外部委託するとともに、技

術員が毎日点検を行い、安全な管理運営を行う等、学修環境の整備及び運営管理は適切

である。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 2-5-1】建物平面図 
【資料 2-5-2】北海道千歳リハビリテーション大学施設整備・保全計画 
 
 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 
情報演習室（コンピュータ室）、3 室の演習室、装具加工室、機能訓練室、手工芸・絵
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画室、木工、金工、陶工、織物室、治療室、基礎医学実習室１、基礎医学実習室 2、レク

レーション室、日常動作訓練室等、リハビリテーション教育に必要な実習室の他、図書

館、体育館を整備している。 
情報演習室は一室で、32 台のパソコンを設置し、学生は自由に利用することができる。

その他、図書館内にもインターネットコーナーを設け、パソコン 18 台を配置し、これを

演習にも使用させている。 
演習室は、学生間での議論や教員がサポートに入るゼミの場として活用されている

他、レポートや資料の作成、情報検索、統計解析などの自習を行っている。 
また、学生用ノート型パソコンも 34 台用意し、教育に支障が生じないよう整備して

いる。 
 

体育館はメインアリーナとトレーニング室、キャットウォーク、更衣室、シャワー

室、ロッカー室が整備されている。 
改正前の大学設置基準で設置が求められた運動場については、本学が市街化区域の

タウンセンターエリア（消防、交番、コミュニティーセンター等の公共施設、商業施

設が集積するエリア）内にあることから、同一敷地内又はその隣接地に空地がなく、

体育施設として必要な運動用地の取得や借入れが困難であるため、改正前の大学設置

基準第 35 条第 2 項、第 3 項の規定に基づく代替措置を講じた。 
また、本学の位置する北海道千歳市は、例年 10 月中旬から翌 4 月中旬までの冬期

間、降雪や地面の凍結等で屋外グランドでのスポーツ活動は殆どなされず、冬期間は

体育館等室内でのスポーツや、屋外ではスキー場でのスキーやスノーボード、若しく

は屋内外のスケートリンクを使用してのスケートやアイスホッケーが行われている。 
このような寒冷地の事情も考慮し、キャンパスの至近距離（約 2 ㎞）に敷地面積 6、

375.04 ㎡、建物面積 1,368.40 ㎡(一部 2 階建て)の体育館を代替措置として設置したと

ころである。  
なお、本学の教養科目に「スポーツ・レクリエーション学（配当年次 2 年後期、選

択科目 1 単位）を配置しているが、講義科目であり、教育に支障は生じないことを説

明している。 
体育館では、放課後や休日は運動部の練習に使用されている他、学友会主催のスポ

ーツ大会などの開催も行われている。 
    

図書館（面積 751 ㎡）は、閲覧席 174 席（収容定員：440 人の約 39.5％）、収蔵可能

蔵書数 23,040 冊、蔵書検索のためのパソコン端末 4 台、インターネットコーナーにパ

ソコン端末 18 台及びサーバー1 台を設置、図書管理システムの「LibMax」により、蔵

書データベースを構築してある。 
図書・雑誌等の学術資料は、理学療法士及び作業療法士を養成する大学として必要

な図書・学術雑誌・視聴覚資料の整備をすすめており、現在、一般・専門図書合計 19,472
冊、学術雑誌 18 種、電子ジャーナル 32 種を整備済であり、毎年度必要な図書を追加

する等、充実を図っている。 
視聴覚資料等の整備状況は、健康科学部の教育に必要な医学、リハビリテーション
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科学関連の視聴覚資料 140 点（VHS 28 点、DVD 112 点）を整備している。 
 
 
◇エビデンス集 

【資料 2-5-3】大学位置図・航空写真 
【資料 2-5-4】視聴覚資料一覧 

   【資料 2-5-5】情報演習室写真、図書館インターネットコーナー写真 
 
 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 
本学は、リハビリテーション教育を実践する大学として、障がいのある者への対応施

設の在り方は教育の一環であり、玄関スロープの設置や障がい者用トイレとエレベータ

ーの整備等、バリアフリー化が進んでいる。 
教室等、大学内の施設は全て、一つの校舎内に配置されており、移動や施設利用の利

便性は確保されている。 
   
2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 
授業の充実のため、一クラス 40 人を原則にクラス編成を行っている。 
座学中心の授業は、受講者数に応じた広さの教室を用意して展開しているが、各専攻

の実習・演習科目については、必要に応じて少人数のグループ編成、複数教員の配置に

よる指導を実施し、学修効果を高めている。 
 
（3）2－5 の改善・向上方策（将来計画） 
   開学から 6 年を経過し、この間、学修環境の整備を進めてきたが、今般の新型コロ

ナウイルス感染の流行により、リモートによる授業の展開や学生に臨床実習施設での

経験をさせられないなどが生じた。 
これらの経験をも活かし、今後とも、多様化すると考えられる学生ニーズに応じら

れるよう、学修環境の整備を進めていく。 
 
 
2－6．学生の意見・要望への対応 
2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 
2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意見・

要望の把握・分析と検討結果の活用 
2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 
 
 
（1）2－6 の自己判定 

基準項目 2－6 を満たしている。 
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（2）2－6 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価）  
2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 
学修支援、学修環境に関する意見・要望は、主に授業評価アンケートによって把握し

ている。 授業評価アンケートは、開講している授業で、前期と後期の 2 回実施される。 
この授業評価アンケートを実施する目的は、授業に対する意見を学生に尋ね、各授業

を改善していくことであり、アンケート結果は、教員にとって次学期以降の授業を改善

する上で重要なデータとなる。 
また、大学としての教育責任の遂行と教育成果の確認ができ、大学として授業がきち

んと行われているか、また教育の成果が上がっているかを確認する資料となる。 
アンケート結果（各アンケート項目の平均値、具体的要望についての記述など）につ

いては教職員が Web 上でいつでも確認することができ、その結果を改善に役立ててい

る。 
また、令和 3（2021）年 3 月に本学一期生の卒業を迎え、本学のアドミッション・ポ

リシー及びディプロマ・ポリシーに掲げている項目等について、その達成度等について、

学生側からの判断を聴き、結果を可視化するため、卒業時アンケート及び卒業生入職後

アンケートを実施した。 
  この結果も貴重な意見であり、本学の教育活動や学生支援の充実・改善に活用する。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 2-6-1】授業評価アンケート項目と結果 
【資料 2-6-2】卒業時アンケート項目と結果 
【資料 2-6-3】卒業生入職後アンケート項目と結果 
【資料 2-6-4】教務委員会資料(2022.8 月、9 月) 

 
 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 
意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

本学は、入学する学生の多様性と個性を考慮し、心身の支援をすることで、学生生活

を有意義に過ごせることを優先している。 
心身の健康維持の一助として、「ほっとルーム」を設け、臨床心理士資格を持つ教授に

よるカウンセリングを実施している。 
ほっとルームは、原則、週一回の開室であるが、それに拘ることなく面談の要望に応

じ開室している。また、新型コロナウイルス感染対策による遠隔授業が開始されたため、

メール相談（こころ相談）での受付も可能とし、相談方法は、①メール相談、②予約に

よる対面相談、③予約なしの自由相談の３つの方法とした。 
相談内容は、原則秘密厳守であるが、生死にかかわる相談や関係部署との連携が必要

となる場合には、相談者の許可を得て、関係部署、関係教員との連携を図り、対応して

いる。 
教授会には、「ほっとルーム利用報告書」として、年間の相談件数等を報告書にまとめ、
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報告している。 
経済的支援に関しては、大学独自の奨学金の充実、新型コロナウイルス感染症支援金

として学生一人当たり 50,000 円の支給の他、令和 3（2021）年度には、「ほっかいどう若

者応援プロジェクト」（構成：連合北海道・北海道生協連・北海道労福協・大学生協事業

連合）が主催し、本学や木田製粉株式会社及び北海道千歳リハビリテーション学院学友

同窓会等の協賛により、コロナ禍で困窮する一人暮らしの学生を主な対象とした「食の

支援」を 2 回にわたり実施した。食の支援事業は、本学、北海道大学生活協同組合、学

友同窓会が費用を負担し 400 人分の食料・日常品を無償配布した。 
その他、臨時的に発生する業務に学生を従事させる短期支援員制度、学生の通学用に

大型バスを導入し経済的支援を充実させている。  
     

 

◇エビデンス集 
【資料 2-6-5】北海道千歳リハビリテーション大学学生相談室規程 【資料 2-2-5】

と同じ 
【資料 2-6-6】相談室「ほっとルーム」利用報告書 【資料 2-2-6】と同じ 
【資料 2-6-7】大学独自の奨学金一覧 【資料 2-4-1】と同じ 
【資料 2-6-8】食の支援支給状況（HP から） 
【資料 2-6-9】北海道千歳リハビリテーション大学短期支援員の雇用に関する要項 

【資料 2-2-9】と同じ 
   【資料 2-6-10】コロナ禍における学修面・情意面・経済面でのサポート概念図 
 
 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 
現在、本学が実施している学生アンケートは、授業評価アンケート、学修成果に関す

るアンケート、学生生活アンケート（新入生・在学生アンケート）、卒業時アンケート、

卒業生入職後アンケート、就職先アンケートであり、その他、大学に対する要望や意見

は、事務局各課、担任教員、アドバイザー教員等の教職員に寄せられる仕組みとなって

いる。 
アンケートや教職員に寄せられる意見は、学生等の生きた意見であり、真摯に受け止

めている。 
今後とも、これら意見や要望は、専攻会議や学生委員会を中心とした各種委員会等で

検討し、優先順位をつけながら対応していく。 
また、本学では、2018 年に在学生連絡サイトを立ち上げ、その中に 2021 年 10 月から

「学生投書意見箱」を追加し、新入生、在学生オリエンテーションで周知している。 
 
 
◇エビデンス集 

【資料 2-6-11】授業評価アンケート結果の関係会議附議状況（議題一覧表） 
【資料 2-6-12】学生生活アンケート（新入生・在学生アンケート）結果の関係会議
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附議状況 
【資料 2-6-13】卒業時アンケート結果の関係会議附議状況（議題一覧表） 
【資料 2-6-14】在学生連絡サイト-学生投書箱について- 
 
 

（3）2－6 の改善・向上方策（将来計画） 
  本学が実施している学生アンケートは、授業評価アンケート等の 5 種であり、その他、

学生からの大学に対する要望や意見は、意見箱、事務局各課、担任教員に寄せられる仕

組みとなっている。 
アンケートなどに寄せられる意見は、学生等の生きた要望や意見であり、必要な改善

等すべきであるが、全てを直ちに反映することは難しい。しかし、これら意見や要望は、

学生委員会を中心とした各種委員会等で検討し、優先順位をつけながら対応していく。 
 
 

［基準 2 の自己評価] 

① 学生の受入については、教育目的を踏まえて、学部・学科のアドミッション・ポリ

シーを策定し、これを広く周知し、求める人物像に応じた多様な入学試験を実施し、

入学定員に沿った適切な学生数を確保している。 
② 学修支援体制は、教職員協働で整備し、運営を行っている。また、障がいのある学

生への支援、中途退学、休学及び留年への対応を行っている他、担任制度、オフィス

アワー制度、アドバイザー制度（助言教員）、保護者懇談会の開催、正規授業の補講に

当たるフロンティアプログラムを独自に開発・整備し、活用している。 
③ キャリア支援については、キャリア教育の支援体制及び相談・助言体制を整備して

いる他、就職にあたって実施される面接に対しては、学内で模擬採用面接を実施して

いる。具体的には、国立大学職員の採用面接を担当したベテランの事務職員が面接官

になり、服装、受験態度、受答えの内容や回答時の姿勢まで、面接時及び勤務時にお

ける一連の言動について指導している。 
④ 学生サービスや学修環境の整備については、学生の意見要望を把握し、改善に努め

ている。 
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基準 3．教育課程 
3－1．単位認定、卒業認定、修了認定 
3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 
3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了

認定基準等の策定と周知 
3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 
 
 
（1）3－1 の自己判定 

基準項目 3－1 を満たしている。 
 

（2）3－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
 3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーを策定し、大学大学ホームページ、学生便

覧等により学内外に周知している。 
 【北海道千歳リハビリテーション大学のディプロマ・ポリシー】 

北海道千歳リハビリテーション大学の建学の精神は、「医療専門職教育を通じて真の

人間を育成する」ことにあります。 

この建学の精神に則り、「生命の尊厳」を基調とする医療専門職（理学療法士、作業

療法士）としての使命感を自覚し、社会に奉仕し得る人間の育成、並びに専門的研究の

成果を人類の福祉に活かしていくことのできる人材の養成を通じて、我が国の保健医療

の発展と国民の健康増進に貢献することを目指しています。 この目標達成に向け、4 

年間の学部教育課程において、所定の期間在学して卒業に必要な単位を修得し、学位授

与基準を満たしたことを定める審査に合格することによって学士（理学療法学または作

業療法学）の学位を授与します。 

その学位授与基準を満たすための学習到達目標は以下のとおりです。 

１．人間の尊厳と多様な価値観を理解し、他者との信頼関係を築き、高い倫理観をもっ

て責任ある行動をとることができる。 

２．理学療法士および作業療法士として必要な専門的知識と技術を修得し、人の身体お

よび精神機能における諸問題に対して、広い視野から捉えるとともに、根拠に基づく

論理的思考をもって解決することができる。 

３．医学・医療の進歩ならびに社会のニーズの変化に対応するために、自己の専門性を

発揮して地域社会に貢献する意欲と能力をもち、生涯にわたり自己研鑽することがで

きる。 

４．地域社会のもつ文化、個々人の生活習慣の特性、地域社会と生活に根ざしたリハビ

リテーションの使命と役割について理解し、対応することができる。        
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◇エビデンス集 
【資料 3-1-1】大学ホームページ（大学紹介→大学ポリシー）【資料 1-2-6】と同じ 
【資料 3-1-2】専攻別のディプロマ・ポリシー  

【資料 3-1-3】学生便覧（3 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 3-1-4】履修の手引き（1 頁） 【資料 1-2-4】と同じ 
 
 

 3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、 
修了認定基準等の策定と周知 

本学の教育課程は、リハビリテーション医療従事者養成という特色を持つため、それ

を考慮した教育課程を編成している。 
開学年度に「北海道千歳リハビリテーション大学における授業科目の成績の評価に関

する規程」を整備するとともに、理学療法学専攻、作業療法学専攻毎にディプロマ・ポ

リシーを踏まえた進級要件・卒業要件を定めており、学生便覧、履修の手引きに明記し

ている。 
単位認定基準についても、下記の通り単位認定の方針を定め、本学ホームページで公

表している他、学生便覧、履修の手引きにも「成績評価について」として、学生に周知

している。 
また、学生一人ひとりの学習成果を総合的かつ客観的に確認する指針として、

GPA(Grade Point Average) を導入し、学生の学修状況把握、学修支援に活用している。 
   
  
単位認定の方針 
 本学の単位認定にあたっては、学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び

教育課程の編成及び実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に基づいた当該授業科目の

到達目標を設定し、これにより学生の学修到達度を評価します。 
《評価方法》 

  評価については、北海道千歳リハビリテーション大学学則第 19 条の「授業科目を履修

し、試験に合格した者には、所定の単位を授与する。」との規定により、授業科目の担当

教員が筆記、口述、論文により行うものとします。ただし、演習、実験、実習及び実技

等については、学修の評価及び出席状況を勘案して行います。 
  なお、成績発表後に学生が自身の成績評価に関して担当教員に照会することで、成績

評価の透明性を確保します。 
 《評価基準》 
  授業科目の成績評価基準は、北海道千歳リハビリテーション大学学則第 18 条に基づ

き、100～90 点を「S」、89～80 点を「A」、79～70 点を「B」、69～60 点を「C」、59 点以

下を「D」の５段階区分し、「S」、「A」、「B」、「C」を合格とし、「D」を不合格とします。 
 
 
 



北海道千歳リハビリテーション大学 
 

39 

◇エビデンス集 
【資料 3-1-5】学生便覧（32 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 3-1-6】履修の手引き（32 頁） 【資料 1-2-4】と同じ 
【資料 3-1-7】北海道千歳リハビリテーション大学 GPA 制度内規 
【資料 3-1-8】GPA 結果閲覧（メニューソフト Board View）講義・試験連絡→試験

関係 
【資料 3-1-9】単位認定の方針（大学ホームページ「情報公開→【6】学修の成果に

かかわる評価と卒業（修了）の認定にあたっての基準に関すること）  
   【資料 3-1-10】進級要件（履修の手引き 18 頁参照） 【資料 1-2-4】と同じ 
   【資料 3-1-11】卒業判定の基準（履修の手引き 19 頁参照） 【資料 1-2-4】と同じ 

【資料 3-1-12】北海道千歳リハビリテーション大学における授業科目の成績の評価

に関する規程 
 

 
3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

  本学では、前後期の 2 期制を導入し、単位の認定については、学則に規定されている

とおり、必要な授業科目を履修し、各試験に合格者した者には該当する授業科目の単位

を認定している。 
  進級・卒業は、教務委員会、教授会で審議され、学長は、教授会の意見を聞き、進級・

卒業を認定している。 
 
 
◇エビデンス集 

【資料 3-1-13】北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 18 条、第 19 条）  
【資料 F-3 と同じ】 

 
 
（3）3－1 の改善・向上方策（将来計画） 

本学は、在籍している成績不振者に対し、適切な学習指導を行えるように、個人の成

績評価の分析はもとより、これまでの成績不振者の GPA の分析結果を利用する環境整備

を行うとともに、これを、既に実施している成績不振者等向けの「フロンティアプログ

ラム」に活用する。 
  

 
◇エビデンス集 
【資料 3-1-14】令和 4 年度フロンティアプログラム資料【資料 2-3-10】と同じ 

 
 
3－2．教育課程及び教授方法 
3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 



北海道千歳リハビリテーション大学 
 

40 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 
3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 
3-2-④ 教養教育の実施 
3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 
 
 
（1）3－2 の自己判定 

基準項目 3－2 を満たしている。 
 
（2）3－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 
建学の精神とディプロマ・ポリシーを踏まえて、カリキュラム・ポリシーが定められ

ており、学生に配布する「学生便覧」に明記し、周知・浸透に努めている。 
また、大学ホームページでも公開し、学内外への公表・周知に努めている。 

 
健康科学部リハビリテーション学科のカリキュラム・ポリシーは次のとおりである。 
 
北海道千歳リハビリテーション大学は、本学の「建学の精神」、及び「学位授与に関

する方針（ディプロマ・ポリシー）」に基づき、その学習到達目標を達成するために、

以下のようなカリキュラムの方針に則り編成します。 
1. 人間、生命と健康、社会と環境、文化とコミュニケーションに対する理解を深め 
 るため、教養科目群を設けます。 
2. 初年度に大学での学び方を中心とした導入基礎科目を設けます。 
3. 医学の基盤として人体の構造、機能、病態を理解する専門基礎科目と、本学の目 
指す障害予防リハビリテーションの学問的基盤を習得するため、「健康増進・障害予

防」関連科目を設けます。 
4. 理学療法、作業療法の臨床および研究活動に必要な知識、技術、問題解決能力を 

修得するための専門科目を設けます。 
5. 高度で専門的な内容へ段階的に進めるよう、教養科目・専門基礎科目・専門科目 

の履修順序を体系的に編成します。 
6. 学生の主体的な学習を促すために、講義、実技、演習、ゼミナール等を組み合わ 
せることにより、各科目に適した授業を編成します。 

 
 

【理学療法学専攻の教育課程の概要】 
人々が共により豊かで健康的な生活を営むことのできるように、身体の運動機能を最

良の状態に保持し、さらに改善するために必要な科学的知識と技術を修得し、広い視野

を持ち多様なアプローチを用いた支援ができる理学療法士の養成を目指します。 
 

【作業療法学専攻の教育課程の概要】 
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身体または精神に障害のある人に対し、およびそれらの障がいをきたす可能性のある

人に対し、全人間性の回復というリハビリテーションの理念のもとに、人間の身体およ

び精神機能、日常生活の諸活動ならびに作業活動能力などを改善するために必要な知識

と技術を修得し、広い視野を持ち多様なアプローチを用いた支援ができる作業療法士の

養成を目指します。 
 
 
◇エビデンス集 

【資料 3-2-1】大学ホームページ（大学紹介→大学ポリシー）【資料 1-2-6】と同じ 
【資料 3-2-2】学生便覧（5 頁）【資料 F-5】と同じ 
【資料 3-2-3】履修の手引き（3 頁）【資料 1-2-4】と同じ 

 
 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 
カリキュラム・ポリシーはディプロマ・ポリシーとの一貫性を担保している。  
教養教育は、「導入基礎科目」、「人間の理解」、「社会の認識」、「自然の探求」、「英語科

目」という 5 つの科目区分において、幅広い知識や教養、豊かな人間性を育むため、必

要な各科目群によって構成している。 
さらに、本学の特色である住民の健康寿命延伸に向けた具体的なアプローチができる

人材の育成、主に青少年、座業労働従事者、高齢者等を対象とする障害発生予防支援の

取組みの中核的役割を果たすことのできる人材の育成のため、専門基礎科目に「健康増

進障害予防」に関する講義科目、演習科目を開設し、座学のみでなく実技を実施するな

ど、独自の教育環境づくりに取組んでいる。 
カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性については、履修の手引

きの中の「教育マップ」でも明らかにし、学生に、その関係性を解りやすく示している

他、シラバスにおいては、卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連を示してい

る。 
 
 
◇エビデンス集 
【資料 3-2-4】教育課程と指定規則との対比表 
【資料 3-2-5】教育マップ 
【資料 3-2-6】シラバス作成のガイドライン 

 
 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 
本学では、健康科学部リハビリテーション学科のカリキュラム・ポリシーを定め、そ

れに沿うように専攻の科目編成を行っている。 
カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成は、「教育マップ」で明らかに

し、学生に周知している。 
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シラバスの作成においては、卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連、科目

概要、学習目標、授業計画、成績評価方法、使用教材、参考図書、学習の準備、オフィ

スアワーについて、統一したフォーマットを用い整備している。 
シラバスは、本学大学ホームページ上で公開され、学生は常時確認をすることができ、

授業への主体的参加を促している。 
 

【カリキュラム編成の考え方と特色】 
 

（1） 教育課程編成の考え方 
健康科学部リハビリテーション学科の教育課程は、本学の教育目的を達成するため

に教養科目、専門基礎科目、専門科目の 3 つの基本的枠組みによって構成し、医療専

門職としての目的意識や研究探求心を備え、豊かな人間性と幅広い教養と視野を持つ

人材の養成と、専門知識と技術を培うことを基本とした。 
 
①教養科目では、リハビリテーションの知識と技術とが現代社会で果たす意味を学

生が自覚できるような教育を行うため、問題・課題の本質の理解と対処、対人関係の

維持・構築能力、職業に対する意識と動機づけなど、リハビリテーション医療従事者

として必要な「学びの技法」、「理解と表現」、「社会貢献の方法と実践」、「心理学」、「応

用倫理学」、「現代の社会と人間」、「北海道の医療と社会・経済」、「生命科学概論」、「自

然科学概論」、「基礎英語」などの基本的な知識を学習する科目を配置した。 
②基礎専門科目では、専門科目へつながる科目群として、“基礎医学”、“臨床医学”、

“保健医療福祉とリハビリテーションの理念”を設けた。“基礎医学”、“臨床医学”の

関連科目としては、「人体構造機能学Ⅰ、Ⅱ（筋・骨関節系）」、「人体構造機能学Ⅰ、

Ⅱ（神経系）」、「人体構造機能学Ⅰ、Ⅱ（内臓・脈管系）」、「人体構造機能学実習」、「リ

ハビリテーション概論」を、“保健医療福祉とリハビリテーションの理念”を学ぶ科目

としては、「健康増進障害予防概論」などについて学習可能な科目を配置し、各専攻の

専門科目の学習につなげるようにした。 
③専門科目では、各専攻の専門分野についてのエビデンスに基づく専門知識と技術

を身につけるとともに、リハビリテーション医療従事者として生涯にわたって学び続

けるという姿勢を育むことを目的に科目を配置した。なお、臨床実習は、学習進度に

合わせて段階的に学習出来るように「臨床見学実習（理学療法）、臨床見学実習Ⅰ（作

業療法）、臨床見学実習Ⅱ（作業療法）」、「臨床評価学実習（理学療法）、同（作業療法）」、

「臨床治療学実習Ⅰ（理学療法）、同（作業療法）」「臨床治療学実習Ⅱ（理学療法）、

同（作業療法）」の 4 段階で配置した。「理学療法研究法演習（卒業研究）・作業療法研

究法演習（卒業研究）」は、3 年次後期に学習した「理学療法研究法」、「作業療法研究

法」を基盤とし、さらに「臨床評価学実習」や「臨床治療学実習」での経験を活用し

て 4 年次に取り組むことにより研究方法の基礎を身につけ、卒業後における研究心を

醸成することとした。また、理学療法学専攻、作業療法学専攻に共通する科目として、

“応用リハビリテーション”の科目群を設け、講義・演習等で学んだ知識を生活に応
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用することを学ぶ科目として、「生活行為向上リハビリテーション論」を、国際的な視

野や役割について考察する「国際医療支援論」を配置した。 
 
 

(2) 特色 
本学の教育科目編成の特色は、教育理念に述べた「学問的探求心を備え、豊かな人間

性と幅広い教養と視野を持つ医療専門職を育成する」ために配置した、専門基礎科目、 
専門科目との連動を強く意識した教養科目区分の設定と、リハビリテーションの知

識と技術が現代社会で果たす意味を自覚できるように学生を導く授業科目の構成であ

る。 
また、専門基礎科目には、本学の特色の一つであるリハビリテーション医療従事者

の専門的能力や知識を国民の健康増進に活かす障害予防リハビリテーションに関する

科目を必修で 4 単位配置した。 
学生が、理論と実践の関連を基盤とした専門基礎科目、専門科目の学修を通じて、理

学療法士、作業療法士が身につけるべきリハビリテーションの知識と技術を修得し、

自ら積極的に思考することで、能動的に課題の解決を図ろうとする幅広い視野と豊か

な人間性を備え、将来にわたり理学療法士、作業療法士の専門性を探究していくとと

もに、保健医療福祉チームのメンバーとして協働を図りながらリハビリテーション医

学の質の向上に貢献する能力を養うことができるよう、教養科目、専門基礎科目、専

門科目を体系的に編成した。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 3-2-7】教育マップ 【資料 3-2-5】と同じ 
【資料 3-2-8】学部の教育課程 【資料 1-1-13】と同じ 
【資料 3-2-9】大学ホームページ（大学紹介→学びの特色）【資料 1-1-11】と同じ 

 
 

3-2-④ 教養教育の実施 
本学は、多様化する保健、医療、介護、福祉の現場で活躍する理学療法士、作業療法

士の育成に欠かせない教養教育の重要性を踏まえ、本学の教養教育についての基本的な

考え方を以下のとおりとし、カリキュラム編成を行った。 
 

【教養教育の基本的な考え方】 
本学の教養教育は、「教養」の原義に立ち返り、成熟した人格形成の基盤の獲得を目

指す。成熟した人格とは、人間関係と社会はいかにあるべきか、自己とその行為は社会

の中でどのような意味を持っているのか、世界をいかに見るべきか、自己の生き方をい

かに構成するべきかなどといった問いに関して、生きた知恵を身につけている人格であ

る。そのための基盤の形成には、人類社会の来し方と行く末に関する広い理解、複雑化

する現代世界に関する鋭い現実感覚を身につけさせなければならない。 
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そこへ学生を導くためには、教育の内容が学生の実生活にとってどのような関わりと

意味を持っているのかがはっきりと感じ取れるような教育が必要となる。実学を主とす

る本学が実施する教養教育とは、学生がリハビリテーションの知識と技術とが現代社会

で果たす意味を自覚できるような教育である。 
これにより、学生は医療従事者としての使命感とやり甲斐とを明確に持てるようにな

る。使命感とやり甲斐とを持つ時にこそ、人は社会に貢献することに強い喜びを覚える

のであり、自ら積極的に思考し、能動的に問題の解決を図ろうとするようになる。 
この時には、教養教育は実人生と根源的なところで密着した実学となりうる。豊かな

人間性とは、こうした人間のあり方を言う。 
 
本学が、教養教育の中で授ける識見と能力は、以下の通りである。 

① 多様化した現代社会では、社会的な合意形成や意思決定が難しくなっていく。 
一方では伝統の妥当性を批判的に受けとめつつも、社会の大多数が是認しうる新し

い合理的行動規準が形成されねばならない。特に科学技術の発展が顕在化している

中で、科学技術をどのような方法で受容するべきかを批判的に吟味し、社会的合意

を形成できる知見とコミュニケーション能力を備えていなければならない。 
② 社会的連帯が希薄になりつつある現代社会では、孤立した人々の心の不安など、

身近な生活に深刻な問題が起きている。そのような深刻な問題を抱えた人々を共感

をもって理解するためには、人間に関する深い洞察が必要である。新しい時代にお

ける心の豊かさとは何か、生きる意味は何か、といった根源的問題を自ら絶えず見

つめ直す姿勢を持つことの意義を理解させる。 
③ グローバル化した現代では、医療も含めて、人間のすべての活動は早晩国際的に

展開されてゆく。たとえば、フランスで開発された介護技法であるユマニチュード

は、国境と文化を越えて広く受容されつつあるし、その伝授の中で世界との相互理

解と連携を進めている。こうした新しい状況に柔軟かつ積極的に対応しうる開かれ

た進取の態度と能力を養成する。 
④ 古典から叡智を吸収し、現代世界に新たに適用すべき行動原則を構成し、社会的

合意を得ようとしても、それを万人に正確に伝えるためには言語スキルが不可欠で

ある。言語スキルは絶えざる研鑽を生涯継続するべきものである。本学の教養教育

は、まず 1 年次の導入教育でこのことを学生にしっかりと理解させ、生涯にわたっ

て学習を継続する姿勢を養う。 
 
本学は、上述の教養教育の基本的な考え方に基づき、教養科目は理学療法学専攻と作

業療法学専攻の枠を超えて共通に求められるものとして、人間や地域社会の要請に対応

するために幅広い教養と視野を身につけ、また、医療専門職として必要な基本的知識、

多様な表現力と理解力、判断力や洞察力を養うために、“導入基礎科目”、“人間の理解”、

“社会の認識”、“自然の探求”、“英語科目”の科目区分で構成した。 
① 導入基礎科目 

導入基礎科目では、主に問題解決能力、社会に奉仕する人間の育成、使命感の自

覚、表現力を養う科目を配置した。 
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問題・課題の本質をまず明確にし、それに対する従来の解決法を批判的に理解し

つつ、その上で自ら能動的・創造的に思考し、有効な対処ができる能力を身につけ

させる「学びの技法」、社会の中で正常に他人と交わり、共感を持って共生してい

く対人関係の維持・構築のためのコミュニケーション力を養う「理解と表現」、ボ

ランティア活動による医療専門職としての奉仕の実践による学習動機を与える「社

会貢献の方法と実践」の他、コンピュータスキルの基礎を修得させる「情報学」を

配置した。なお、「学びの技法」の講義の中で、問題発見の端緒となる参考文献・

先行研究の探し方、それを入手するための図書館利用方法やコンピュータスキルな

どを学ばせることから、情報学を選択科目とした他は、導入基礎科目に配置した残

りの全ての科目を1年次前期に必修とした。 
② 人間の理解 

人間の理解では、主に生命の尊厳、幅広い教養と視野を養う科目を配置した。 
全ての人が尊厳を認め合って共に生きる共生社会を目指して活動する医療専門職を

育成するために、「心理学」、「倫理学」、「応用倫理学」、「思想の歴史」、「歴

史学」を配置した。これらの科目において、医療専門職として対人関係や社会の中

で如何に振る舞うべきか、多様な人間理解、人格の尊厳、現代社会の多元性・多様

性の理解、人類史で蓄積された生の叡智などについて教授する。特に人の心を理解

することや人格的交わりの重要性を認識させるため「心理学」及び「応用倫理学」

を必修とした。 
③ 社会の認識 

社会の認識では、主に人を思いやる心、地域貢献、地域課題解決の際の土台形成、

チーム医療の理論と実践を養う科目を配置した。 
人は社会で生きており、保健、医療、介護、福祉は社会の公的制度として提供さ

れている。現代の医療専門職として、広くは様々な社会とそこに生きる人間を知っ

て多様化した社会に適切に対応し、同時にまた具体的個別的に、社会福祉の理念と

仕組みを知ることは、必須である。さらに保健、医療、介護、福祉においては、人々

に知識を伝え、訓練により機能回復を図り、生活習慣の改善を指導するなど、教育

の視点が重要である。こうした幅広い諸能力を育てるために「社会調査法」、「現

代の社会と人間」、「北海道の医療と社会・経済」、「文化人類学」を配置した。

「現代の社会と人間」、「北海道の医療と社会・経済」は、医療専門職として、コ

ミュニケーション能力や地域社会に貢献する際の土台を形成する必要から必修科目

とした。 
④ 自然の探求 

自然の探求では、保健、医療、介護、福祉の現場で必要となる物理学の基礎、現

代社会におけるスポーツの意義、エビデンスに基づく医療（Evidence-Based Medicine） 
に対応する基礎能力を養う科目を配置した。 

理学療法士、作業療法士の専門性の裏付けとなる医学知識を学習するための基礎

となる科学的思考を身に着けるために、「生命科学概論」、「自然科学概論」、「統

計学」、「生物学」、「基礎生化学」、「物理学」、「スポーツ・レクリエーショ

ン学」を配置し、「生命科学概論」、「自然科学概論」、「基礎生化学」を必修科
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目とした。 
⑤ 英語科目 

研究情報・研究成果を国際的に発信する能力を養うために、英語教育には多くの

単位数を定めた。「基礎英語」、「保健医学英語Ⅰ」を必修とした上で、「英会話」、

「英語ライティング」、「保健医学英語Ⅱ」を選択科目として、英語によるコミュ

ニケーション能力の涵養をはかり、語学能力のみならずそれぞれの国の文化、考え

方を学び、相互理解、交流の発展に寄与できる人材を育成する。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 3-2-10】教育マップ【資料 3-2-5】と同じ 
【資料 3-2-11】授業科目の概要（シラバス【資料 F-12】を参照） 

 
 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 
本学では、一方向による講義スタイルから、教室内でのグループ・ディスカッション、

ディベート、グループ・ワークなど、できるだけ双方向になるよう、アクティブ・ラー

ニングを意識した教授方法の工夫・開発を目指している。 
  授業形態が演習形式の授業 33 科目では勿論であるが、講義形式の教養科目の中でも

グループでのディスカッション、ディベートを取り入れている 
これは、本学卒業生の多くが、卒業後、医療機関や介護施設等で医療専門職として活

動することから、チーム医療や患者さんとの対応に必要な〝聞く力″、〝話す力″、〝説

得する力″、〝人と接する力″、〝受け止める力（受容力）″、〝寄り添う力（共感力）″な
どのコミュニケーション能力や豊かな感情を養うためである。 
 

また、成績不振者や学生が理学療法学、作業療法学の専門教育に移行するまでに身に

付けておく必要がある知識を、講義科目を中心に必要性や講義内容を工夫した補講授業

として、5 時限以降に開講する本学が独自に開発した「フロンティアプログラム」は、

その内容の充実を図りながら開発を積み重ねている他、学生にリハビリテーションの実

践経験を積ませるため、市民等を対象に開催している「健康増進教室」や「スポーツ障

がい予防教室」、「ふまねっと運動」、「こどもカフェ」などの社会貢献活動にも学生を参

加させ経験を積ませている。 
 

 教育活動の向上・能力開発については、FD 委員会において検討し、他教員の授業を見

学することで、自分の授業を振り返るきっかけとする公開授業の実施や研修会を開催し

ている。FD 研修会には、出張者等を除く全教員が参加し、教員間のディスカッションも

盛んである。 
 

 
◇エビデンス集 



北海道千歳リハビリテーション大学 
 

47 

【資料 3-2-12】令和 4 年度フロンティアプログラム資料【資料 2-3-10】と同じ 
【資料 3-2-13】大学案内（20 頁～21 頁）【資料 F-2】と同じ 
【資料 3-2-14】健康増進教室の概要（概要図、参加者数、写真）【資料 1-1-14】と

同じ 
【資料 3-2-15】スポーツ障がい予防教室開催実績 
【資料 3-2-16】ふまねっと運動開催報告書 
【資料 3-2-17】こどもカフェ開催実績 
【資料 3-2-18】北海道リハビリテーション大学 FD 委員会規程 
【資料 3-2-19】FD の実績（開学前年度から令和４年度） 
【資料 3-2-20】2022 年度公開授業の概要 
 
 

（3）3－2 の改善・向上方策（将来計画） 
  本学の教育理念・目的に沿って、カリキュラム・ポリシーを策定している。これは、

大学に対する社会のニーズに応えるものであり、学修を推し進めるに当たり、最も重視

することである。 
  授業を展開する上で、学生の学修実態を的確に把握し発展させる必要があり、特に本

学では医療専門職の養成という特殊なカリキュラム構成を効率良く配分し、国家資格取

得準備学修及び卒業研究等とのバランスを保ち、養成施設指定規則の改正等にも対応で

きるよう心がけている。 
今後も社会情勢を注視し、社会から求められている人間像を具現化できる人材養成を

目指したい。 
（１）カリキュラム編成、見直しの状況 

大学開設時に認可されたカリキュラムは、令和元（2019）年に、厚生労働省によ

る理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則の一部改訂に伴いカリキュラム編成、

見直しを行った。 
（２）カリキュラムガイダンスの実施状況 

① 新入生に対し学生便覧を配布し、履修説明会・履修登録方法についての説明

を行い、全ての新入生が履修登録を完了することができた。 
    ② 2 年次以降の学生は前期授業開始前にオリエンテーションでクラス担任から

年間の履修について説明を行っている。 
  令和 7 年度（2025）には、開学からこれまでの教育実績を踏まえ、また、本学の目的

を踏まえた上で、カリキュラムの一部改正を行うべく準備を加速している。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 3-2-21】指定規則改正に伴い行った「教育課程の変更」部分 

【資料 3-2-22】令和 5 年度オリエンテーション日程 【資料 2-2-12】と同じ 
 
3－3．学修成果の点検・評価 
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3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 
3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の 

フィードバック 
 
 
（1）3－3 の自己判定 

基準項目 3－3 を満たしている。 
 

（2）3－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

学修成果の点検・評価については、全学的な取組として、取得単位数、GPA、授業評

価アンケートの結果、資格取得者数及び就職状況の把握を行っている。 
本学の教学アセスメントを実施するための「アセスメント・ポリシー」を定め、アセ

スメント・チェックリストにより学内の関係部署が行動し、その結果を活用し改善に努

めている。 
全ての学生の取得単位数や GPA などの学修状況は、全教職員が WindowsServer の

ActiveDirectory で管理された共有ファイルを閲覧するメニューソフト（Board View）（以

下、「メニューソフト（BoardView）」という。）で確認できるようになっている。 
「授業評価アンケート」は、全ての授業で前期・後期の授業終了後に実施され、教員

はアンケート結果（各アンケート項目の平均値、具体的要望についての記述など）を確

認でき、「卒業時アンケート」は、アドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシーの

達成度を学生自ら評価するもので、学修成績の点検・評価に活用している。 
また、「学修成果に関するアンケート」も実施しており、これは、全学生を対象にディ

プロマ・ポリシーに掲げている内容について、学生の学修成果を把握するものである。

これにより、学生がどのくらい達成できたと思っているかを可視化し、アンケート結果

を大学の教育活動等の見直し、改善の検討に活用している。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 3-3-1】メニューソフト（Board View）の該当ページ（講義・試験連絡） 
【資料 3-3-2】アセスメント・ポリシー 
【資料 3-3-3】アセスメント・ポリシーチェックリスト 
【資料 3-3-4】授業評価アンケート項目と結果  【資料 2-6-1】と同じ 
【資料 3-3-5】卒業時アンケート項目と結果 【資料 2-6-2】と同じ 
【資料 3-3-6】学修成果に関するアンケート項目と結果 

 
 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の 
フィードバック 

  学生の取得単位の状況は、卒業判定にかかる教授会において、全ての専任教員に報告
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される。 
また、GPA を含めた学生の学修状況をメニューソフト（Board View）で随時確認でき

ることや、「授業評価アンケート」、「卒業時アンケート」、「学修成果に関するアン

ケート」の結果を見て、教員は直ちに学修指導の改善に反映させることができる。 
  理学療法士、作業療法士の資格取得状況や就職状況は、IR 室が集約・分析し、教授

会及びメニューソフト（Board View）を通して全教員にフィードバックしている。 

  学生には担当教員から学修成果のフィードバックを行い、学修の改善につながるよう

にしている。 

【図 3-3 コロナ禍における学修面・情意面・経済面でのサポート図】

 
 

【資料 2-6-10 と同じ】 
◇エビデンス集 

【資料 3-3-7】メニューソフト Board View の該当ページ（講義・試験連絡）【資料 3-
1】と同じ 

【資料 3-3-8】教授会の該当部分議事録 
【資料 3-3-9】学生アンケート結果の活用例「コロナ禍における学修面・情意面・経

済面でのサポート図」【資料 2-6-10】と同じ 
 
 
（3）3－3 の改善・向上方策（将来計画） 
  GPA を含めた学生の学修の状況は、メニューソフト（Board View）により、把握と教

育改善へのフィードバックを効率的かつ効果的に行える環境は整っている。 
本学は、令和 2（2020）年度に完成年度を迎え、三つのポリシーに明記した本学の理

念・目的、教育目標による学修成果を、より適切に把握・評価し、教育の質を高めてい

く組織構築の基礎となる「内部質保障の方針」を定めた。 
  また、IR 室との連携により、学修に係るデータを収集・分析・可視化し併せて、 三つ
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のポリシーとの整合性を検証していくことで、より一層質の高い学修指導を確立してい

く。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 3-3-10】北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証の方針 
【資料 3-3-11】北海道千歳リハビリテーション大学 PDCA サイクル概念図 
【資料 3-3-12】アセスメント・ポリシー（第 4 条）【資料 3-3-2】と同じ 
 
 

［基準 3 の自己評価］ 
本学では教育理念・目的を定め、これを実現するための方策として、三つのポリシー

を定め周知している。  
その上で、ディプロマ・ポリシーを踏まえた進級要件、単位認定、卒業認定の基準を

策定、周知し、厳正に適用している。 
教育課程については、教育目的を踏まえ、ディプロマ・ポリシーと一貫性のあるカリ

キュラム・ポリシーを定め、学生に配布する学生便覧に、理解しやすいように「教育マ

ップ」として周知している。 
教育課程は、カリキュラム・ポリシーに沿って体系的に編成され実施している。シラ

バスは適切に整備され、1 年間に履修できる単位数の合計を理学療法学専攻 47 単位、作

業療法学専攻 48 単位とする上限を設定し、教養教育と専門教育とをバランス良く実施

している。  
教授方法については、一方向による講義スタイルから、できるだけ双方向になるよう

アクティブ・ラーニングを意識した教授方法を行っている。 
また、自らの授業方法の工夫の一助と期待した他の教員の授業を見学する公開授業の

実施など、さらなる改善に努めている。 
学修成果の点検については、成績評価だけではなく、授業評価アンケート、学修成果

に関するアンケート、卒業時アンケートに基づいて、学修成果の点検を行っている。点

検の結果、教育内容・方法及び学修指導等の改善を行っている。 
本学は、令和 2（2020）年度に完成年度を迎え、教育課程の見直しに着手するととも

に、学生に対して課題に対するフィードバックを行う旨をシラバスに明記することとし、

今後の学修改善につながるようにしている。 
本学のように医療専門職養成という側面も併せ持つ大学は、医療機関、介護施設等の

就職先関係者からの特別講義の開講やアンケートなどによる学修成果の点検を継続して

いく必要があると認識している他、多職種連携教育を推進するため苫小牧看護専門学校

との教育連携協定を締結している。 
 
 
◇エビデンス集 
【資料 3-3-13】苫小牧看護専門学校との教育連携協定書 
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基準 4．教員・職員  
4－1．教学マネジメントの機能性 
4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 
4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 
4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 
 
 

（1）4－1 の自己判定 
基準項目 4－1 を満たしている。 

 
（2）4－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 
確立・発揮 

学長がリーダーシップを発揮するための補佐体制として、大学組織規程第 2 条第 3 項

に設置の根拠を置く、副学長を配置した。副学長は、「北海道千歳リハビリテーション大

学副学長の任命等に関する規程」で役割を次のように定めている。 
 

北海道千歳リハビリテーション大学副学長の任命等に関する規程 
第 3 条 副学長は、学長を助け、命を受けて、次の各号に掲げる職務をそれぞれ担当

する。 
(1) 学術情報の総括 
(2) 安全衛生本部長 
(3) ハラスメント対策室長  
(4) 研究不正対応、研究費不正使用統括管理責任者  
(5) リスク管理統括責任者 
 

  また、学長は大学運営に係る重要な意思形成を行うに当たり、事前に意見を聴取し、

本学の教育の質の保証及び向上を推進するための組織として、「北海道千歳リハビリテ

ーション大学運営協議会（以下「運営協議会」という。）」を設置しており、完成年度を

経過した令和 4（2022）年度に大学の使命・目的を達成するための体制を再構築し、運

営協議会に教学マネジメント本部機能を担わせた。 
教授会等の組織上の位置付けや役割は明確になっている他、教授会等に意見を聴くこ

とを必要とする教育研究に関する重要事項を「北海道千歳リハビリテーション大学にお

ける教授会への意見聴取事項等に係る内規」に定めている。  
各委員会及びセンターは、設置目的や配置職員が規定され、かつ明確な役割を担って

いるなど、大学の意思決定及び教学マネジメントは、大学の使命・目的に沿って適切に

行われている。 
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◇エビデンス集 
【資料 4-1-1】北海道千歳リハビリテーション大学学則【資料 F-3】と同じ 

【資料 4-1-2】北海道千歳リハビリテーション大学組織規程 
【資料 4-1-3】令和 5 年度北海道千歳リハビリテーション大学教育研究組織図 

【資料 1-2-13】と同じ 

【資料 4-1-4】北海道千歳リハビリテーション大学副学長の任命等に関する規程 
【資料 4-1-5】北海道千歳リハビリテーション大学教授会規程 
【資料 4-1-6】北海道千歳リハビリテーション大学教授会への意見聴取事項等に係

る内規 
【資料 4-1-7】北海道千歳リハビリテーション大学教学マネジメント室について 

 
 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 
学長をトップとする組織上の位置付けは、図表 4-1 のように意思決定の権限と責任を 

示しており、教学マネジメントを適切に行っている。  
また、教育研究に関する重要事項の審議については「北海道千歳リハビリテーション

大学学則」において、次のように定めている。  
学則第 54 条 本学に教授会を置く。 
2 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるも

のとする。 
 (1) 学生の入学、卒業 

(2) 学位の授与 
 (3) 前 2 号に掲げるもののほか、教育課程の編成等教育に関する重要事項で、教

授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの 
3 教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育に関する事項につ

いて審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。  
 

また、教授会規程第 3 条第 2 号の規定に基づき「教授会への意見聴取事項等に係る内

規」を定め、教員人事に関することや予算及び決算の審議を行わせている。 
教授会とは別に、学長が大学運営に係る重要な意思形成を行うに当たり、事前に意見

を聴取し、本学の教育の質の保証及び向上を推進する機関として設置している「運営協

議会」は、原則、月一回、教授会開催前に開催することとし、理学療法学担当、作業療

法学担当、共通教育担当、各センター等が連携・協力し、本学の教育の質の保証及び向

上を推進するための改善に取り組むこととし、具体的な協議事項は以下のとおりである。 
   (1) 大学の組織に関すること 

(2) 内部質保証（教学マネジメントを含む。）に関すること 
(3) 教育の質的改善の方針に関する事項 
(4) 中期目標、中期計画及び年度事業計画に関すること 
(5) 予算に関すること 

    (6) 教育課程に関すること 



北海道千歳リハビリテーション大学 
 

53 

   (7) 入学者の選抜に関すること 
 (8) 学生サービスに関する事項 

(9) 教員人事の基本方針に関すること 
(10) 施設及び環境の将来計画に関すること 
(11) その他教育研究及び管理運営に関すること 

  また、運営協議会には、「学校法人淳心学園」から法人本部長を陪席させ、教学分野に

関して、札幌市に置かれている学校法人（理事長）と大学間の円滑な意思疎通を担わせ

ている。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 4-1-8】北海道千歳リハビリテーション大学運営協議会内規 

   【資料 4-1-9】教学マネジメント体制図（図 4-1） 
 
 

【図 4-1 教学マネジメント体制図】 

 
 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 
  「運営協議会」は、学長のリーダーシップの下、教学マネジメントを機能させるため

の機関である。「運営協議会」には、学長、副学長、学部長、学科長及び専攻長、共通教

育長、図書館長、各センター長、事務局長等を構成員として配置し、法人から法人本部

長が陪席している他、事務局各課長が同席しており、教職協働による大学運営体制をと

っている。 
 令和 2 年（2020）度までは、定例的に教授会開催前に「運営協議会」を開催し、教授会

附議議案の事前調整を行っていたが、完成年度以降、「運営協議会」が教学マネジメント
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を担う重要組織であることを明らかにするため、「北海道千歳リハビリテーション大学

運営協議会内規」を制定した。 
「運営協議会」は、上記の業務の他、教授会の議題の最終確認を行うことで、業務遂

行の迅速化と意思疎通を行っている。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 4-1-10】運営協議会開催日及び議題一覧（令和 4 年度） 

   
 
（3）4－1 の改善・向上方策（将来計画） 
  今後とも、学長のリーダーシップの下、事実に基づき長期的な展望を備えた教学マネ

ジメントを大学の全ての構成員が参画した上で推進していくために、専任職員を配置す

る等、IR 室の機能拡張を行う。 
大学運営に関する広範なデータを収集・分析した上で、学内ネットワーク上にデータ

ベースを整備し、情報を随時提供できる体制を整えることが、大学全体の事実に基づく

運営判断の質を向上させ、学長のリーダーシップによる本学の教育目的を達成するため

に行う管理運営の支えとする。 
 

 
4－2．教員の配置・職能開発等 
4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 
4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発と

効果的な実施 
 
 

（1）4－2 の自己判定 
基準項目 4－2 を満たしている。 

 
（2）4－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 
本学の大学設置基準に規定される必要専任教員数は 23 名であり、教授数については

12 名となっているが、令和 5（2023）年 5 月現在の専任教員数は、25 名、教授数は 13 名

で、基準を満たしている。 
教員の採用及び昇任に関しては、北海道千歳リハビリテーション大学における教員の

人事等に関する特例規則第 2 条に基づき、大学設置基準に準じ制定した「大学教員選考

基準」及び、採用の細則に関して定めた「大学教員選考についての指針」により、適切

に運用している。 
また、令和 4（2022）年度には、教員の給与改善及び処遇等に活用するため、教員の業

務遂行上必要な能力や教育、研究、社会貢献、大学運営活動を評価する業務評価、学生
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アンケート、研究業績等を総合的に判断し、学長、副学長が教員と面談し評価を行うた

めの「北海道千歳リハビリテーション大学教員の業務評価の実施に関する内規」を定め

た。 
  なお、本学専任教員の年齢構成は表 4-2-1 のとおりである。 
  
表 4-2-1 本学専任教員の年齢構成（令和 5 年（2023 年）5 月 1 日現在） 

 
 
◇エビデンス集 
【資料 4-2-1】学校法人淳心学園職員就業規則（第 3 条） 
【資料 4-2-2】北海道千歳リハビリテーション大学における教員の人事等に関す 

る特例規則（第 2 条） 
【資料 4-2-3】北海道千歳リハビリテーション大学教員選考基準 
【資料 4-2-4】北海道千歳リハビリテーション大学教員選考についての指針 
【資料 4-2-5】北海道千歳リハビリテーション大学教員の業務評価の実施に関する

内規 
 
 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発

と効果的な実施 
本学の FD は、「北海道千歳リハビリテーション大学 FD 委員会規程」を制定し、学部

長が中心となって、年間活動計画を立案するとともに全教員に周知し、全体研修を組織

的に行ってきた。 
FD 委員会は、年代的に学生に近い若手教員の意見をくみ上げながら、教育活動と共

に、教員活動のもう一つの柱となる研究活動の在り方についても議論してきた。 
 

本学は、授業内容や方法の改善を図る組織的な研修の実施だけでなく、令和 4（2022）
年度から、①他の教員の授業を見学し、レポートを作成・提出することで、自らの授業

の改善に活かすための「公開授業」の実施、②授業評価アンケート結果について、振り

返りコメントを提出し、提出内容を踏まえた今後の研修の在り方を検討する活動を行っ

60歳代 50歳代 40歳代 30歳代 20歳代 合計

教授 3 3 7 13

准教授 2 2

講師 1 3 1 1 6

助教 1 1 1 1 4

合計 5 7 11 2 0 25

20 28 44 8 100構成率(%)

人数
（人）

職位

年　齢
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ている。 
 
 
◇エビデンス集 
【資料 4-2-6】北海道千歳リハビリテーション大学 FD 委員会規程 【資料 3-2-18】

と同じ 
【資料 4-2-7】FD 研修の実績（開学前年度から令和４年度）【資料 3-2-19】と同じ 
【資料 4-2-8】外部講師招聘 FD 資料 
【資料 4-2-9】公開授業及び授業評価アンケートに対するコメント実施に関する 

教授会資料 
【資料 4-2-10】教員業績評価の構図 

 
 
（3）4－2 の改善・向上方策（将来計画） 

FD 活動は、学部長が中心となって、年間活動計画を立案するとともに全教員に周知

し、全体研修を組織的に行ってきた。授業内容や方法の改善を図る組織的な研修に加え、

令和 4（2022）年度には、新たに「公開授業の実施」、「学生の授業評価アンケート結果に

ついて振り返りコメント」の提出を実施した。 
   FD 活動は、大学教員の質の向上を図ると共に、本学の教育の質の向上にも寄与する

ことから、引き続き、改善・向上を図っていく。 
 
 
4－3．職員の研修 
4-3-① SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向上へ

の取組み 
 
 
（1）4－3 の自己判定 

基準項目 4－3 を満たしている。 
 
（2）4－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-3-① SD(Staff  Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向上

への取組み 
大学での各種研修、能力向上の取組については、 次のとおり、実施されている。 

大学事務局は、事務局長、総務課（総務担当課、会計担当課の 2 担当課で構成）、学務

課、入試広報室で構成され、非常勤職員 3 名を加えて 19 名体制である。 
大学事務局は、事務職員を対象に、日本私立大学協会北海道支部（21 法人 22 大学加

盟）が実施する①初任者研修、②中堅実務者研修、③中堅指導者研修、④課長職相当者

研修に参加させている他、同支部が行う、教務研究協議会、就職指導研究協議会、大学

経理研究協議会、入試研究協議会、学生生活指導研究協議会、総務研究協議会で、道内
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各大学担当者と参加大学から提出される課題について協議し、大学事務職員としての研

鑽を積んでいる。 
これらの研修や協議会に参加し、得た資料や経験・知識を報告書にまとめ、事務局職

員全員に回覧し共用することで、組織や個人の諸活動を改善・向上させている。 

また、大学独自の研修としては、事務局長、事務局参与、関係課長、研修参加者を講

師に、毎年テーマを決め、大学の事務局職員全員が参加し、SD 研修を実施している。 
大学運営に当たり重要な位置づけをもつ、教職協働が円滑に機能するよう、教員を加

えた SD 研修は、平成 29（2017）年度の「北海道千歳リハビリテーション大学教育倫理

綱領」の策定及び私立学校法の改正を受け策定した「中期目標、中期計画」にかかる事

案を、その必要性から原案を学長、副学長、学部長、学科長、専攻長の他、各センター

長及び事務局長、各課長の事務職員が運営協議会の場で議論し、大学の目標等の共有化

を図っている。  
その他、FD･SD 及び TAD に係る情報の交換・共有やプログラムの共同開発を目的と

するネットワーク「北海道 FD・ＳD 協議会（事務局：北海道大学学務部学務企画課）」

に加入し、全教職員に対し、同協議会が実施する研修会等に参加を促している。 
  ※「TAD」：学習支援に関わる学生の研修をいう。 

 

ハラスメント研修は、キャンパス内におけるハラスメントの基礎知識、防止への意識

を高め、働きやすい職場環境をつくることを目的とし、教員及び事務職員を対象に本学

のハラスメントガイドラインの説明を行った。 
内容は、①ハラスメントの種類、②教員が加害者となる具体例、③被害の相談への対

応、④問題解の手続き等であり、大学教職員が参加した。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 4-3-1】日本私立大学協会北海道支部 HP（事業計画） 
【資料 4-3-2】年度別私大協研修等参加一覧 
【資料 4-3-3】年度別学内 SD 研修の実績 
【資料 4-3-4】教育倫理綱領 【資料 1-1-8】と同じ 
【資料 4-3-5】北海道千歳リハビリテーション大学中期目標・中期計画 【資料 1-

2-9】と同じ 
   【資料 4-3-6】北海道 FD・SD 協議会 

【資料 4-3-7】ハラスメントガイドライン説明資料 
   【資料 4-3-8】北海道千歳リハビリテーション大学 SD 推進内規 
   
 
（3）4－3 の改善・向上方策（将来計画） 
  時代の変化とともに、特に公平・公正・効率性を重視される大学の教職員に求められ

る能力も変化している。 
また、日常的な業務も複雑化しており、今後とも、状況の変化にも対応でき、迅速に
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課題に対しても対応できる人材を教職協働による実務、SD 研修等で育成していきたい。 
開学年度の平成 29（2017）年に新たに加盟した日本私立大学連盟北海道支部の研修事

業では、令和元（2019）年度から令和 3（2021）年度まで、大学の事務局長が研修委員を

務めた他、研修内容も、階層や職務内容に応じた個々のスキルアップに役立つよう充実

しており、積極的に職員を参加させている。 
  今後とも、教職員に求められる役割を果たすために必要な能力や内部質保証の充実に

向けた研修プログラムの構築を検討するとともに、各教職員のキャリアパスも見据えた

計画的・組織的な研修プログラムの策定を検討していく。 
 
 
4－4．研究支援 
4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 
4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 
4-4-③ 研究活動への資源の配分 
 
 
（1）4－4 の自己判定 

基準項目 4－4 を満たしている。 
 
（2）4－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
 4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

専任の教員には、講義準備はもとより個々の研究活動に利用可能な、机・椅子・書架・

電話、パソコン及びミーティングセットを整備した 21.07 ㎡～27.66 ㎡の研究室を割り当

てている。また、共同研究室 2 室を整備し、卒業研究やグループ単位での学修や研究に

対応できるように整備している。 
大学への入退館は、教員に大学玄関及び自室の鍵の管理を行わせるなど、休日も利用

可能としている。 
教育・研究用の雑誌・データベースとしては、電子ジャーナルが LWW Physical Therapy 

& Rehabilitation1 15 誌、医学.JP（国内雑誌 10 誌）、医中誌 Wed、メディカルオンライ

ンなどが用意され、教育・研究に活用している。 

研究に係る予算申請、外部資金申請、予算執行及び出張関連手続きなど、研究活動に

係る事務的業務は、教員の負担増も考慮し、大学事務局に一元化し、適切に管理してい

る。 

研究費の執行に関しては、その煩雑さから教員に負担をかけることもあるが、厳密な

手続きを求めることは、研究費の適切、公正な運用を行っていくためには、当然のこと

と考えている。 
本学は、研究費、外部資金の執行手続きを定めた「研究費執行ハンドブック」、「科学

研究費助成事業の手引き-経理執行の手引き-」の他、研究費の不正使用防止、研究活動上

の不正行為防止のための「研究活動に関するハンドブック」等を作成し、教員に配布、

若しくはメニューソフト Board View 上に掲示している。 
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◇エビデンス集 
【資料 4-4-1】教員研究室配置図 
【資料 4-4-2】教育研究用の雑誌・データベース一覧 
【資料 4-4-3】研究費執行ハンドブック 
【資料 4-4-4】科学研究費助成事業の手引き-経理執行の手引き- 
【資料 4-4-5】研究活動に関するハンドブック 

 
 
 4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

本学は、文部科学大臣の所轄下にあり、国からの補助金の交付を受ける公益性をもつ

大学であることを認識している。同時に、所属教員の研究活動が、社会の信頼と負託の

上に成り立っていることを自覚し、研究倫理の徹底を図っている。 
具体的には、平成 29（2017）年の開学時に「北海道千歳リハビリテーション大学にお

ける研究活動上の不正行為に関する規程」、「北海道千歳リハビリテーション大学におけ

る研究費の不正使用に関する規程」、「北海道千歳リハビリテーション大学研究費補助金

事務取扱規程」を定め、さらに、これらの規程を補うものとして、①教員用ハンドブッ

ク（新任教員向けの倫理、ハラスメント、服務、研究・産学連携、財務・会計等の注意

点をまとめたもの）②北海道千歳リハビリテーション大学研究活動に関するハンドブッ

クを作成し、これらの規程等を中心に、より厳格な研究倫理の確立に向けた取組みを進

めている。 
また、関連する規程等として開学年度に「北海道千歳リハビリテーション大学研究倫

理審査委員会規程」、「北海道千歳リハビリテーション大学研究倫理審査委員会内規」、「北

海道千歳リハビリテーション大学における人を対象とする研究に関する規程」、「北海道

千歳リハビリテーション大学における人を対象とする研究に関する重篤な有害事象発生

時の対応手順書」、「倫理審査申請の手引き」を制定し、本規程等を中心に、研究活動に

おける個人情報の取扱い等に関しても最大限の注意を払っている。  
研究倫理は、研究者一人ひとりの常日頃からの心掛けに負うところが大きいが、大学

としても、常に研究者にその重要性を自覚させておくために、2 種類（eL CoRE と ICR）
の e ラーニングを受講させている他、研究費の支出に関して全て事務局が介在し、万全

を期している。 
大学となって、初めて申請が許された「文部科学省の科学研究費助成事業」に係る規

程の整備や「科学研究費助成事業の手引き-経理執行の手引き-」の徹底を図っている。 
 
 

◇エビデンス集 
  【資料 4-4-6】北海道千歳リハビリテーション大学研究倫理審査委員会規程 
  【資料 4-4-7】北海道千歳リハビリテーション大学研究倫理審査委員会内規    

【資料 4-4-8】北海道千歳リハビリテーション大学における人を対象とする研究に

関する規程 
【資料 4-4-9】北海道千歳リハビリテーション大学における人を対象とする研究に
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関する重篤な有害事象発生時の対応手順書 
【資料 4-4-10】倫理審査申請の手引き 
【資料 4-4-11】北海道千歳リハビリテーション大学共同研究取扱規程 
【資料 4-4-12】北海道千歳リハビリテーション大学受託研究取扱規程 
【資料 4-4-13】北海道千歳リハビリテーション大学寄附講座等規程 
【資料 4-4-14】北海道千歳リハビリテーション大学における研究活動上の不正行為

に関する規程 
【資料 4-4-15】北海道千歳リハビリテーション大学における研究費の不正使用に関

する規程 
【資料 4-4-16】北海道千歳リハビリテーション大学研究費補助金事務取扱規程  
【資料 4-4-17】教員用ハンドブック（新任教員向け） 

 
 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 
個人研究費は、専任教員一人当たり 20 万円を基本額として配分している。 
これに、今年度の外部資金への申請・採択状況、研究成果の公表などの研究実績等に

応じ加算している。 
この加算制度は、従来の教員研究費 1 名当たり、40 万円を基本に配分していたものを

令和 2（2020）年度から 30 万円、令和 4（2022）年度から 20 万円に改め、教員研究費の

減額分を学長裁量経費として確保し、教員の一層の研究活動及びその成果発表を促すた

めの、経費的なインセンティブを付与することを目的としたものである。  

インセンティブの附与について具体的には、大学内では、学内奨励研究制度を創設し、

学長裁量経費から研究費の助成で対応している。 

個人研究費の使途については、研究費執行ハンドブックで明らかにされ、学会出張（海

外を含む。）などの旅費をはじめ、研究機材、消耗品など多岐にわたって認められており、

個人的な研究が円滑に遂行されるように配慮している。 
また、本学は、学外からの研究費を獲得するため開学初年度から、科学研究費補助金

申請のための体制を整備し、若手教員を中心に積極的に応募を促している。その結果、

開学年度の平成 29（2017）年度研究活動スタート支援を初めとして、これまで、基盤研

究 C11 件、若手研究 3 件の採択を頂いている。 

科学研究費補助金は、直接経費と間接経費が配分される。直接経費は、研究課題の遂

行に必要な経費であり、物品の購入費、旅費、人件費など幅広く認められている。間接

経費は、研究活動を支援するとともに、研究環境を整備するための研究機関向けの資金

であり、研究者の研究環境を整備し研究者への支援をしている。 
その他、研究実施に伴う外部資金では、北海道からの受託研究を 2 件受託している。 

 
 

◇エビデンス集 
【資料 4-4-18】科学研究費採択一覧 
【資料 4-4-19】受託研究一覧 
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【資料 4-4-20】学長裁量経費の創設について 
【資料 4-4-21】北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究助成内規 

   【資料 4-4-22】北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究審査委員会要綱 
 
 
（3）4－4 の改善・向上方策（将来計画） 
  競争的外部資金の獲得状況は、着実に進展している。しかし、 科学研究費補助金の基

盤研究（S）・（A）・（B）などの大型研究プロジェクト枠への申請がほとんど見られない

点は課題である。 
これについては、本学の特色の一つである「障がい予防リハビリテーションを確立し

ていくための創造的研究」というコンセプトの下、研究者が個々に行っている高齢者や

中高年を対象とする障がい予防リハビリテーションに関する研究活動を組織化し、大型

外部資金獲得を促すように誘導していく必要がある。 
このためには、若手研究者の配置を含めた研究実行体制の構築が不可欠であり、今後、

学長の指導の下、産学連携研究センターを中心に具体的な検討を進める。 
 
 

［基準 4 の自己評価］ 
本学は学長がリーダーシップを発揮できるように副学長制度の体制を整備すると共に、

学長直轄の IR 室の設置や各センター・委員会運営にも、事務職員を配置することで教職

協働を確立している。 
また、学長、副学長等、大学幹部職員で構成する運営協議会に教学マネジメントの中

核を担わせ、教育の質の保証・質向上を確保する体制を構築している。 
教員の配置についても、大学設置基準に定める専任教員数の確保をはじめ、年齢構成

も、30 代から 60 代の各年代にバランスよく配置し、教育目標、教育課程に即した採用・

昇格は、規程に基づき適切に行っている。 
教職員の研修体制についても、特にハラスメント研修については継続的に行うことと

しており、全学的に実施している。 研究支援については、研究環境の整備や研究倫理の

確立、研究費の配分も適切に行っている。 
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基準 5 経営・管理と財務 
5-1 経営の規律と誠実性 
5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 
5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 
5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 
 
 

（1）5-1 の自己判定 

  基準項目 5-1を満たしている。 

 

（2）5-1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

本法人は、「学校法人淳心学園寄附行為（以下「寄附行為」という。）」第３条において、

「この法人は、伝統と文化を尊び、教育基本法及び学校教育法に基づき知性と専門性を

養う学校教育を行い、地域社会の発展に寄与する人間を育成することを目的とする。」と

掲げており、教育基本法、学校教育法及び私立学校法等の関係法令を遵守して、法の趣

旨に従って適正に運営されている。 

 

また、令和 2（2020）年 4 月 1 日施行の私立学校法の改正に合わせて「寄附行為」及

び関係諸規程の見直しを図り、これらの一部改正等を行った。「寄附行為」第 40 条第 1

項及び第 2 項に規定する財産目録等を事務所に備えて置き、請求があった場合には「学

校法人淳心学園情報公開規程」により、情報を開示する態勢としている。あわせて私立

学校法及び学校教育法施行規則で定める書類等を大学ホームページで遅滞なく公表して

いる。なお「寄附行為」、役員名簿、その他の財務情報については、同法改正前から学校

法人のホームページで公表していた。このように積極的に情報公開に努め、経営の透明

性を維持しつつ誠実で社会の信頼と期待に応え得る運営に努めている。 

 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

使命・目的及び教育目的を達成するために、学校法人淳心学園の中期計画として、「学

校法人淳心学園中期計画（令和 2(2020)年度〜令和 6(2024)年度）」を策定し、目的の実

現に向けて進めている。それに基づき、各年度の「事業計画」を策定し、評議員会の意

見を聴き、理事会において決定して執行している。執行した結果については、「事業報告

書」として、理事会にて承認を行った後、評議員会において報告をしている。各年度の

事業報告書については、学校法人のホームページにおいて公開している。このように、

使命・目的及び教育目的を中期的な計画に反映させ、継続的な努力をしている。 

 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

  本法人では、学校法人という公共性の高い事業体であるという観点から、社会的責務

として環境保全、人権及び安全への配慮を常に念頭に置いて管理運営を行ってきた。 
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  環境への配慮としては、省エネルギーの観点から、大学建物の照明をＬＥＤ照明へ更

新した。また、省エネルギー活動の一環として、毎年 6月 1日から 9月 30日まで、クー

ルビズを実施し軽装を励行している。 

 

人権への配慮としては、学生及び教職員にとって懸念される人権問題として、セクシ

ャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント等の様々なハラスメント行為が挙げ

られる。これらを防止するために、「北海道千歳リハビリテーション大学ハラスメント防

止規程」及び「北海道千歳リハビリテーション大学ハラスメント相談室内規」を定め、

ハラスメント行為の禁止、防止及び発生時の対応を規定している。また「学校法人淳心

学園における公益通報の処理及び公益通報者の保護等に関する規程」により、公益通報

者等に対して不利益な取扱いとならないよう適切な措置がとられている。個人情報につ

いては「学校法人淳心学園個人情報保護規程」に基づき、個人情報の適切な取扱いが規

定されている。 

 

  安全への配慮としては「北海道千歳リハビリテーション大学危機管理規程」及び「北

海道千歳リハビリテーション大学危機管理マニュアル」を制定している。校舎等の耐震

状況については、大学の校舎、建物は、新耐震基準が定められた昭和 56（1981）年 7月

1日以降に建築されたため、耐震化率は 100％である。なお、校舎等の耐震化状況につい

ても大学のホームページで公表している。 

  大学では、令和 4（2022）年 9 月に消防訓練を実施し、教職員及び学生が参加して火

災発生から避難完了まで一連の訓練を行った。 

  令和 2（2020）年 3 月から感染が拡大した新型コロナウイルス感染状況への対策につ

いては、国の指針に沿った「北海道千歳リハビリテーション大学の新型コロナウイルス

感染症対応ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）の初版を令和 2（2020）年

4 月に策定し、本学学生、教員及び事務職員等関係者へメール等で配付のうえ、大学ホ

ームページに公表することにより、予防対策や感染した場合等の行動や対応をスムーズ

に行えるようにした。また、「ガイドライン」は、国の指針等の改正に合わせて順次更

新し、大学ホームページで公表してきた。 

 

 

◇【エビデンス集】 

【資料 5-1-1】学校法人淳心学園寄附行為 【資料 F-1】と同じ 
【資料 5-1-2】学校法人淳心学園情報公開規程 
【資料 5-1-3】学校法人淳心学園中期計画 
【資料 5-1-4】大学建物の照明をＬＥＤ照明へ更新した資料 
【資料 5-1-5】クールビズの実施について 
【資料 5-1-6】北海道千歳リハビリテーション大学ハラスメント防止規程 【資料

2-4-6】と同じ 
【資料 5-1-7】北海道千歳リハビリテーション大学ハラスメント相談室内規 
【資料 5-1-8】学校法人淳心学園における公益通報の処理及び公益通報者の保 
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護等に関する規程 
【資料 5-1-9】学校法人淳心学園個人情報保護規程 
【資料 5-1-10】北海道千歳リハビリテーション大学危機管理規程  
【資料 5-1-11】北海道千歳リハビリテーション大学危機管理マニュアル 
【資料 5-1-12】北海道千歳リハビリテーション大学建物の耐震率 
【資料 5-1-13】令和 4 年度消防訓練実施要領（令和 4（2022）年 9 月実施） 
【資料 5-1-14】北海道千歳リハビリテーション大学の新型コロナウイルス感染症

対応ガイドライン（令和 2（2020）年 4 月初版） 
【資料 5-1-15】新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン 【資料 2-4-2】と同

じ 
【資料 5-1-16】学校法人淳心学園ガバナンス・コード 

 

 

（3）5-1 の改善・向上方策（将来計画） 

  令和 2（2020）年 4 月 1 日施行の私立学校法の改正に遺漏なく対応を行ったものの、

これにとどまることなく、本学の教育の質の向上及び運営の一層の透明性の確保を図る

ため、令和 3（2021）年 10月の理事会等で自主行動規範であるガバナンス・コードの素

案を報告し意見を求め、その後、令和 4年 2月の理事会等で承認された。引き続き、自

主的に法人の運営基盤の更なる強化を図っていきたい。また、昨今の社会情勢、外部環

境等のめまぐるしい変化に伴って環境保全、人権、安全への配慮の在り方も常に変化し

ており、あらゆる状況に的確かつ適切に対応できるよう継続的な取組みを推進していく。 

 
 

5-2 理事会の機能 
5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 
 

 

（1）5-2 の自己判定 

  基準項目 5-2を満たしている。 

 

（2）5-2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

  本法人では私立学校法及び「寄附行為」に基づき、理事会及び評議員会が設置され、

理事会にあっては、大学の設置者である学校法人の意思決定機関として、評議員会にあ

っては主として理事会の諮問機関としてそれぞれ適切に運営されている。理事会は 1月

の予算理事会、5 月の決算理事会のほか、定期的に開催され、令和 4（2022）年度は 11

回開催されている。評議員会は「寄附行為」に基づき、予算、事業計画、役員に対する

報酬の支給基準その他法人の業務に関する重要な事項について諮問するとともに、決算

及び事業の実績等を報告し、その意見を求めるために適切に開催され、令和 4（2022）

年度は 8回開催されている。 

  また、法人の円滑な管理運営を図ることを目的とし、理事会の下部組織・委任機関と
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して常務会が設置されている。常務会は、法人の円滑な管理及び運営を図ることを目的

とし、令和 4（2022）年度は理事長以下内部理事 5 人で構成され、評議員会への諮問を

含め、理事会に諮るに当たり、常務会を開催し、上程議案の整理・精査が実施されてい

る。これに加えて学園の日常業務の決定など、理事会からの委任事項について常務会で

意思決定しているとともに「学校法人淳心学園理事会業務委任規程」に基づき、その議

決を常務会へ委任されており、機動的な意思決定を可能としている。 

  理事の選任については「寄附行為」第 6条第 1項各号に規定する理事ごとにその要件

及び定数を満たし、適切に行われている。また、理事が競業又は利益相反取引をしよう

とする場合には、理事会で当該取引について重要な事実を開示し、その承認を受けてお

り適切に運営されている。令和 4（2022）年度 13人の理事の令和 4（2022）年度中に開

催された理事会の平均出席率は 66％（「書面表決書」による意思決定表示を含めて 97％）

と適切に機能している。 

 

 

◇【エビデンス集】 

【資料 5-2-1】学校法人淳心学園寄附行為 【資料 F-1】と同じ 
【資料 5-2-2】学校法人淳心学園常務会規程 
【資料 5-2-3】学校法人淳心学園理事会業務委任規程 
【資料 5-2-4】理事会議事録（理事の利益相反取引の承認分） 
【資料 5-2-5】理事会・評議員会開催状況 【資料 F-10】と同じ 

 

 

（3）5-2 の改善・向上方策（将来計画） 

  大学を取り巻く環境が著しく変化する状況下において、法人の意思決定は迅速かつ適

切な実施が継続して行われなければならない。引き続き時代の変化や社会からの要求に

的確に応えるべく、理事会の機能及びガバナンスの一層の強化を図り、経営の透明性の

更なる確保を推進していく。 

 
5-3 管理運営の円滑化と相互チェック 
5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 
5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 
 
 

（1）5-3 の自己判定 

  基準事項 5-3を満たしている。 

 

（2）5-3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

  学長（理事）のほか、副理事長、及び常務理事が「寄附行為」に定められているそれ

ぞれの職務に当たっている。これらの理事は、理事会等により意思決定された事項の業



北海道千歳リハビリテーション大学 
 

66 

務執行にあたるとともに、各所管業務について、それぞれの主要な会議等の場で報告し

ている。学長は「寄附行為」第 6条第 1項第 1 号の理事として経営組織の意思決定に参

画し、教育・研究組織の最高責任者としての立場から意見を述べ、経営組織と教育・研

究組織の意思疎通と円満な連携が保たれている。 

 

5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

  法人及び大学における理事会等の管理運営機関には、各組織から立場の異なる役員や

教職員が出席している。理事会、常務会にはオブザーバーとして教員、職員が、大学の

運営協議会には理事が出席し、相互にチェックする体制を整備し、適切に機能させてい

る。 

  監事は「寄附行為」及び「学校法人淳心学園監事監査規程」に基づき、法人の業務若

しくは財産の状況又は理事の業務執行の状況について監査し、これらの状況を毎会計年

度終了後に監査報告書により理事会及び評議員会に提出しているとともに、理事会等に

出席してこれらの状況について意見を述べており、その職務が適切に行われている。ま

た「監事監査規程」に基づき、内部監査室の職員等に監査事務の補助や監査に関する業

務の支援を求めることができる体制が整備されている。監事の選任については「寄附行

為」の定数を満たすとともに、その要件及び手順により適切に選任されている。現在 2

人の監事の令和 4（2022）年度中に開催された理事会への出席率は 86％、評議員会への

出席率は 94％となっている。 

  理事会の諮問機関である評議員会の運営については「寄附行為」第 24条及び第 25条

に規定されている諮問事項、役員に対する意見具申等がそれぞれ適切に行われ、諮問機

関としての役割を果たしている。評議員の選任については「寄附行為」第 26条第 1項各

号に規定する評議員ごとにその要件及び定数を満たし、適切に選任されている。令和 4

（2022）年度 28人の評議員の令和 4（2022）年度中に開催された評議員会の平均出席率

は 66％（「書面表決書」による意思決定表示を含めて 98％）と適切に機能している。 

 

 

◇【エビデンス集】 

【資料 5-3-1】学校法人淳心学園寄附行為 【資料 F-1】と同じ 
【資料 5-3-2】学校法人淳心学園監事監査規程 
【資料 5-3-3】北海道千歳リハビリテーション大学内部監査規程 
【資料 5-3-4】理事会議事録（財務状況等への監事の意見・発言の回分）  
【資料 5-3-5】評議員会議事録（財務状況等への監事の意見・発言の回分）  
【資料 5-3-6】理事会・評議員会開催状況 【資料 F-10】と同じ  

 

 

（3）5-3 の改善・向上方策（将来計画） 

  大学が学長のリーダーシップの下、その強みや特色を活かしていくことができるよう

ガバナンス体制をより強化するとともに、自律的かつ継続的にガバナンス体制の総点検

・見直しを図ることが求められている。現状の監査体制をより実効性のあるものとする
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ため、監事、会計監査人の公認会計士、内部監査室がそれぞれの役割を果たしつつ連携

し、三様監査による一層の相互チェックの強化を推進していく。 

 

5-4 財政基盤と収支 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

 

 

（1）5-4 の自己判定 

  基準事項 5-4を満たしている。 

 

（2）5-4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

  本法人では令和 2（2020）年及び令和 3（2021）年に中期財務改善計画を策定し、この

財務計画に沿って着実に財務運営を行っている。基本金組入前当年度収支差額は令和 4

（2022）年度末で 1247 万円の支出超過となっており、毎年着実に支出超過を減少させ、

適切な財務運営を図るため中期財務改善計画の見直しを進めている。 

 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

  大学の収入基盤となる志願者・入学者の状況は安定した収入が確保されている。令和

5 年度入試においては、入学定員の確保を目安としていたが、高校生数の減少などが影

響し、入学者数は、定員を割り 101名であった。学生確保のため、高校の校長経験者を

配置した入試・広報センターのリクルート推進室による高校訪問及びオープンキャンパ

スの企画改善などにより、令和 6（2024）年度の入学者確保に向け対策を進めている。 

また、令和 3（2021）年度から経常費補助金が交付され、令和 4（2022）年度の事業活

動収入は 8億 2600万円である。一方、事業活動支出は将来を見据え有望な学生を確保し

地域社会のニーズに応えるべく、教育環境の整備拡充や研究上の目的を達成するための

施設設備の整備を図り、その設備投資コストに加え、人件費が増加しつつあるものの、

積極的な収入確保と徹底した経費の削減・抑制を図ることで収支バランスが維持されて

いる。令和 4（2022）年度の事業活動支出は 8 億 3847 万円であり、基本金組入前収支差

額は△1247万円と若干の支出超過となっているが、貸借対照表関係比率の流動資産構成

比率が 34.6％、負債比率が 6％と安定した財務基盤となっている。 

  資産運用については、「学校法人淳心学園資産運用規程」に定められているとおり、 元
本の確保を最優先とし、元本リスク、期間リスク等を十分考慮し、安全で確実な運用を

行うこととしている。 
 

過去 5年の事業活動収支計算書の収支状況     （単位：円） 

科 目 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

事業活動収入 604,651,394 557,438,270 733,651,173 829,562,472 826,001,368 
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事業活動支出 801,764,929 744,111,296 786,329,854 798,858,371 838,474,982 

基本金組入前 

当年度収支差額 

△

197,113,535 

△

186,673,026 

△

52,678,681 
30,704,101 

△

12,473,614 

外部資金の獲得については、開学初年度から、科学研究費補助金申請のための体制を

整備し、若手教員を中心に積極的に応募を促している。その結果、開学年度の平成 29 年

度研究活動スタート支援１件を初めとして、これまで、基盤研究 C11 件、若手研究 3件

の採択を頂いている。その他、研究実施に伴う外部資金では、北海道からの受託研究を

2件受託している。 
  また、学術的研究活動を促進するため、研究者に対して必要な研究費等の助成を行う

ことを目的とする学術奨励研究助成制度を創設し、科学研究費補助金に申請する研究へ

の助成を行っている。 

 

 

◇【エビデンス集】 

【資料 5-4-1】中期財務改善計画 
【資料 5-4-2】学校法人淳心学園資産運用規程 
【資料 5-4-3】科学研究費採択一覧 【資料 4-4-18】と同じ 
【資料 5-4-4】受託研究一覧 【資料 4-4-19】と同じ 
【資料 5-4-5】北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究助成内規 

【資料 4-4-21】と同じ 
【資料 5-4-6】北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究審査委員会要綱 

【資料 4-4-22】と同じ 
【資料 5-4-7】北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究助成金募集要項 

 

 

（3）5-4 の改善・向上方策（将来計画） 

  本学では、今後予想されるますます厳しい環境変化の中で事業計画を推進して実施し

ていくためには、収支を補完する上で外部資金の獲得が重要な課題となる。 

 

 

5-5 会計 
5-5-① 会計処理の適正な実施 
5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 
 
 

（1）5-5 の自己判定 

  基準事項 5-5を満たしている。 

 

（2）5-5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-5-① 会計処理の適正な実施 
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  本法人では、学校法人会計基準、「寄附行為」、「学校法人淳心学園経理規則」に則り、

かつ会計処理上の疑問点、判断が難しい場合には、公認会計士や顧問税理士のほか、日

本私立学校振興・共済事業団等に適宜照会しながら適正な会計処理を行っている。 

  また、中期計画に基づき、各年度の事業計画に則って予算編成を行い、その執行状況

を管理し、必要に応じて補正予算を編成している。予算の立案及び執行については「学

校法人淳心学園経理規則」により定められた各部門の所属長が予算管理責任者としてそ

の任にあたり、予算案を作成し理事長へ提出する。理事長は、予算案を総合調整し、評

議員会の意見を聞き理事会に諮り決定する。決定した予算は、法人本部が予算管理部門

に通知し、当該期中において定期的に報告する資金収支計算書内の執行率によって各部

門が予算管理を行っている。 

 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

  会計監査については、会計監査人の公認会計士により私立学校振興助成法第 14条第 3

項の規定に基づき①内部統制、②取引記録、③実査、④計算書類項目、⑤前年度監査報

告書検討事項について監査が厳正に実施され、監査報告書により結果の還元とともに必

要な指導を受け、より適切な会計処理への改善が図られる体制を確立している。当該監

査は１回につきおおむね 4 人で、年間を通じた監査日数は 9 日（令和 4（2022）年度実

績）と適時、適切に実施されている。 

監事による会計監査については「学校法人淳心学園監事監査規程」に則り、監事監査

計画に基づいて計画的かつ厳正な監査が実施されている。また、会計監査人の公認会計

士及び監事は連携を図りながら、理事長、常務理事等と監査内容について意見交換を行

うとともに、監事は、評議員会、理事会に出席し監査結果の報告及び法人の財産等につ

いて意見を述べている。 

 

 

◇【エビデンス集】 

【資料 5-5-1】学校法人淳心学園寄附行為 【資料 F-1】と同じ 
【資料 5-5-2】学校法人淳心学園経理規則 
【資料 5-5-3】理事会議事録（補正予算編成の承認分） 
【資料 5-5-4】監事監査計画 
【資料 5-5-5】学校法人淳心学園監事監査規程 【資料 5-3-2】と同じ 

 

 

（3）5-5 の改善・向上方策（将来計画） 

会計監査人の公認会計士による監査の期間においては、会計処理上の疑義照会をし、

その回答を得ながら的確に行い、事務処理の更なる質の向上に努める。また、会計監査

人の公認会計士及び監事による監査の重要性を十分に認識し、監査結果による指摘事項

については、内容をよく理解した上で内部監査室とも連携し速やかに改善を図る。特に、

法人本部のみならず、他の部門において関係する指摘事項については、各事務連絡会議

にて監査報告説明会・検討会等を通じて当該関係部門と十分に協議を行い、問題点を共
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有し、今後の業務改善につなげていく。 

 

 

［基準 5 の自己評価］ 

経営の規律と誠実性（5-1）については、学校教育法、私立学校法、大学設置基準をは

じめ各種法令や本学の諸規程が遵守され、中長期計画に沿って単年度ごとに作成された

事業計画及び予算に基づき運営されており、使命・目的の実現に努めている。 

  理事会の機能（5-2）は、私立学校法及び「寄附行為」の定めにより設置され、法人の

最高意思決定機関として適切に運営されている。評議員会は理事会の諮問機関等、常務

会は理事会の委任・補完機関としてそれぞれ十分に機能し、また監事による適切な職務

執行によりコンプライアンス体制が図られ、法人のガバナンス体制が有効に機能してい

る。 

  管理運営の円滑化と相互チェック（5-3）については、理事長及び学長がリーダーシッ

プを遺憾なく発揮し、経営組織、教育・研究組織、管理組織間との意思疎通及び連携を

保つとともに、適切に意思決定され実施が図られており、大学の機能が十分に発揮でき

る管理運営体制が構築されている。 

  財務基盤と収支（5-4）については、中期財務改善計画に基づく各年度の収支予算に対

する厳格な予算執行と収支管理の徹底を図り、毎月の収支計算書の報告や補正予算の編

成など、常に収支状況及び予算執行状況を管理する体制が確立され、全体的な収支バラ

ンスを考慮した健全な財務運営を行っている。また、徹底した経費削減・抑制により、

安定した収支バランスが確保されている。 

  会計（5-5）については、学校法人会計基準、「寄附行為」、「経理規則」に則り、かつ

公認会計士や顧問税理士等に照会しながら適正な会計処理を行っている。また会計監査

については、会計監査人の公認会計士により、厳正に実施され、監査報告書により結果

の還元とともに必要な指導を受け、改善を図っていく体制が確立している。監事による

会計監査については、監事監査規程に則り、計画的かつ厳正な監査が実施されている。

さらに、会計監査人の公認会計士と監事は連携を図るとともに、監事は、評議員会、理

事会に出席し監査結果の報告を行う体制が整備されている。 

  以上のことから、本学は関係法令等の遵守の下、適正な管理運営体制、監査体制の構

築とともに厳正な会計処理を実施しているものと評価している。 
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基準 6．内部質保証 
6－1．内部質保証の組織体制 
6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

 
 
（1）6－1 の自己判定 

基準項目 6－1 を満たしている。 
 
（2）6－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 
本学が設置認可等による事前規制から、大学評価等の事後チェック体制に移行するに

当たり、本学の使命・目的に基づき、教育研究活動の質的充実と向上及び社会貢献を継

続的に推進することを目的に、学長を中心とした教学運営による恒常的検証・改善サイ

クルの仕組みを構築し、さらに、その結果を公表することで社会に対する説明責任を果

たしていくための、内部質保証の方針を定めた。 
内部質保証のため、学長を中心に、副学長、学部長、学科長、事務局長、各センター

長等で構成する「運営協議会」が教学運営上の重要方針等を協議し、教授会、各種委員

会を活用し、健康科学部と連携・協力をしながら、教育、研究、社会貢献、産学連携、

課外活動、経営・管理、学生・教職員の福利厚生等の大学の諸活動の見直しを継続的に

行う仕組みを構築した。 
 

また、文部科学大臣の認定を受けた認証評価機構による認証評価について、公益財団

法人 日本高等教育評価機構による受審を想定し、同評価機構が定める「基準」に基づい

た自己点検・評価書を作成に着手するなど、令和 5（2023）年度に本学として初めての

評価を受審するにあたり、内部質保障のための、自己点検・評価の構図や大学機関別認

証評価受審スケジュールを作成し、教職員にその重要性を認識させた。 

 
                       （資料 6-1-6、【資料 4-1-9】と同じ） 
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◇エビデンス集 
【資料 6-1-1】北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 2 条） 

【資料 F-3】と同じ 
【資料 6-1-2】北海道千歳リハビリテーション大学自己点検・評価委員会規程 
【資料 6-1-3】北海道千歳リハビリテーション大学運営協議会内規 

【資料 4-1-8】と同じ 
【資料 6-1-4】北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証の方針 

【資料 3-3-10】と同じ 
【資料 6-1-5】北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証に関する内規 
【資料 6-1-6】内部質保証体制図 【資料 4-1-9】と同じ 
【資料 6-1-7】北海道千歳リハビリテーション大学設置に係る設置計画履行状況報

告書 【F-14】と同じ 
【資料 6-1-8】令和 5 年度大学機関別認証評価受審スケジュール等（2022.11.7 運営

協議会附議） 
 
 
（3）6－1 の改善・向上方策（将来計画） 
  自己点検・評価、認証評価機構の評価は、学校教育法第 109 条に規定されているとこ

ろであり、令和 2（2020）年度の完成年度まで、申請内容を遵守してきた本学が、恒常的

な質保障のため、取り組まなければならない重要項目である。 
公益性を有する私立大学として、PDCA サイクルの確立と活用を図っていく。 

 
 
6－2．内部質保証のための自己点検・評価 
6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 
6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

 
 
（1）6－2 の自己判定 

基準項目 6－2 を満たしている。 
 

（2）6－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 
本学に自己点検・評価委員会を設置し、同委員会規程に基づき自己点検・評価を実    

施している。 
平成 29（2017）年度開学の本学は、完成年度（令和 2（2020）年度）まで、毎年、設

置計画履行状況報告（AC 状況報告）で、高等教育の質保証に係る各項目について、本学

の設置計画の履行状況を自己点検し、大学設置・学校法人審議会大学設置分科会の審査

を受けると共に、本学ホームページで公表してきた。 
完成年度の翌年に当たる令和 3（2021）年度には、一般社団法人リハビリテーション
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教育評価機構の認定評価の受審に合わせ、自己点検・評価を実施し、学内で共有し、本

学ホームページで評価結果を含め公表した。また、令和 5（2023）年度には、学校教育法

第 109 条に定める認証評価を受審予定であり、令和４（2022）年度に公益財団法人日本

高等教育評価機構の基準に基づき自己点検評価を実施している。 
自己点検評価書は、運営協議会、教授会、理事長（常務会）に報告され、本学ホーム

ページで公表した。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 6-2-1】北海道千歳リハビリテーション大学自己点検・評価委員会規程 
       【資料 6-1-2】と同じ 
【資料 6-2-2】自己点検・評価の構図 
【資料 6-2-3】北海道千歳リハビリテーション大学設置に係る設置計画履行状況報

告書【資料 F-14】と同じ 
   【資料 6-2-4】一般社団法人リハビリテーション教育評価機構の認定評価資料 
                   （自己点検評価報告書（添付資料を除く。）） 

【資料 6-2-5】一般社団法人リハビリテーション教育評価機構教育評価認定審査結

果について（写） 
 
 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 
  令和 2（2020）年度に IR 室を設置した。これまで、学部、大学事務局総務課、入試室、

学務課の各データ、学生の授業評価アンケート結果等の各業務単位で個別に保有してい

る各種データを収集するなど、組織としての戦略的意思決定の支援のための IR 業務を

行っている。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 6-2-6】大学ホームページ（大学紹介→情報公開→【IR 情報】） 

・ 授業評価アンケート報告書 

・ 学修成果に関するアンケート報告書 

・ 学生生活アンケート報告書 

・ 卒業時アンケート報告書 

・ 卒業生入職後アンケート報告書 

・ 就職先アンケート報告書 
【資料 6-2-7】北海道千歳リハビリテーション大学 IR 室内規 
【資料 6-2-8】IR 室の組織図 
 
 
 

https://www.chitose-reha.ac.jp/about/disclosure/evaluations.html
https://www.chitose-reha.ac.jp/about/disclosure/learning.html
https://www.chitose-reha.ac.jp/about/disclosure/student-life.html
https://www.chitose-reha.ac.jp/about/disclosure/graduation.html
https://www.chitose-reha.ac.jp/about/disclosure/entering.html
https://www.chitose-reha.ac.jp/about/disclosure/findwork.html
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（3）6－2 の改善・向上方策（将来計画） 
令和 5（2023）年度に、本学として初めての認証評価を受審した後、その結果を高等

教育の質の向上に反映させる。 
  また、IR 室に集積されたデータを活用することで、内部質保証の取組みに詳細な分析

が可能となる。 
今後とも、内部質保証のための自己点検・評価活動は、さらに客観的な評価を行える

よう真摯に対応していく。 
 
 
6－3．内部質保証の機能性 
6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組み

の確立とその機能性 
 
 
（1）6－3 の自己判定 

基準項目 6－3 を満たしている。 
 
（2）6－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
  自己点検・評価、認証評価の結果を本学の教育の質の改善に活かすためには、PDCA サ

イクルの流れを本学の制度の中に導入し、これを定着させ機能させる必要がある。 
 
  本学では、Plan（企画・計画）のサイクルにおいては、学長が定めた本学のグランドデ

ザインを指針とし、中期目標・中期計画を策定し、毎会計年度の予算及び事業計画を定

めている。 
  また、教授会は学長が決定にあたり意見を述べる機関として、教育研究に関すること

を審議することとしている他、教授会の下に委員会を設置し、①教務委員会は、授業計

画や学習支援（履修指導等）に関することを、②学生委員会は、学生生活や課外活動、

就職支援に関することを審議している他、19 の各種委員会が、それぞれの委員会規程に

基づき、Plan の機能を発揮することとしており、その審議結果については、運営協議会、

教授会に報告する体制としている。 
  このように、Plan 機能については整備され、実施している。 
 
  次に Do（実施・実行）については、学長、副学長をはじめとして、北海道千歳リハビ

リテーション大学管理運営部門（各種委員会や大学事務局）が、これに関与している。 
   
  Check（点検・評価）については、本学新設時の文部科学省（大学設置・学校法人審議

会、大学設置分科会）からの改善意見や設置計画履行状況調査による、「設置計画に基づ

いた履行状況の確認」を行っている他、完成年度の翌年度には、自己点検評価を実施し

ている。 
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Action（改善・工夫）については、本学の自己点検評価や外部評価（①外部有識者会議、

②5 年毎に受審する「一般社団法人 リハビリテーション教育評価機構」、③7 年毎に受審

する「認証評価機関（公益財団法人 日本高等教育評価機構）」）において、指摘された改

善・工夫を要する事項について、運営協議会で協議し、教授会の意見を聴きながら学長

が必要な措置を講じる仕組みとしている。 
 
開学から 7 年目を迎え、これまで、大学新設時の改善意見への対応として、①公的性

質を持つ私立大学の教職員としての自覚を促す等の目的で策定した「教育倫理綱領」、②

教育水準向上のための各種委員会の設置、諸規程の整備、③学生の教育支援を企画する

教育支援センターの新設、④入学者の安定的な確保に資するとともに、必要な企画、運

営を行う入試・広報センターの新設、⑤学修習慣定着や補講の開講等を盛り込んだフロ

ンティアプログラムの実施、⑥GPA 制度の導入、⑦本学設置の趣旨・目的を構成員に再

認識させ、高等教育をめぐる社会の変化に対応するとともに諸課題を点検し、本学の特

色と実績をさらに伸展する中期計画・中期目標の策定、⑧教員組織の編成の将来構想の

策定、⑨大型バスの導入などを行ってきた。 
今後とも、本学の内部質保証の仕組みを教育の質の向上等に機能させていく。 
 

 １）自己点検評価及び設置計画履行状況等調査（AC）の結果の活用 
大学新設時に本学の設置目的等を社会への約束として公表しており、その履行状況

については、開学（平成 29（2017）年度）から、完成年度（令和 2（2020）年度）ま

で、設置計画履行状況等調査（AC）で報告され、大学設置・学校法人審議会、大学設

置分科会の審査を受け、履行状況報告書は本学から、審査結果は文部科学省から公表

されている。 
 

【参考】 
本学は、大学設置認可時（平成 28（2016）年度）に、文部科学省から次の 3 点につ

いて、改善意見が付された。 
【文部科学省からの意見①】 
① 「設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画を確実に履行すること。ま

た、開学時から 4 年制大学にふさわしい教育研究活動を行うことはもとより、そ

の水準を一層向上させるよう努めること。」 
 

【本学からの回答】 
この意見に対し、①開学初年度（平成 29（2017）年度）に、公的性質をもつ私立大

学の教職員としての自覚を促し、教職員が遵守する「北海道千歳リハビリテーション

大学の教育倫理綱領」を定め、４年制大学にふさわしい教育研究活動を実施するため

具体的な活動方針を定めたこと ②また、教育研究の水準を一層向上させるように、

各種委員会の設置、諸規程の整備を行ったこと ③開学前からＦＤ委員会を立上げ、

教員の研究能力や教育能力の開発のため、研修会を実施するなど活動を行っているこ

と ④令和元年度も平成 29（2017）年度に定めた「教育倫理綱領」に基づき「令和元
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（2019）年度活動方針」を定めたこと ⑤教育面において、リメディアル教育等に対

応する組織（教育支援センター）を教務委員会の下に設置し、1 年次、2 年次に学習習

慣定着や必修基礎科目の補講の開講等を盛り込んだ「フロンティアプログラム」を実

施するなど、教育水準の向上に努めたことを説明し、更に⑥令和 2（2020）年度には、

設置の趣旨・目的等を踏まえ、令和 6（2024）年度までの 5 年間の中期目標、中期計

画を策定し、教育重視の大学として、一層の教育水準の向上に努めていること ⑦平

成 29（2017）年度の開学年度から定めている「年度毎の活動方針」については、令和

2（2020）年度から、「年度計画（事業計画）」として、教職員に周知したこと ⑧また、

令和 2（2020）年度に完成年度を迎えることから、本学設置の趣旨・目的を構成員に

再認識させるとともに、高等教育をめぐる社会の変化に対応するとともに諸課題を点

検し、本学の特色と実績をさらに伸展し、その使命を果たすため学長の方針としての

「北海道千歳リハビリテーション大学グランドデザイン」を策定したことを説明した。 
 

【文部科学省からの意見②】 
② 「健康科学部リハビリテーション学科において、定年規程に定める退職年齢を

超える専任教員の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨を踏まえた適切な

運用に努めるとともに、教員組織編制の将来構想について検討すること」 
 

【本学からの回答】 
この意見に対し、本学では、完成年度までの措置として、「定年延長者等に係る雇用

期間の例外規程」を設け運用していることを報告すると共に、「教員組織の編成の将来

構想について」を作成・提示した。 
この計画に沿って、令和 2（2020）年度の完成年度をもって、高齢教員 4 名が退職

し、後任人事が行われたところである。 
 

【文部科学省からの意見③】 
   ③ 「体育館が別地にあることから、教育に支障がないようにすることはもとより、

学生の課外活動等に配慮すること」 
 

【本学からの回答】 
この意見に対しては、①最寄りのバス停までのバス代金を大学が負担した他、②徒歩

で体育館まで移動する学生に対しては、近道となる経路を伝えるなどの対応をしてきた

が、③令和 3（2021）年度からは、大型バス 2 台を導入し、体育館から発着させる措置

を講じた。 
 
 

◇エビデンス集 
  【資料 6-3-1】北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証の方針【資料 3-3-10

と同じ 
【資料 6-3-2】北海道千歳リハビリテーション大学設置に係る設置計画履行状況報
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告書（62～63 頁）【資料 F-14】と同じ 
【資料 6-3-3】北海道千歳リハビリテーション大学グランドデザイン【資料 1-2-21】

と同じ 
【資料 6-3-4】定年延長者等に係る雇用期間の例外規程 
【資料 6-3-5】教員編成将来計画 

   【資料 6-3-6】大型バスの写真 
   【資料 6-3-7】バス発着時間表 

【資料 6-3-8】北海道千歳リハビリテーション大学 PDCA サイクル概念図 【資料 
3-3-11】と同じ 

 
 

２）三つのポリシーを起点とした内部質保証  
三つのポリシーは、健康科学部リハビリテーション学科として定め、学外には本学の 

ホームページで公開し、学生には、学生便覧、履修の手引きに掲載して周知徹底を行っ

ている。本学は、これらのポリシーに基づいて、教育に関する課題を教務委員会・学生

委員会等の関係委員会で検討している。  
教務委員会、学生委員会は、原則月１回開催し、教育や学修に関して、健康科学部が

持つ課題について検討を行っている。 
入試委員会は、年 10 回程度の開催であり、本学のアドミッション・ポリシーを踏まえ

入学者選抜等を検討している。 
委員会で具体化された課題改善のための取組は、運営協議会、教授会で報告・審議さ

れ、全学で共有し取組んでいる。 
また、本学が行う自己点検・評価に関する客観性・妥当性を担保し、教育研究水準の

向上を図るため、外部有識者会議を設置しており、三つのポリシーを踏まえた外部有識

者の評価や意見を聴取している。 
このように三つのポリシーを起点に、内部質保証として教育の改善・向上に反映させ

ているほか、授業評価アンケート、学修成果に関するアンケート、卒業時アンケート等

の実施・集計結果を活かした授業改善の実施等、本学の内部質保証の仕組みが機能して

いる。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 6-3-9】授業評価アンケート項目と結果 【資料 2-6-1】と同じ 
【資料 6-3-10】卒業時アンケート項目と結果 【資料 2-6-2】と同じ 
【資料 6-3-11】北海道千歳リハビリテーション大学教務委員会規程 
【資料 6-3-12】北海道千歳リハビリテーション大学学生委員会規程 
【資料 6-3-13】北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証の方針 【資料 

3-3-10】と同じ 
【資料 6-3-14】令和 4 年度 外部有識者会議議事録等（議事録、出席者名簿、出席依

頼文） 
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（3）6－3 の改善・向上方策（将来計画） 
  平成 4（2022）年 10 月施行の大学設置基準の改正の趣旨である「学修者本位実現の考

え方を「質保証システム」へと反映させること」を実践するためには、教職協働の実効

性を高める必要性を認識し、大学設置基準第 7 条（教育研究実施組織等）に定める大学

の事務組織の在り方を含め検討を行い、高等教育機関としての内部質保証のための組織

が一層機能するよう改善に努める。 
   
 

［基準 6 の自己評価］ 
内部質保証は、その方針を定め、学長・副学長及び事務局長等による大学執行部、学

部長及び学科長による学部執行部、各センター及び運営協議会の責任体制が整備されて

おり、適切な組織運営が行われている。 
また、法人との連絡調整機能を有する常務会において、中期計画の実効性を高めるた

め協議を実施している。 
令和 2（2020）年度から IR 業務を主とした IR 室を設置し、本学の内部質保証の中核

を担う運営協議会を支援する組織として機能している。 
完成年度を超えた大学として、今後とも、学長の意思決定のための情報提供、戦略的

な提案に取り組む。 
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Ⅳ．大学が独自に設定した基準による自己評価 
基準 A．地域連携 
A－1．建学の精神に基づいた地域連携の推進 
A-1-① 地域連携の取組の体制の強化 
A-1-② 自治体等との連携協定に基づく地域連携事業の推進 
 
（1）A－1 の自己判定 

基準項目 A－1 を満たしている。 
 
（2）A－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

A-1-① 地域連携の取組の体制の強化 
大学の使命の 3 本柱は、教育、研究、社会（地域）貢献と認識している。 
本学は、「障がい予防リハビリテーションを確立していくための創造的研究の推進」

を大学教育の特色に挙げていることもあって、地域住民の障がい予防や健康増進に関す

る社会貢献活動が盛んである。 
具体的な活動は、①健康増進教室の開催、②こどもカフェの開催、③高齢者自動車運

転支援講習会、④ふまねっと運動、⑤スポーツ障がい予防教室、⑥高齢者を対象とした

機能低下予防（体力／脳力測定会）活動、⑦千歳市、社会福祉協議会主催行事への積極

的な参加等が行われている。 
また、⑧千歳市出前講座・道民カレッジでの講座開設も登録している他、⑨高校出前

講義リストを道内高校に提示し、入学者確保の一助としている。 
 
 

◇エビデンス集 
【資料 A-1-1】康増進教室の概要（概念図、参加者数、写真） 【資料 1-1-14】と

同じ 
【資料 A-1-2】こどもカフェの開催実績 【資料 3-2-17】と同じ 
【資料 A-1-3】高齢者自動車運転支援事業の開催実績 
【資料 A-1-4】ふまねっと運動開催報告書【資料 3-2-16】と同じ 
【資料 A-1-5】スポーツ障がい予防教室の実績 【資料 3-2-15】と同じ 
【資料 A-1-6】高齢者を対象とした機能低下予防活動の実績 
【資料 A-1-7】千歳市出前講座・道民カレッジの講座開設状況（2022 年度） 

   【資料 A-1-8】高校出前講義リスト 
 
 
 A-1-② 自治体等との連携協定に基づく地域連携事業の推進 

本学は、開設年度の翌年（平成 30（2018）年 5 月）、北海道庁が主催している「北海

道健康づくり協働宣言実施団体」に登録している。 
これは、北海道が北海道健康増進計画『すこやか北海道 21』で、道民の健康づくりを

推進しており、道民の健康づくりを応援する関係機関や関係団体の役割を明確に示すた
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めの重点的な取組を北海道健康づくり協働宣言として示したもので、現在 70 の団体の

健康増進活動が登録されている。 
北海道内の大学で、この活動に登録している私立大学は、本学のみである。 
 
また、①令和 3（2021）年度（12 月 24 日）には、社会福祉法人千歳市社会福祉協議

会と、本学で初となる包括連携協定を締結し、介護人材や地域で障がい予防に取り組む

「健康増進リーダー」の育成など 5 項目の内容を盛り込み、②令和 4（2022）年７月に

は、「地域医療活動の一層の充実と質の向上を促進するため」社会医療法人平成醫塾苫

小牧東病院との間で包括連携協定を締結し、地域におけるリハビリテーション医療の向

上と健康増進に関すること、学生の教育機会に提供に関することなど 5 項目の連携事項

を定めた他、③令和 4（2022）年度からは、札幌市近隣の北広島市において、北広島市

「にし高齢者支援センター」と連携して、新型コロナウイルス下の「高齢者の巣ごも

り」の影響の有無を調査し、今後の健康増進につなげる高齢者を対象とした機能低下予

防（体力／脳力測定会活動）「きたひろ健康測定会」を開催するなど、本学所在地及び

近郊都市との地域連携推進の強化を図っている。 
 

 
◇エビデンス集 

【資料 A-1-9】北海道健康づくり協働宣言実施団体登録証 
【資料 A-1-10】千歳市社会福祉協議会との連携協定書 
【資料 A-1-11】新聞記事「巣ごもり健康にどう影響」（北海道新聞電子版） 

 【資料 A-1-12】新聞記事「市民の健康増進へ協定」（北海道新聞） 
 【資料 A-1-13】苫小牧東病院との連携協定書 

   【資料 A-1-14】新聞記事「地域医療発展へ連携協定」（苫小牧民報） 
 
 
（3）A－1 の改善・向上方策（将来計画） 

今後とも、地域住民の健康増進・障がい予防活動が、本学と連携する地域等が共創的

な成果が得られるのか、また、本学にとって学生の教育・研究に資する連携活動になり

得るのかを精査しながら、産学連携研究センターを中心に鋭意活動を継続していく。 
 
 

［基準 A の自己評価］  
本学の地域連携活動は、多岐にわたり継続的に実施されている。これは、リハビリ

テーション学を教授する大学として、学生に人と接する機会を提供するものであると

同時に、学生の実践の場としても有効である。今後とも、産学連携センターを中心に

活動を行っていく。 
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Ⅴ．特記事項 

1．若手教員の研究活動支援 
  研究活動については、特に若手教員の育成に力を注いでおり、研究費の配分の他、イ

ンセンティブ研究費 270 万円、卒業研究に 170 万円、奨励研究 100 万円を確保し、教員

の研究活動への支援と刺激を与えている。 
若手教員も大学の支援に応じるように、研究活動を活性化させており、大学となって

初めて応募対象となった文部科学省科学研究費助成事業への応募数が初年度は若手教員

を中心に 16 件、採択数が 7 件となった。科学研究費助成事業等による外部資金導入以

外では、これまで、①随筆論文が海外の学会での受賞（（アメリカスポーツ整形外科学

会）（AOSSM）の 2017 年の T. David Sisk Award (Best International Paper)）が 1 件、②ポ

スター発表での受賞（（第 20 回ヨーロッパ整形外科学会）ジャック・デュパルク賞

（EFORT Jacques Duparc Award 2019））が 1 件、③海外での論文発表（スイス・ジュネ

ーブ市にて行われた世界理学療法士連盟学会)が 1 件、④「PLOS ONE」に掲載した論

文が、2018 年に発表された同誌内で被引用数トップ 10％にランクインが 1 件、国内の

学会等においても、⑤優秀演題賞（口述部門）を受賞（第 69 回 北海道理学療法士学

術大会）、⑥日本予防理学療法学会最優秀演題賞を受賞した他、⑦国際誌へ論文の掲載

が 5 件、⑧国内学会での研究発表（第 8 回日本サルコペニア・フレイル学会大会）や⑨

シンポジストを務める（第 46 回日本足の外科学会学術集会）等の実績をあげている。 
 

2. 海外研修の実施 

令和４（2022）年 8 月 15 日（月）から 8 月 19 日（金）の 5 日間にわたり、オンラ

インによる海外研修を行い、12 名の学生が参加した。 
この海外研修プログラムは、海外の医療について学ぶ機会を提供し、国際的な教養

と視野を備えた理学療法士・作業療法士を養成するため、2022 年度からスタートし

た。 
ニュージーランドの「ワイカト工科大学（Waikato Institute of Technology）」の協力の

もと、コロナウイルスの感染状況を踏まえて、オンラインで開催され、プログラムの

目的は、医療英語のレッスン、海外（ニュージーランド）の文化や医療制度に関する

講義、現地の学生や医療関係者の方々との交流を通じて、医学英語の基礎力向上とと

もに、医療人としての国際性を身につけることである。 
初日に歓迎とニュージーランドについての紹介、ニュージーランドの医療用語や医

療制度について学んだあと、2 日目以降は、ニュージーランドの文化について、理学療

法・作業療法の英語表現、ニュージーランドのプライマリーヘルス、オンラインでの

臨床演習やディスカッションなどが行われた。 
参加した学生のアンケートでは、「楽しい 5 日間でした！」「今後も英語で話す機会

があれば、積極的にかかわっていきたいです」「また機会があれば参加したい」「楽し

かったので次も予定があったら参加してみたい」との声があるなど好評であり、次年

度以降も、海外研修プログラムを実施していく予定である。 
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Ⅵ．法令等の遵守状況一覧 
 

学校教育法 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 83 条 〇 
学則第 1 条に学校基本法及び学校教育法に基づき建学の精神の下

に大学の目的を明記している。 
1-1 

第 85 条 〇 学則第 3 条に健康科学部の設置を明記している。 1-2 

第 87 条 〇 学則第 5 条に修業年限を 4 年と定めている。 3-1 

第 88 条 ― 該当せず。 3-1 

第 89 条 ― 該当せず。 3-1 

第 90 条 〇 
学則第 21条に学校教育法の定めに準ずる内容で入学資格を明記し

ている。 
2-1 

第 92 条 〇 学則第 51 条で明記している。 

3-2 

4-1 

4-2 

第 93 条 〇 学則第 54 条で明記している。 4-1 

第 104 条 〇 学則第 38 条で明記している。 3-1 

第 105 条 ― 該当せず。 3-1 

第 108 条 ― 該当せず。 2-1 

第 109 条 〇 学則第 2 条で明記し、本学ホームページで公表している。 6-2 

第 113 条 〇 本学ホームページで公表している。 3-2 

第 114 条 〇 事務組織規程及び事務分掌規程、就業規則で明記している。 
4-1 

4-3 

第 122 条 ― 該当せず。 2-1 

第 132 条 ― 該当せず。 2-1 

 
 
 
学校教育法施行規則 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 4 条 〇 学則に学校教育法施行規則が定める事項について明記している。 
3-1 

3-2 

第 24 条 ― 該当せず。 3-2 

第 26 条 

第 5 項 
〇 

学則第 36 条（除籍）、学則第 43 条（懲戒）を定め、学長が教授会

の意見を聴いて行うことを明記している。 
4-1 

第 28 条 〇 大学の各担当部署において備えている。 3-2 

第 143 条 〇 大学教授会規程で教授会内委員会の設置を規定している。 4-1 
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第 146 条 〇 
学則第 40 条に科目等履修生の受入を規定し、科目等履修生規程で

単位認定について明記している。 
3-1 

第 147 条 〇 
学則、学生便覧に学校教育法施行規則が定める事項について明記

している。 
3-1 

第 148 条 ― 該当せず。 3-1 

第 149 条 ― 該当せず。 3-1 

第 150 条 〇 入学資格は学校教育法施行規則に則り学則第 21 条に定めている。 2-1 

第 151 条 ― 該当せず。 2-1 

第 152 条 ― 該当せず。 2-1 

第 153 条 ― 該当せず。 2-1 

第 154 条 ― 該当せず。 2-1 

第 161 条 ― 該当せず。 2-1 

第 162 条 ― 該当せず。 2-1 

第 163 条 〇 学則第 8 条で明記している。 3-2 

第 163 条の 2 〇 学則第 40 条、科目等履修生規程で明記している。 3-1 

第 164 条 ― 該当せず。 3-1 

第 165 条の 2 〇 
学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成

及び実施の方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者受入の方針（ア

ドミッション・ポリシー）を学部・学科で定めている。 

1-2 

2-1 

3-1 

3-2 

6-3 

第 166 条 〇 学則 2 条及び自己点検・評価委員会規程で明記している。 6-2 

第 172 条の 2 〇 本学ホームページで公表している。 

1-2 

2-1 

3-1 

3-2 

5-1 

第 173 条 〇 学則第 38 条に明記している。 3-1 

第 178 条 ― 該当せず。高等専門学校からの編入学制度は設けていない。 2-1 

第 186 条 ― 該当せず。専修学校からの編入学制度は設けていない。 2-1 

 

大学設置基準  

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 1 条 〇 
大学設置基準を、大学を設置するのに必要な最低の基準と心得、向

上に努めている。 

6-2 

6-3 

第 2 条 〇 学則第 1 条、第 4 条に明記している。 
1-1 

1-2 

第 2 条の 2 〇 入学試験員会に、出題採点部会、試験実施部会、合否判定会議を設 2-1 
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け、事務組織として入試・広報室を設置するなど、適切な体制で行

っている。 

第 3 条 〇 
健康科学部は、教育研究上適当な規模内容であり、教員組織、事務

組織も適当である。 
1-2 

第 4 条 〇 学部には専攻により学科を設けている。（学則第 3 条第 2 項） 1-2 

第 5 条 ― 該当せず。 1-2 

第 6 条 ― 該当せず。 

1-2 

3-2 

4-2 

第 7 条 〇 

第１項については、健康科学部リハビリテーション学科、理学療法

学専攻、作業療法学専攻に大学設置基準に定める教員及び事務職

員等からなる教育研究実施組織を置いている。 

第 2 項、第 3 項については、学長が重要な意思形成を行うに当た

り、学長を中心に、副学長、学部長、学科長、事務局長、各センタ

ー長等で構成する運営協議会を置き、教授会、各種委員会を活用

し、健康科学部と連携・協力をしながら、教育、研究、社会貢献、

産学連携、課外活動、経営・管理、学生・教職員の福利厚生等の大

学の諸活動の見直しを継続的に行う仕組みを構築している。 

第 4 項については、大学運営に係る重要な意思形成を行うに当た

り，事前に意見を聴取し，本学の教育の質の保証及び向上を推進す

るため，教職協働組織を設置し、総務課（総務担当、会計担当、企

画担当の構成）、入試・広報課、学務課が必要な業務に対応してい

る。 

第 5 項については、臨床実習や障がい予防に関する教育研究活動

やリハビリテーション関連の社会貢献活動に学生を参加させてい

る。 

第 6 項については、専任教員 25 名は、年齢 30 代から 60 代に分散

されており、年齢構成に配慮している。 

2-2 

2-3 

2-4 

3-2 

4-1 

4-2 

4-3 

第 8 条 〇 

教育上主要と認める授業科目には、専任の教授、准教授、その他の

科目については、専任の講師、助教や非常勤講師に担当させてい

る。 

実技を伴う授業科目を助手に補助させることで予定している。 

3-2 

4-2 

第 9 条 ― 該当せず。 
3-2 

4-2 

第 10 条 

（旧第 13 条） 
〇 専任教員数は、教授数も含めて充足している。 

3-2 

4-2 

第 11 条 〇 

第１項については、SD 研修を実施している他、学外の研修会にも

参加させている。 

第 2 項については、学則第 13 条に「教育内容等の改善のための組

3-2 

3-3 

4-2 



北海道千歳リハビリテーション大学 
 

85 

織的な研修等」を規定し、自己点検評価、教員業務評価、学生の授

業評価及び FD を実施している。 

第 3 項については、健康増進教室等の大学の事業実施前に必要な

研修を行っている。 

4-3 

第 12 条 〇 
学長選考会議規程に定める資格（大学設置基準第 13 条の 2 の規定

を準用）を十分有している。 
4-1 

第 13 条 〇 本学教員選考基準第 3 条に教授となる者の資格を明示している。 
3-2 

4-2 

第 14 条 〇 本学教員選考基準第 4条に准教授となる者の資格を明示している。 
3-2 

4-2 

第 15 条 〇 本学教員選考基準第 5 条に講師となる者の資格を明示している。 
3-2 

4-2 

第 16 条 〇 本学教員選考基準に第 6条に助教となる者の資格を明示している。 
3-2 

4-2 

第 17 条 〇 本学教員選考基準に第 7条に助手となる者の資格を明示している。 
3-2 

4-2 

第 18 条 〇 学則第 3 条第 3 項で明示している。 2-1 

第 19 条 〇 学則第 10 条で明示している。 3-2 

第 19 条の 2 ― 該当せず。 3-2 

第 20 条 〇 学則第 10 条で明示している。 3-2 

第 21 条 〇 学則第 14 条で明示している。 3-1 

第 22 条 〇 学則第 12 条で明示している。 3-2 

第 23 条 〇 

学則第 14 条で明示している。 

健康科学部の教育課程により、科目の授業が 8 週から 15 週単位を

基本としている。 

3-2 

第 24 条 〇 
授業形態や教室の収容人数を踏まえ、教育効果を十分にあげられ

るようクラス分けを行うなど、対応している。 
2-5 

第 25 条 〇 学則第 11 条に明示している。 
2-2 

3-2 

第 25 条の 2 〇 
全ての授業科目においてシラバスを作成し、Web サイトで明示し

ている。 
3-1 

第 26 条 ― 該当せず。 3-2 

第 27 条 〇 学則第 19 条に明記している。 3-1 
第 27 条の 2 〇 履修の手引きに 1 年間の履修科目の登録上限を明示している。 3-2 

第 27 条の 3 ― 該当せず。 3-1 

第 28 条 〇 学則第 15 条に明記している。 3-1 
第 29 条 ― 該当せず。 3-1 
第 30 条 〇 学則第 16 条に明示している。 3-1 
第 30 条の 2 ― 該当せず。 3-2 
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第 31 条 〇 学則第 40 条に明記し、科目等履修生規程に詳細を規定している。 
3-1 

3-2 

第 32 条 〇 
学則第 37 条及び教育課程等の概要、履修の手引きに明示してい

る。 

3-1 

第 33 条 ― 該当せず。 3-1 

第 34 条 〇 
教育にふさわしい環境をもち、学生が休息に利用するための空地

も備えている。 

2-5 

第 35 条 〇 隣接地に体育館を備えている。 2-5 
第 36 条 〇 校舎等施設は、全て備えている。 2-5 

第 37 条 〇 
認証評価共通基礎データ様式【大学用】様式 1 のとおり、十分満

たしている。 

2-5 

第 37 条の 2 〇 
認証評価共通基礎データ様式【大学用】様式 1 のとおり、十分満

たしている。 

2-5 

第 38 条 〇 大学で備えるべき資料、専門的職員等、全て備えている。 2-5 
第 39 条 ― 該当せず。 2-5 
第 39 条の 2 ― 該当せず。 2-5 
第 40 条 〇 必要な機械、器具、標本を備えている。 2-5 

第 40 条の 2 ― 該当せず。 2-5 

第 40 条の 3 〇 
毎年度、教育研究環境の整備に必要な経費は予算化し、専任教員に

は個人研究費を配分している。 

2-5 

4-4 

第 40 条の 4 〇 大学名、学部、学科の名称は、教育研究上の目的に合致している。 1-1 

第 41 条 ― 該当せず。 3-2 

第 42 条 ― 該当せず。 1-2 

第 42 条の 2 ― 該当せず。 2-1 

第 42 条の 3 ― 該当せず。 4-2 

第 42 条の 4 ― 該当せず。 3-2 

第 42 条の 5 ― 該当せず。 4-1 

第 42 条の 6 ― 該当せず。 3-2 

第 42 条の 7 ― 該当せず。 2-5 

第 42 条の 8 ― 該当せず。 3-1 

第 42 条の 9 ― 該当せず。 3-1 

第 42 条の 10 ― 該当せず。 2-5 

第 43 条 ― 該当せず。 3-2 

第 44 条 ― 該当せず。 3-1 

第 45 条 ― 該当せず。 3-1 

第 46 条  ― 該当せず。 
3-2 

4-2 

第 47 条 ― 該当せず。 2-5 

第 48 条 ― 該当せず。 2-5 
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第 49 条 ― 該当せず。 2-5 

第 49 条の 2 ― 該当せず。 3-2 

第 49 条の 3 ― 該当せず。 4-2 

第 49 条の 4 ― 該当せず。 4-2 

第 58 条 ― 該当せず。 1-2 

第 59 条 ― 該当せず。 2-5 

第 61 条 ― 該当せず。 

2-5 

3-2 

4-2 

 
学位規則 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 2 条 〇 学則第 38 条に学士の学位授与が明示されている。 3-1 

第 10 条 〇 
学則第 38 条に学士（理学療法学），学士（作業療法学）の名称が明

示されている。 
3-1 

第 10 条の 2 ― 該当せず。 3-1 

第 13 条 〇 
学則及び履修の手引きに卒業認定について明示されており，卒業を

認定した者に学位を授与することが明示されている。 
3-1 

 
私立学校法  

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 24 条 ○ 
本法人は、運営基盤の強化を図るとともに、教育の質の向上及びそ 

の運営の透明性を確保し、適切に運営している。 
5-1 

第 26 条の 2 ○ 
本法人は、私立学校法を遵守し、理事、監事、評議員、職員、その 

他の関係者に対し特別の利益供与を行っていない。 
5-1 

第 33 条の 2 ○ 
寄附行為の備置き及び閲覧については、寄附行為第 40 条第 2 項に

規定され、適切に運用している。 
5-1 

第 35 条 ○ 寄附行為第 5 条に役員について定めている。 
5-2 

5-3 

第 35 条の 2 ○ 役員は、学校法人淳心学園寄附行為の条文に従っている。 
5-2 

5-3 

第 36 条 ○ 寄附行為第 19 条に理事会について定めている。 5-2 

第 37 条 ○ 
寄附行為第 13 条、第 14 条、第 15 条、第 18 条に役員の職務等に 

ついて定めている。 

5-2 

5-3 

第 38 条 ○ 寄附行為第 6 条、第 7 条に役員の選任について定めている。 5-2 

第 39 条 ○ 寄附行為第 8 条に定めている。 5-2 

第 40 条 ○ 寄附行為第 10 条に役員の補充について定めている。 5-2 
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第 41 条 ○ 寄附行為第 22 条に評議員会について定めている。 5-3 

第 42 条 ○ 寄附行為第 24 条に諮問事項について定めている。 5-3 

第 43 条 ○ 寄附行為第 25 条に意見具申等について定めている。 5-3 

第 44 条 ○ 寄附行為第 26 条に評議員の選任について定めている。 5-3 

第 44 条の 2 ○ 
私立学校法の規定するところにより、役員の学校法人に対する賠償 

責任について遵守している。 

5-2 

5-3 

第 44 条の 3 ○ 
私立学校法の規定するところにより、役員の第三者に対する損害賠 

償責任について遵守している。 

5-2 

5-3 

第 44 条の 4 ○ 
私立学校法の規定するところにより、役員の連帯責任について遵守 

している。 

5-2 

5-3 

第 44 条の 5 ○ 
私立学校法の規定するところにより、一般社団・財団法人法の規定

の準用について遵守している。 

5-2 

5-3 

第 45 条 ○ 寄附行為第 47 条に寄附行為の変更について定めている。 5-1 

第 45 条の 2 ○ 
寄附行為第 37 条に予算、事業計画及び事業に関する中期的な計画

について定めている。 

1-2 

5-4 

6-3 

第 46 条 ○ 
寄附行為第 39 条に評議員会に対する決算時等の報告について定め

ている。 
5-3 

第 47 条 ○ 
寄附行為第 40 条に財産目録等の備付け及び閲覧について定めてい 

る。 
5-1 

第 48 条 ○ 寄附行為第 12 条に役員の報酬について定めている。 
5-2 

5-3 

第 49 条 ○ 寄附行為第 43 条に会計年度について定めている。 5-1 

第 63 条の 2 ○ 寄附行為第 41 条に情報の公表について定めている。 5-1 

 
学校教育法（大学院関係）【該当なし】 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 99 条   1-1 

第 100 条   1-2 

第 102 条   2-1 

 
学校教育法施行規則（大学院関係）【該当なし】 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 155 条   2-1 

第 156 条   2-1 
第 157 条   2-1 
第 158 条   2-1 
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第 159 条   2-1 
第 160 条   2-1 

 
 
大学院設置基準【該当なし】 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 1 条   
6-2 

6-3 

第 1 条の 2   
1-1 

1-2 

第 1 条の 3   2-1 

第 2 条   1-2 

第 2 条の 2   1-2 

第 3 条   1-2 
第 4 条   1-2 
第 5 条   1-2 
第 6 条   1-2 
第 7 条   1-2 

第 7 条の 2   

1-2 

3-2 

4-2 

第 7 条の 3   

1-2 

3-2 

4-2 

第 8 条   
3-2 

4-2 

第 9 条   
3-2 

4-2 

第 9 条の 3   

3-2 

3-3 

4-2 

4-3 

第 10 条   2-1 

第 11 条   3-2 

第 12 条   
2-2 

3-2 

第 13 条   
2-2 

3-2 
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第 14 条   3-2 

第 14 条の 2   3-1 

第 15 条   

2-2 

2-5 

3-1 

3-2 

第 16 条   3-1 

第 17 条   3-1 

第 19 条   2-5 

第 20 条   2-5 

第 21 条   2-5 

第 22 条   2-5 

第 22 条の 2   2-5 

第 22 条の 3 
  

2-5 

4-4 

第 22 条の 4   1-1 

第 23 条   
1-1 

1-2 

第 24 条   2-5 

第 25 条   3-2 

第 26 条   3-2 

第 27 条   
3-2 

4-2 

第 28 条   

2-2 

3-1 

3-2 

第 29 条   2-5 

第 30 条   
2-2 

3-2 

第 30 条の 2   3-2 

第 31 条   3-2 

第 32 条   3-1 

第 33 条   3-1 

第 34 条   2-5 

第 34 条の 2   3-2 

第 34 条の 3   4-2 

第 42 条   2-3 

第 43 条   2-4 

第 45 条   1-2 
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第 46 条   
2-5 

4-2 

 
 
専門職大学院設置基準【該当なし】 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 1 条   
6-2 

6-3 

第 2 条   1-2 

第 3 条   3-1 

第 4 条   
3-2 

4-2 

第 5 条   
3-2 

4-2 

第 5 条の 2   

3-2 

3-3 

4-2 

第 6 条   3-2 
第 6 条の 2   3-2 

第６条の 3   3-2 

第 7 条   2-5 

第 8 条   
2-2 

3-2 

第 9 条   
2-2 

3-2 

第 10 条   3-1 

第 11 条   

3-2 

3-3 

4-2 

第 12 条   3-2 

第 13 条   3-1 

第 14 条   3-1 

第 15 条   3-1 

第 16 条   3-1 

第 17 条   

1-2 

2-2 

2-5 

3-2 
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4-2 

4-3 

第 18 条   

1-2 

3-1 

3-2 

第 19 条   2-1 

第 20 条   2-1 

第 21 条   3-1 

第 22 条   3-1 

第 23 条   3-1 

第 24 条   3-1 

第 25 条   3-1 

第 26 条   

1-2 

3-1 

3-2 

第 27 条   3-1 

第 28 条   3-1 

第 29 条   3-1 

第 30 条   3-1 

第 31 条   3-2 

第 32 条   3-2 

第 33 条   3-1 

第 34 条   3-1 

第 42 条   
6-2 

6-3 

 
学位規則（大学院関係）【該当なし】 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 3 条   3-1 

第 4 条   3-1 

第 5 条   3-1 

第 12 条   3-1 

 
大学通信教育設置基準【該当なし】 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 1 条   
6-2 

6-3 
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第 2 条   3-2 

第 3 条   
2-2 

3-2 

第 4 条   3-2 

第 5 条   3-1 

第 6 条   3-1 

第 7 条   3-1 

第 8 条   
3-2 

4-2 

第 9 条   2-5 

第 10 条   2-5 

第 11 条   
2-2 

3-2 

第 12 条   
2-2 

3-2 

第 13 条   
6-2 

6-3 

※「遵守状況」の欄に、法令等の遵守の状況を「○」「×」で記載し、該当しない場合は「―」で記載するこ

と。 

※「遵守状況の説明」は簡潔に記載すること。 

※大学院等を設置していないなど、組織自体がない場合は、法令名の横に「該当なし」と記載すること。 
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Ⅶ．エビデンス集一覧 
エビデンス集（データ編）一覧 

コード タイトル 備考 
【共通基礎】 認証評価共通基礎データ  

【表 F-1】 理事長名、学長名等  

【表 F-2】 附属校及び併設校、附属機関の概要 該当なし 
【表 F-3】 外部評価の実施概要  

【表 2-1】 学部、学科別在籍者数（過去 5 年間）  

【表 2-2】 研究科、専攻別在籍者数（過去 3 年間） 該当なし 
【表 2-3】 学部、学科別退学者数及び留年者数の推移（過去 3 年間）  

【表 2-4】 就職相談室等の状況  

【表 2-5】 就職の状況（過去 3 年間）  

【表 2-6】 卒業後の進路先の状況（前年度実績）  

【表 2-7】 大学独自の奨学金給付・貸与状況（授業料免除制度）（前年度実績）  

【表 2-8】 学生の課外活動への支援状況（前年度実績）  

【表 2-9】 学生相談室、保健室等の状況  

【表 2-10】 附属施設の概要（図書館除く） 該当なし 
【表 2-11】 図書館の開館状況  

【表 2-12】 情報センター等の状況  

【表 3-1】 授業科目の概要  

【表 3-2】 成績評価基準  

【表 3-3】 修得単位状況（前年度実績）  

【表 3-4】 年間履修登録単位数の上限と進級、卒業（修了）要件（単位数）  

【表 4-1】 学部、学科の開設授業科目における専兼比率  

【表 4-2】 職員数と職員構成（正職員・嘱託・パ-ト・派遣別、男女別、年齢別）  
【表 5-1】 財務情報の公表（前年度実績）  

【表 5-2】 事業活動収支計算書関係比率（法人全体のもの）  

【表 5-3】 事業活動収支計算書関係比率（大学単独）  

【表 5-4】 貸借対照表関係比率（法人全体のもの）  
【表 5-5】 要積立額に対する金融資産の状況（法人全体のもの）（過去 5 年間）  

※該当しない項目がある場合は、備考欄に「該当なし」と記載。 
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エビデンス集（資料編）一覧 
基礎資料 

コード 
タイトル  

該当する資料名及び該当ページ 備考 

【資料 F-1】 
寄附行為（紙媒体） 
学校法人淳心学園 寄附行為  

【資料 F-2】 
大学案内 
大学案内「北海道千歳リハビリテーション大学」  

【資料 F-3】 
大学学則、大学院学則（紙媒体） 
北海道千歳リハビリテーション大学 学則  

【資料 F-4】 
学生募集要項、入学者選抜要綱 
令和 5 年度 学生募集要項  

【資料 F-5】 
学生便覧 
学生便覧 第 7 版（2023 年 4 月改訂）  

【資料 F-6】 
事業計画書 
学校法人淳心学園 2023 年度事業計画  

【資料 F-7】 
事業報告書 
学校法人淳心学園 2022 年度事業報告書  

【資料 F-8】 
アクセスマップ、キャンパスマップなど 
交通アクセスマップ 
北海道千歳リハビリテーション大学キャンパス 

 

【資料 F-9】 
法人及び大学の規定一覧及び規定集（電子データ） 
学校法人淳心学園規程一覧、規程一式 
北海道千歳リハビリテーション大学規程一覧、規程一式 

 

【資料 F-10】 

理事、監事、評議員などの名簿（外部役員・内部役員）及び理事会、評議員会の前年度開催

状況（開催日、開催回数、出席状況など）がわかる資料 
学校法人淳心学園 役員名簿 
学校法人淳心学園 評議員名簿 
理事会の開催状況（2022 年度） 
評議員会の開催状況（2022 年度） 

 

【資料 F-11】 
決算等の計算書類（過去 5 年間）及び監事監査報告書（過去 5 年間） 
計算書類（2018 年度～2022 年度） 
監事監査報告書（2018 年度～2022 年度） 

 

【資料 F-12】 
履修要項、シラバス（電子データ） 
健康科学部 リハビリテーション学科 シラバス  

【資料 F-13】 
三つのポリシー一覧（策定単位ごと） 
学生便覧 第 7 版（2023 年 4 月改訂）（3 頁～5 頁） 【資料 F-5】と同じ 

【資料 F-14】 

設置計画履行状況等調査結果への対応状況（直近のもの） 
北海道千歳リハビリテーション大学【認可】設置に係る設置計

画履行状況報告書（学校法人淳心学園 令和 2 年 5 月 1 日現

在） 
 

【資料 F-15】 
認証評価で指摘された事項への対応状況（直近のもの） 
該当なし（今回が開学後第 1 回目の受審のため）  
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基準 1．使命・目的等 
基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 
1-1．使命・目的及び教育目的の設定 
【資料 1-1-1】 北海道千歳リハビリテーション大学学則 【資料 F-3】と同じ 
【資料 1-1-2】 学生便覧（3 頁～5 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 1-1-3】 大学案内（1 頁～47 頁） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 1-1-4】 令和 5 年度学生募集要項（1 頁） 【資料 F-4】と同じ 
【資料 1-1-5】 大学ホームページ（大学紹介→教育理念、大学ポリシー）  

【資料 1-1-6】 
大学設置認可申請書「設置の趣旨を記載した書類」（13 頁大学

の特色に記載） 
 

【資料 1-1-7】 北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 4 条） 【資料 F-3】と同じ 

【資料 1-1-8】 教育倫理綱領  
【資料 1-1-9】 大学案内（5 頁） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 1-1-10】 学生便覧（17 頁・27 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 1-1-11】 大学ホームページ（大学紹介→学びの特色）  
【資料 1-1-12】 健康科学部で養成される能力（大学案内 5 頁も参照） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 1-1-13】 学部の教育課程（カリキュラム）  
【資料 1-1-14】 健康増進教室の概要（概要図、参加人数、写真）  
【資料 1-1-15】 北海道健康増進計画「すこやか北海道 21」  
【資料 1-1-16】 大学案内（健康増進教室、地域貢献事業 8 頁～15 頁） 【資料 F-2】と同じ 

【資料 1-1-17】 大学ホームページ（大学紹介→教育理念）  

1-2．使命・目的及び教育目的の反映 
【資料 1-2-1】 北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 1 条） 【資料 F-3】と同じ 
【資料 1-2-2】 教育倫理綱領 【資料 1-1-8】と同じ 
【資料 1-2-3】 学生便覧（教育目標：表紙裏、三つの方針等：3 頁～5 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 1-2-4】 履修の手引き（1 頁～4 頁）  

【資料 1-2-5】 大学案内（24 頁） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 1-2-6】 大学ホームページ（大学紹介→大学ポリシー）  
【資料 1-2-7】 オープンキャンパス説明資料  
【資料 1-2-8】 進学相談会配布資料（大学案内） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 1-2-9】 北海道千歳リハビリテーション大学中期目標・計画  
【資料 1-2-10】 学生便覧（3 頁～5 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 1-2-11】 令和 5 年度学生募集要項（1 頁、アドミッション・ポリシー） 【資料 F-4】と同じ 

【資料 1-2-12】 大学ホームページ（大学紹介→大学ポリシー） 【資料 1-2-6】と同じ 

【資料 1-2-13】 令和 5 年度北海道千歳リハビリテーション大学教育研究組織図  

【資料 1-2-14】 
北海道千歳リハビリテーション大学における講座等に関する

規程 
 

【資料 1-2-15】 北海道千歳リハビリテーション大学図書館規程  
【資料 1-2-16】 北海道千歳リハビリテーション大学学生支援センター規程  
【資料 1-2-17】 北海道千歳リハビリテーション大学情報センター規程  

【資料 1-2-18】 
北海道千歳リハビリテーション大学産学連携研究センター規

程 
 

【資料 1-2-19】 北海道千歳リハビリテーション大学入試・広報センター内規  
【資料 1-2-20】 北海道千歳リハビリテーション大学教育支援センター内規  
【資料 1-2-21】 北海道千歳リハビリテーション大学グランドデザイン  
【資料 1-2-22】 北海道千歳リハビリテーション大学中期目標・計画 【資料 1-2-9】と同じ 
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基準 2．学生 
基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 
2-1．学生の受入れ 
【資料 2-1-1】 大学ホームページ（大学紹介→大学ポリシー） 【資料 1-2-6】と同じ 
【資料 2-1-2】 学生便覧（3 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 2-1-3】 令和 5 年度学生募集要項（1 頁） 【資料 F-4】と同じ 
【資料 2-1-4】 大学案内（24 頁） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 2-1-5】 履修の手引き（4 頁） 【資料 1-2-4】と同じ 
【資料 2-1-6】 オープンキャンパス時の入試説明資料 【資料 1-2-7】と同じ 
【資料 2-1-7】 北海道千歳リハビリテーション大学事務組織規程（第 18 条）  
【資料 2-1-8】 北海道千歳リハビリテーション大学入学試験委員会規程  
【資料 2-1-9】 北海道千歳リハビリテーション大学入試・広報センター内規 【資料 1-2-19】と同じ 
【資料 2-1-10】 入試・広報センター概念図  
【資料 2-1-11】 令和 4 年度大学オープンキャンパス参加状況  
【資料 2-1-12】 オープンキャンパス参加者アンケート結果（令和 4 年度）  
【資料 2-1-13】 令和 5 年度入試結果【試験区分別】  
【資料 2-1-14】 新入生アンケートの結果  
【資料 2-1-15】 北海道千歳リハビリテーション大学入試・広報センター内規 【資料 1-2-19】と同じ 
【資料 2-1-16】 入試・広報センター概念図 【資料 2-1-10】と同じ 
【資料 2-1-17】 令和 4 年度大学オープンキャンパス参加状況 【資料 2-1-11】と同じ 
【資料 2-1-18】 オープンキャンパス参加者アンケート結果（令和 4 年度） 【資料 2-1-12】と同じ 
【資料 2-1-19】 北海道千歳リハビリテーション大学グランドデザイン 【資料 1-2-21】と同じ 
【資料 2-1-20】 教育倫理綱領 【資料 1-1-8】と同じ 
【資料 2-1-21】 入学者数一覧（平成 29 年度から令和 5 年度）  
【資料 2-1-22】 新聞記事（道内大学再編の動き加速：北海道新聞）（参考）  
2-2．学修支援 
【資料 2-2-1】 北海道千歳リハビリテーション大学教育支援センター内規 【資料 1-2-20】と同じ 
【資料 2-2-2】 教育支援センター概念図  

【資料 2-2-3】 シラバス 
【資料 F-12】と同じ（電

子データ） 
【資料 2-2-4】 退学者・休学者・留年者一覧  
【資料 2-2-5】 北海道千歳リハビリテーション大学学生相談室規程  
【資料 2-2-6】 相談室「ほっとルーム」利用報告書  
【資料 2-2-7】 保護者懇談会開催資料  
【資料 2-2-8】 IR による留年・退学・国家試験不合格者に関する分析結果資料  

【資料 2-2-9】 
北海道千歳リハビリテーション大学短期支援員の雇用に関す

る要項 
 

【資料 2-2-10】 クラス担任一覧（令和 5 年度）  
【資料 2-2-11】 アドバイザー日程等一覧  
【資料 2-2-12】 令和 5 年度オリエンテーション日程  

2-3．キャリア支援 
【資料 2-3-1】 北海道千歳リハビリテーション大学就職支援室要項  
【資料 2-3-2】 進路調査  
【資料 2-3-3】 採用試験前の支援  
【資料 2-3-4】 令和 4 年度求人票  
【資料 2-3-5】 面談記録、推薦書  
【資料 2-3-6】 面接指導、面接アンケート  
【資料 2-3-7】 令和 4 年度就職説明会  
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【資料 2-3-8】 採用試験後の支援  
【資料 2-3-9】 既卒生への支援  
【資料 2-3-10】 令和 4 年度フロンティアプログラム資料  

2-4．学生サービス 
【資料 2-4-1】 大学独自の奨学金一覧  
【資料 2-4-2】 新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン  
【資料 2-4-3】 体育館利用及び課外活動ガイドライン  
【資料 2-4-4】 医務室の写真  
【資料 2-4-5】 相談室「ほっとルーム」利用報告書 【資料 2-2-6】と同じ 
【資料 2-4-6】 北海道千歳リハビリテーション大学ハラスメント防止規程  
【資料 2-4-7】 売店の写真  

2-5．学修環境の整備 
【資料 2-5-1】 建物平面図  
【資料 2-5-2】 北海道千歳リハビリテーション大学施設整備・保全計画  
【資料 2-5-3】 大学位置図・航空写真 【資料 F-8】と同じ 
【資料 2-5-4】 視聴覚資料一覧  
【資料 2-5-5】 情報演習室写真・図書館インターネットコーナー写真  

2-6．学生の意見・要望への対応 
【資料 2-6-1】 授業評価アンケート項目と結果  
【資料 2-6-2】 卒業時アンケート項目と結果  
【資料 2-6-3】 卒業生入職後アンケート項目と結果  
【資料 2-6-4】 教務委員会資料（2022.8 月、9 月）  
【資料 2-6-5】 北海道千歳リハビリテーション大学学生相談室規程 【資料 2-2-5】と同じ 
【資料 2-6-6】 相談室「ほっとルーム」利用報告書 【資料 2-2-6】と同じ 
【資料 2-6-7】 大学独自の奨学金一覧 【資料 2-4-1】と同じ 
【資料 2-6-8】 食の支援支給状況  

【資料 2-6-9】 
北海道千歳リハビリテーション大学短期支援員の雇用に関す

る要項 
【資料 2-2-9】と同じ 

【資料 2-6-10】 コロナ禍における学修面・情意面・経済面でのサポート概念図  
【資料 2-6-11】 授業評価アンケート結果の関係会議附議状況（議題一覧表）  

【資料 2-6-12】 
学生生活アンケート（新入生・在学生アンケート）結果の関係

会議附議状況（議題一覧表） 
 

【資料 2-6-13】 卒業時アンケート報告の関係会議附議状況（議題一覧表）  

【資料 2-6-14】 在学生連絡サイト-学生投書箱について-  
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基準 3．教育課程 
基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 
3-1．単位認定、卒業認定、修了認定 
【資料 3-1-1】 大学ホームページ(大学紹介→大学ポリシー) 【資料 1-2-6】と同じ 
【資料 3-1-2】 専攻別のディプロマ・ポリシー  
【資料 3-1-3】 学生便覧（3 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 3-1-4】 履修の手引き（1 頁） 【資料 1-2-4】と同じ 
【資料 3-1-5】 学生便覧（32 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 3-1-6】 履修の手引き（32 頁） 【資料 1-2-4】と同じ 
【資料 3-1-7】 北海道千歳リハビリテーション大学 GPA 制度内規  

【資料 3-1-8】 
GPA 結果閲覧（メニューソフト Board View）講義・試験連絡→
試験結果 

 

【資料 3-1-9】 
単位認定の方針（大学ホームページ「情報公開→【6】学修の成

果にかかわる評価と卒業（修了）の認定にあたっての基準に関

すること）  
 

【資料 3-1-10】 進級要件（履修の手引き 18 頁参照） 【資料 1-2-4】と同じ 
【資料 3-1-11】 卒業認定基準（履修の手引き 19 頁参照） 【資料 1-2-4】と同じ 

【資料 3-1-12】 
北海道千歳リハビリテーション大学における授業科目の成績

の評価に関する規程 
 

【資料 3-1-13】 北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 18 条、第 19 条） 【資料 F-3】と同じ 
【資料 3-1-14】 令和 4 年度フロンティアプログラム資料 【資料 2-3-10】と同じ 

3-2．教育課程及び教授方法 
【資料 3-2-1】 大学ホームページ（大学紹介→大学ポリシー） 【資料 1-2-6】と同じ 
【資料 3-2-2】 学生便覧（5 頁） 【資料 F-5】と同じ 
【資料 3-2-3】 履修の手引き（3 頁） 【資料 1-2-4】と同じ 
【資料 3-2-4】 教育課程と指定規則との対比表  
【資料 3-2-5】 教育マップ  
【資料 3-2-6】 シラバス作成のガイドライン  
【資料 3-2-7】 教育マップ 【資料 3-2-5】と同じ 
【資料 3-2-8】 学部の教育課程 【資料 1-1-13】と同じ 
【資料 3-2-9】 大学ホームページ（大学紹介→学びの特色） 【資料 1-1-11】と同じ 
【資料 3-2-10】 教育マップ 【資料 3-2-5】と同じ 
【資料 3-2-11】 授業科目の概要  
【資料 3-2-12】 令和 4 年度フロンティアプログラム資料 【資料 2-3-10】と同じ 
【資料 3-2-13】 大学案内（20 頁～21 頁） 【資料 F-2】と同じ 
【資料 3-2-14】 健康増進教室の概要（概要図、参加者数、写真） 【資料 1-1-14】と同じ 
【資料 3-2-15】 スポーツ障がい予防教室開催実績  
【資料 3-2-16】 ふまねっと運動開催報告書  
【資料 3-2-17】 こどもカフェ開催実績  
【資料 3-2-18】 北海道千歳リハビリテーション大学 FD 委員会規程  
【資料 3-2-19】 2022 年度（令和 4 年度）FD の実績  
【資料 3-2-20】 2022 年度公開授業の概要  
【資料 3-2-21】 指定規則改正に伴い行った「教育課程の変更」部分  
【資料 3-2-22】 令和 5 年度オリエンテーション日程 【資料 2-2-12】と同じ 

3-3．学修成果の点検・評価 
【資料 3-3-1】 メニューソフト Board View の該当ページ（講義・試験連絡）  
【資料 3-3-2】 アセスメント・ポリシー  
【資料 3-3-3】 アセスメント・ポリシーチェックリスト  
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【資料 3-3-4】 授業評価アンケート項目と結果 【資料 2-6-1】と同じ 
【資料 3-3-5】 卒業時アンケート項目と結果 【資料 2-6-2】と同じ 
【資料 3-3-6】 学修成果に関するアンケート項目と結果  
【資料 3-3-7】 メニューソフト Board View の該当ページ（講義・試験連絡） 【資料 3-3-1】と同じ 
【資料 3-3-8】 教授会の該当部分の議事録  

【資料 3-3-9】 
学生アンケート結果の活用「コロナ禍における学修面・情意面・

経済面でのサポート図」 
【資料 2-6-10】と同じ 

【資料 3-3-10】 北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証の方針  
【資料 3-3-11】 PDCA サイクル概念図  
【資料 3-3-12】 アセスメント・ポリシー（第 4 条） 【資料 3-3-2】と同じ 
【資料 3-3-13】  苫小牧看護専門学校との教育連携協定書  
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基準 4．教員・職員 
基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 
4-1．教学マネジメントの機能性 
【資料 4-1-1】 北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 51 条第 2 項） 【資料 F-3】と同じ 
【資料 4-1-2】 北海道千歳リハビリテーション大学組織規程  
【資料 4-1-3】 令和 5 年度北海道千歳リハビリテーション大学教育研究組織図 【資料 1-2-13】と同じ 

【資料 4-1-4】 
北海道千歳リハビリテーション大学副学長の任命等に関する

規程 
 

【資料 4-1-5】 北海道千歳リハビリテーション大学教授会  

【資料 4-1-6】 
北海道千歳リハビリテーション大学教授会への意見聴取事項

等に係る内規 
 

【資料 4-1-7】 
北海道千歳リハビリテーション大学教学マネジメント室につ

いて 
 

【資料 4-1-8】 北海道千歳リハビリテーション大学運営協議会内規  
【資料 4-1-9】 教学マネジメント体制図（図 4-1）  
【資料 4-1-10】 運営協議会開催日及び議題一覧（令和 4 年度）  

4-2．教員の配置・職能開発等 

【資料 4-2-1】 学校法人淳心学園職員就業規則（第 3 条）  

【資料 4-2-2】 
北海道千歳リハビリテーション大学における教員の人事等に

関する特例規則 
 

【資料 4-2-3】 北海道千歳リハビリテーション大学教員選考基準  
【資料 4-2-4】 北海道千歳リハビリテーション大学教員選考についての指針  

【資料 4-2-5】 
北海道千歳リハビリテーション大学教員の業務評価の実施に

関する内規 
 

【資料 4-2-6】 北海道千歳リハビリテーション大学 FD 委員会規程 【資料 3-2-18】と同じ 
【資料 4-2-7】 年度別 FD 研修の実績 【資料 3-2-19】と同じ 
【資料 4-2-8】 外部講師招聘 FD 資料  

【資料 4-2-9】 
公開授業及び授業アンケートに対するコメント実施に関する

教授会資料 
 

【資料 4-2-10】 教員業績評価の構図  
4-3．職員の研修 
【資料 4-3-1】 日本私立大学協会北海道支部 HP（事業計画）  
【資料 4-3-2】 年度別私大協等研修参加一覧  
【資料 4-3-3】 年度別学内 SD 研修の実績  
【資料 4-3-4】 教育倫理綱領 【資料 1-1-8】と同じ 
【資料 4-3-5】 北海道千歳リハビリテーション大学中期目標・中期計画 【資料 1-2-9】と同じ 
【資料 4-3-6】 北海道 FD・SD 協議会  
【資料 4-3-7】 ハラスメントガイドライン説明資料  
【資料 4-3-8】  北海道千歳リハビリテーション大学 SD 推進内規  

4-4．研究支援 
【資料 4-4-1】 教員研究室配置図  
【資料 4-4-2】 教育研究用の雑誌・データベース一覧  
【資料 4-4-3】 研究費執行ハンドブック  
【資料 4-4-4】 科学研究費助成事業の手引き-経理執行の手引き-  
【資料 4-4-5】 研究活動に関するハンドブック  
【資料 4-4-6】 北海道千歳リハビリテーション大学研究倫理審査委員会規程  
【資料 4-4-7】 北海道千歳リハビリテーション大学研究倫理審査委員会内規  

【資料 4-4-8】 
北海道千歳リハビリテーション大学における人を対象とする

研究に関する規程 
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【資料 4-4-9】 
北海道千歳リハビリテーション大学における人を対象とする

医学系研究に関する重篤な有害事象発生時の対応手順書 
 

【資料 4-4-10】 倫理審査申請の手引き  
【資料 4-4-11】 北海道千歳リハビリテーション大学共同研究取扱規程  
【資料 4-4-12】 北海道千歳リハビリテーション大学受託研究取扱規程  
【資料 4-4-13】 北海道千歳リハビリテーション大学寄附講座等規程  

【資料 4-4-14】 
北海道千歳リハビリテーション大学における研究活動上の不

正行為に関する規程 
 

【資料 4-4-15】 
北海道千歳リハビリテーション大学における研究費の不正使

用に関する規程 
 

【資料 4-4-16】 
北海道千歳リハビリテーション大学研究費補助金事務取扱規

程 
 

【資料 4-4-17】 教員用ハンドブック（新任教員向け）  
【資料 4-4-18】 科学研究費採択一覧  
【資料 4-4-19】 受託研究一覧  
【資料 4-4-20】 学長裁量経費の創設について  
【資料 4-4-21】 北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究助成内規  

【資料 4-4-22】 
北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究審査委員会

要綱 
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基準 5．経営・管理と財務 
基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 
5-1．経営の規律と誠実性 
【資料 5-1-1】 学校法人淳心学園寄附行為 【資料 F-1】と同じ 
【資料 5-1-2】 学校法人淳心学園情報公開規程  
【資料 5-1-3】 学校法人淳心学園中期計画  
【資料 5-1-4】 大学建物の照明を LED 照明へ更新した資料  
【資料 5-1-5】 クールビズの実施について  
【資料 5-1-6】 北海道千歳リハビリテーション大学ハラスメント防止規程 【資料 2-4-6】と同じ 
【資料 5-1-7】 北海道千歳リハビリテーション大学ハラスメント相談室内規  

【資料 5-1-8】 
学校法人淳心学園における公益通報の処理及び公益通報者の

保護等に関する規定 
 

【資料 5-1-9】 学校法人淳心学園個人情報保護規程  
【資料 5-1-10】 北海道千歳リハビリテーション大学危機管理規程  
【資料 5-1-11】 北海道千歳リハビリテーション大学危機管理マニュアル  
【資料 5-1-12】 北海道千歳リハビリテーション大学建物の耐震率  
【資料 5-1-13】 令和 4 年度消防訓練実施要領（令和 4（2022）年 9 月実施）  

【資料 5-1-14】 
北海道千歳リハビリテーション大学の新型コロナウイルス感

染症対応ガイドライン（令和 2（2020）年 4 月初版） 
 

【資料 5-1-15】 新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン 【資料 2-4-2】と同じ 
【資料 5-1-16】 学校法人淳心学園ガバナンスコード  

5-2．理事会の機能 

【資料 5-2-1】 学校法人淳心学園寄附行為 【資料 F-1】と同じ 
【資料 5-2-2】 学校法人淳心学園常務会規程  
【資料 5-2-3】 学校法人淳心学園理事会業務委任規程  
【資料 5-2-4】 理事会議事録（理事の利益相反取引の承認分）  
【資料 5-2-5】 理事会・評議員会開催状況 【資料 F-10】と同じ 

5-3．管理運営の円滑化と相互チェック 
【資料 5-3-1】 学校法人淳心学園寄附行為 【資料 F-1】と同じ 
【資料 5-3-2】 学校法人淳心学園監事監査規程  
【資料 5-3-3】 北海道千歳リハビリテーション大学内部監査規程  
【資料 5-3-4】 理事会議事録（財務状況等への監事の意見・発言の回分）  
【資料 5-3-5】 評議員会議事録（財務状況等への監事の意見・発言の回分）  
【資料 5-3-6】 理事会・評議員会開催状況 【資料 F-10】と同じ 

5-4．財務基盤と収支 
【資料 5-4-1】 中期財務改善計画  
【資料 5-4-2】 学校法人淳心学園資産運用規程  
【資料 5-4-3】 科学研究費採択一覧 【資料 4-4-18】と同じ 
【資料 5-4-4】 受託研究一覧 【資料 4-4-19】と同じ 
【資料 5-4-5】 北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究助成内規 【資料 4-4-21】と同じ 

【資料 5-4-6】 
北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究審査委員会

要綱 
【資料 4-4-22】と同じ 

【資料 5-4-7】 
北海道千歳リハビリテーション大学学術奨励研究助成金募集

要項 
 

5-5．会計 
【資料 5-5-1】 学校法人淳心学園寄附行為 【資料 F-1】と同じ 
【資料 5-5-2】 学校法人淳心経理規則  
【資料 5-5-3】 理事会議事録（補正予算編成の承認分）  
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【資料 5-5-4】 監事監査計画  
【資料 5-5-5】 学校法人淳心監事監査規程 【資料 5-3-2】と同じ 
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基準 6．内部質保証 
基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 
6-1．内部質保証の組織体制 
【資料 6-1-1】 北海道千歳リハビリテーション大学学則（第 2 条） 【資料 F-3】と同じ 
【資料 6-1-2】 北海道千歳リハビリテーション大学自己点検・評価委員会規程  
【資料 6-1-3】 北海道千歳リハビリテーション大学運営協議会内規 【資料 4-1-8】と同じ 
【資料 6-1-4】 北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証の方針  
【資料 6-1-5】 北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証に関する内規  
【資料 6-1-6】 内部質保証体制図 【資料 4-1-9】と同じ 

【資料 6-1-7】 
北海道千歳リハビリテーション大学設置に係る設置計画履行

状況報告書 
 

【資料 6-1-8】 令和 5 年度大学機関別認証評価受審スケジュール等  

6-2．内部質保証のための自己点検・評価 

【資料 6-2-1】 北海道千歳リハビリテーション大学自己点検・評価委員会規程 【資料 6-1-2】と同じ 
【資料 6-2-2】 自己点検・評価の構図  

【資料 6-2-3】 
北海道千歳リハビリテーション大学設置に係る設置計画履行

状況報告書 
【資料 F-14】と同じ 

【資料 6-2-4】 
一般社団法人リハビリテーション教育評価機構の認定評価資

料(自己点検評価報告書（添付資料を除く。）) 
 

【資料 6-2-5】 
一般社団法人リハビリテーション教育評価機構教育評価認定

審査の結果について（写） 
 

【資料 6-2-6】 大学ホームページ（大学紹介→情報公開→IR 情報）  
【資料 6-2-7】 北海道千歳リハビリテーション大学 IR 室内規  
【資料 6-2-8】 IR 室の組織図  

6-3．内部質保証の機能性 
【資料 6-3-1】 北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証の方針 【資料 3-3-10】と同じ 

【資料 6-3-2】 
北海道千歳リハビリテーション大学設置に係る設置計画履行

状況報告書（62 頁～63 頁） 
【資料 F-14】と同じ 

【資料 6-3-3】 北海道千歳リハビリテーション大学グランドデザイン 【資料 1-2-21】と同じ 
【資料 6-3-4】 定年延長者等に係る雇用期間の例外規程  
【資料 6-3-5】 教員編成将来計画  
【資料 6-3-6】 大型バスの写真  
【資料 6-3-7】 バス発着時間表  
【資料 6-3-8】 北海道千歳リハビリテーション大学 PDCA サイクル概念図 【資料 3-3-11】と同じ 
【資料 6-3-9】 授業評価アンケート項目と結果 【資料 2-6-1】と同じ 
【資料 6-3-10】 卒業時アンケート項目と結果 【資料 2-6-2】と同じ 
【資料 6-3-11】 北海道千歳リハビリテーション大学教務委員会規程  
【資料 6-3-12】 北海道千歳リハビリテーション大学学生委員会規程  
【資料 6-3-13】 北海道千歳リハビリテーション大学内部質保証の方針 【資料 3-3-10】と同じ 

【資料 6-3-14】 
令和 4 年度 外部有識者会議議事録等（議事録、出席者名簿、出

席依頼文） 
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基準 A．社会貢献活動 
基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 
A-1．建学の精神に基づいた地域連携の推進 
【資料 A-1-1】 健康増進教室の概要（概要図、参加者数、写真） 【資料 1-1-14】と同じ 
【資料 A-1-2】 こどもカフェの開催実績 【資料 3-2-17】と同じ 
【資料 A-1-3】 高齢者自動車運転支援事業の開催実績  
【資料 A-1-4】 ふまねっと運動開催報告書 【資料 3-2-16】と同じ 
【資料 A-1-5】 スポーツ障がい予防教室の実績 【資料 3-2-15】と同じ 
【資料 A-1-6】 高齢者を対象とした機能低下予防活動の実績  
【資料 A-1-7】 千歳市出前講座・道民カレッジの講座開設状況（2022 年度）  
【資料 A-1-8】 高校出前講義リスト  
【資料 A-1-9】 北海道健康づくり協働宣言実施団体登録証  
【資料 A-1-10】 千歳市社会福祉協議会との連係協定書  
【資料 A-1-11】 新聞記事「巣ごもり健康にどう影響」（北海道新聞電子版）  
【資料 A-1-12】 新聞記事「市民の健康増進へ協定」（北海道新聞）  
【資料 A-1-13】 苫小牧東病院との連携協定書  
【資料 A-1-14】 新聞記事「地域医療発展へ連携協定」（苫小牧民報）  

※必要に応じて、記入欄を追加・削除すること。 
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